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第一章　ソラリオン




　エルダーリッチと俺との距離は、とても近いようで、少しだけ遠い。

　今、俺は彼女と森の中にいる。魔法の特訓だ。

　彼女は俺の背中に体を添わせて、俺の手首を握っている。

　背中に感じる温かさ、柔らかさが気にならない、と言うと嘘になってしまうけれど、ここは集中、集中だ。

「いいかね、ソラ。ふたつの魔法を同時に使うときは」

　エルダーリッチの細い指が、俺の手首を撫なでた。

「体内の魔力の流れを意識しなくてはいけない。突き出た岩が、滝の流れを分かつように、使うべき魔力を割り振るんだ」

　耳もとで囁ささやく。吐息がくすぐったい。魔法薬の甘い残り香が漂う。俺はやっぱりそういうことを意識してしまうのだけれど、それで気もそぞろになっていては、彼女に失礼だ。俺は彼女の言葉通り、滝のような魔力の流れをイメージする。

　今回習得するのは、《門》と《サンダー》を同時に使う方法だ。

《門》は特定の離れた地点、二か所を接続する魔法。出口の存在しない悪魔の森、その大迷宮から出るのに使ったものだ。今回は標的の近くに《門》の出口を発生させ、俺は目の前の入り口に向けて《サンダー》を放つ。

　つまり、標的の死角から攻撃をしかけるわけだ。

「しかし君は、いつもおもしろいことを思いつくな」

　そう、この組み合わせは俺のアイディアだった。

「いい感じだ、魔力の流れをうまくコントロールできている。今だ」

　俺は《門》の出口を空中に出現させる――と同時に《サンダー》を、目の前の真っ暗な《門》の入り口に向けて放つ。木は背後に現れた《門》からのまばゆい雷撃で、真っぷたつに引き裂かれ、メリメリと音を立てて倒れた。

「大成功だな」

　エルダーリッチは満足げに言った。

「これは魔法を用いた戦法を大きく飛躍させるだろう。まったくたいした弟子を持ってしまった」

　そう言って彼女は、俺の頭を撫でる。かつて悪魔の森を大迷宮で封印し、何百年もの間、そこを守り続けてきた、エルダーリッチこと、ヴァージニア・エル＝ポワレ。今では俺たちの、旅の仲間だ。

「君と魔法の話をしていると、とても楽しいよ……君がもっと魔法について習熟したら、ぜひ共同研究をしたいものだ」

「それは、俺もちょっとワクワクするかも」

　研究、なんてガラじゃない気がするけれど、彼女と一緒に、いろんな発見をするのは楽しいだろう。俺が振り向くと、目を細めて涼しげな笑みを浮かべていた。

「君は筋がいいからな。そしてありがたいことに、私は不死者アンデッド。そして君はスキル【永久機関】によって、不老の体を持っている。そうなれば、研究は永遠に……」

　エルダーリッチの笑みが、少しだけ、くすんだ。

「いや……君がなにをするのかは、君が決めなさい」

　背中をとん、と叩かれた。ふたりで森を出て、街に向かう。

　エルダーリッチと俺との距離は、とても近いようで、少しだけ遠い。




　街に入ると、エルダーリッチと別れた。彼女は魔法工場に用があるとのことだ。俺は市長（最近まで町長と呼ばれていた）と会う約束がある。

　自治領として独立を果たした『東の村』は、町へと成長し、そして今は大きな〝街〟となった。その著しい発展は、もはや王都にも引けを取らない。

　区画整備された住宅地に、効率的な食料の生産体制。もちろん娯楽だって充実している。最近は百貨店に映画館を併設した。

　映画の撮影と上映は、巨大映像記録水晶、通称シアター水晶によって可能になった。エルダーリッチの魔法に俺がひと工夫加えたのだ。これはカメラと映写機を兼ねたもので、水晶ひとつあたりにひとつ映画を入れることができる。

　最初はカメラを固定して劇を撮影したような単調なものだったが、それも今はどんどん進化している。俺もたまに、錬金術でＶブイＦエフＸエックス（視覚効果）を手伝ったりする。

　俺が百貨店を通りかかったときに、左腕に抱きついてきたのが、頭にツノを生やしたサレン。彼女は悪魔の森ではなく、その外で出会った新しい仲間――かつての魔王だ。彼女の胸に抱えたポップコーンが、少し落ちた。

「ソラ、次の新しいエイガ、一緒に行こ」

　そして右腕にしがみつくのが、フウカ。眼鏡めがねをかけた幼い少女に見えるが、その正体は天候を自在に操る不死鳥だ。

「そうですわお兄様、ぜひぜひ！」

　サレンとフウカは最近、足しげく映画館に通っている。

　しかし――。

「そう……だな……」

　そのラインナップが問題だった。




『ソラ――世界を救った男』

『錬金術師ＶＳサメ』

『人魔の王ソラ　～その軌跡～』

『錬金王密着ドキュメンタリー〝けして振り向かない〟』

『ロード・オブ・ジ・アルケミスト』




　こっ恥ぱずかしいことに、俺を主役にした映画ばかりなのだ。もちろん演じているのは、よその町からやって来た劇団の役者なのだけれど、さすがにそれを堂々と見る勇気はない。

「また、今度、な！」

「つれないですわ、お兄様！　『ロード・オブ・ジ・アルケミスト』は脚本、演出とも非常に素晴らしく、わたくし、四回目を観終えたところですの！　主役の方はお兄様と比べてしまっては仕方のないことですけれど、ほかのエイガに比べるとお兄様度が高いのです！　特に終盤のダンスシーンは雄々しくも野性味あふれるお兄様の……」

　フウカは鼻息荒く、映画について語り始める。

「そ、そうか……」

「いっつもソラは一緒にエイガ観てくれないー」

　サレンがそんなことを言いながら、ポップコーンをひと粒差し出してきたので、ぱくんと食べた。すると、サレンが急に真っ赤になった。

「てわた、手渡すと、思ってて……」

　消え入りそうな声で、サレンが言った。

「あ、すまん！　悪かった！」

　なんとなく妹に接するみたいな感じで、サレンの手から直接食べてしまった。両手が塞がっているし――しかし距離感には気をつけないと。最近仲間たちとの距離が妙に詰まってきている気がしていて、俺もそれにのまれているところがある。いかんいかん。

「ごめんな、これからはそんなことしないから」

「べつに、いい……」

「サレン！　ずるいですわ！　お兄様、わたくしの手からもポップコーンを！　あれ？　なんということでしょう！　わたくしは自分のポップコーンを食べてしまっていましたわ！　不覚！」

「フウカ、もうすぐ『錬金術師ＶＳサメ』が始まる……」

「ああ、もうそんな時間でしたの！　『錬金術師ＶＳサメ』は多少ストーリーに難がありますけれど、お兄様じきじきに協力なさった特殊効果が白眉ですわね！　これはわたくしまだ二回目ですわ！　それではお兄様、ごきげんよう！」

　ふたりはそのまま、また百貨店へと戻っていった。年齢は桁レベルでわからないけれど、背丈の似たふたりだから、気が合うのかもしれない。




　そのとき、街の人たちからおおっと声が上がった。

　振り向くと、警備服に身を包んだリュカとフェリスだ。

　リュカの本来の姿は、炎を操る獄ごく炎えん竜りゅうリンドヴルム。

　フェリスは氷を操る蒼氷狼フェンリル。

　リュカは、スキップしながらこちらに来た。

「ソラ！　見て見て、今日は大漁よ！」

　ふたりのうしろには、巨大な魔物――トロールがいた。俺がサレンから授かったスキル【百ひゃっ鬼き夜や行こう】によって、使役しているものだ。

【百鬼夜行】は、知性が低い魔物にも円滑に意思疎通ができる力を与える。さらに、自分より弱い魔物に対する命令は絶対。人と魔物が共に暮らす自治領を築く上で、これほど有用なスキルはないだろう。自分より弱いという条件があるとはいえ、リュカやフェリスより強い魔物は、外の世界ではまだ見たことがない。

　トロールは背中に巨大な檻を背負っていて、中には五人の男たちが詰め込まれていた。

「追っていた窃盗団を捕まえた」

　フェリスは、持っていた乗馬鞭むちをぐっと曲げてみせた。
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「ソラの縄張りを荒らした外敵だ。今から全員、氷漬けにする」

　檻の中で、男たちが震え上がる。

「ダメよ、泥棒だって、ソラが治める民であることには違いないんだから。寛大な心が必要よ」

「お前は甘すぎる」

　リュカとフェリスの仲のよさは相変わらず。

「しかし、窃盗団なんてのが出始めたのか」

　多くの人々がこの街に流入してきている以上、その中にはこういったよからぬことをたくらむ輩やからが入ってくるのは避さけられないだろう。

　しかし、そのわりにこの街が平和なのは、リュカとフェリスの率いる衛兵隊が、あまりに迅速に事を片づけるからに違いない。統率に長けたリュカと、武勇に優れるフェリスに、兵士たちを鍛えてもらったのは正解だった。

「ソラ、私が三人捕まえたの！　フェリスはふたり！」

　リュカの笑顔のうしろで、フェリスがムッとした顔をする。

「私が足もとを凍らせたから、捕まえられたんだろう。すべて私の手柄だと言っても過言ではない」

「なによ！　私だって炎を使って……」

「危うく宝石店が火事になるところだった」

「それならフェリスも氷で時計壊してたじゃない！」

「なんというか、いろいろとお手柔らかに、な」

　俺はふたりの頭に手を置いて、ぽんぽんと叩いた。

「………………」

　急にふたりが静かになってしまう。あれ、また距離感間違えたか？　気をつけないとと思っているのに、ついつい。俺は、

「ふたりとも、ご苦労さま！」

　とひとこと残して、その場を後にした。トロールが遠とお吠ぼえを上げるのが、背後から聞こえた。




　角を曲がったところには、もうずいぶんと大きくなった保育園がある。人口の増加に伴って、当然子供も増えるわけだ。

「あ～ソラだ～」

　俺に気づいたホエルは、真正面から抱きついてくる。彼女の正体は、何者をも圧倒する巨体を持った白はく鯨げいだ。ふわふわしているように見えて、しっかり園長先生をやっているのだけれど、抱き癖は変わらない。

「みゅ！」

　俺の相棒、ミラクルスライムのミュウも、子供たちの世話にひと役買っているらしい。

「ね～ソラ～」

　抱きついてきたかと思ったら、ホエルは次に俺の膝裏に手を回して、抱き上げた。

「また～たかいたかいする～？」

「あー！　ソラ様、お姫様になってるー！」

　突然のお姫様抱っこに、子供たちがはやし立てる。

「たかいたかいは、勘弁してください。あと、下ろしてください」

「え～」

「ボクモ！　ソラ！　ダッコスル！」

　小さなミュウがぽいんぽいんと跳ねる。

「……大きくなったらな」

「オオキク、ナル！　ン～～～！」

　ミュウは大きく息を吸い込んで、体をぷうっと風船のように膨らませた。器用なものだが、上に乗ろうものなら、割れてしまいそうだ。

　ようやくホエルに下ろしてもらうと、俺は保育園の経営状況について、少しばかり話をした。

「う～ん、もう少し～、先生が～、多いとうれしいな～」

「わかった、市長と相談してみるよ」

「ソラはえらいね～」

　ホエルに頭を撫でられる。毎度のことだけれど、非常に照れくさい。

「ソラ、エライ！」

「ありがとよ」

　保育園から出て、役所まではすぐ近くだ。

　市長は執務室にいた。机の上には、書類が山のように積まれている。

「これはこれは、ソラどの。もうそんな時間でしたかな」

　ふう、と市長は袖でひたいを拭った。

「いやあ、人口増加が止まりませんな。また新しい住宅街を造る必要が出てきそうですわい。またお手隙の際にご相談したいですじゃ、えー、それと……」

　市長は書類を机の隅にまとめて、地図を広げる。

「民の流入とは別に、町ごと傘下に入りたいというところが、いくつか出てきておりましてな。たとえばここ」

　節くれだった指が羽根ペンをつまみ、地図に丸をつける。

「エルンメルタという、機はた織おりで有名な町ですじゃ。行商人が積んどる絨毯は、たいていエルンメルタ産ですな。あとはここ、グリオーブ。良質な石材が採れることで有名ですじゃ」

「興味深いですね」

　機織りの技術というのは、錬金術に取り入れられそうだ。俺は《分解》と《構築》で衣服を造ることがあるけれど、機織りの原理を理解すればもっと高度なことができるかもしれない。

　そして石材。この街の近くで採れる石材もそれなりに優れているのだが、俺としてはもう少しいろんな種類を知りたい。〝悪魔の森〟でもミスリルなどの鉱石は採れるが、あれらはエルダーリッチいわく、気軽に加工できるような代物ではないらしい。それこそ【錬金術】のスキルでもない限りは。

　なんにせよ、いろんな特色を取り入れられるという点において、傘下の町ができるのはいいことだ――と、ここでドアがノックされた。

「失敬」

　エルダーリッチだった。

「ソラ、それに市長。転移水晶の量産は、軌道に乗りそうだよ」

「おお、それは素晴らしいですじゃ！」

　転移水晶。俺がグルーエルという魔術師に、悪魔の森へと送り込まれた魔法アイテムだ。あまりいい思い出はないけれど、これを量産できれば、魔法《門》が使えない普通の人でも、瞬時に長距離を移動できる。

「これで行商が、より活発になりますな！」

「ええ」

《門》と違って、移動する場所はあらかじめ設定した一か所に限定されるけれども、それでも便利になるには違いない。交易や伝令に限らず、応用の幅は広い。万が一、身に危険が迫った際の緊急避難にも使えることを考えれば、この街を拠点とする冒険者ひとりひとりが、持っていてもいいだろう。

「グルーエルとやらの残した記録を読むと、これまでは転移水晶ひとつ作るのに二、三年かかったそうだね」

　エルダーリッチは、来客用のソファに腰を下ろし、足を組んだ。

「ヴァージニア・エル＝ポワレの研究を継承した連中が、あれというのは情けないものだ」

　グルーエルは彼女が残したメモをもとに、魔術研究を進めていた。

「連中の稚拙なやり方ゆえというのはあるが、たしかに座標を含めた術式の立体刻印は面倒だ。だが私の手にかかれば……というか、これはソラのアイディア勝ちだな」

　そう言って、俺に微笑みかける。

「アジ・ダハーカの【破壊光線】を、水晶の加工に転用するという発想はさすがだ」

　悪魔の森で俺たちに立ちはだかった、大迷宮の守護者、邪龍アジ・ダハーカ。あれはエルダーリッチの創った人工の魔物だった。つまりあいつが使った技である【破壊光線】――回避不能の熱攻撃を発生させる――は、エルダーリッチが技術として持っているわけだ。

「君の言うところの、れーざー彫刻だな。転移水晶加工装置、実用化は難しいものではなかったよ」

　土産物屋にたまに置いてある、ガラスの中に模様が入っているアレだ。

「何百年も魔法研究を続けてきたが、発想力において、私はまだまだだな」

　エルダーリッチは、涼しげな顔をしてそんなことを言っているけれど、俺のちょっとしたアイディアをすぐに魔法で実現するのは、グルーエルみたいな連中には真ま似ねできないことだと思う。

　こういう気持ちは、すぐに素直に伝えた方がいい。

「エルダーリッチ、君だからできたんだよ」

「弟子に褒められるのは、なんだか気恥ずかしいね」

　彼女は髪をかき上げて、ソファから立ち上がる。そして市長の地図を見た。

「傘下に入りたいって町がいくつか出てきているらしい」

　俺が地図の赤い丸を指さすと、彼女はうなずいた。

「君が国王を倒したことによって、王国の影響力が薄れてきているのだろう。圧政から解放された民が、それぞれ独立した動きを始めているということだ」

　その言葉に、市長が深くうなずく。

「あれから、この街を通る人たちの顔も、ずいぶんと明るくなったものですじゃ。ソラどのには感謝しかありませんわい」

「みんなの力あってのことですよ。人々の生活も、自治領の独立も」

　そこで、市長がぽんと手を叩いた。

「そうじゃった！　ソラどのをお呼びした件をすっかり忘れておりましたわい。まさに、その自治領の件ですじゃ」

　市長はよっこらしょと、イスから立ち上がる。

「詳しくは会議室でお話ししますじゃ。皆様にもご連絡しますわい」

　そうして、会議室に全員集合、ということになった。




　映画を観終えたフウカとサレン。

「やはり『錬金術師ＶＳサメ』は素晴らしいエイガですわお兄様！　特撮技術を純粋に楽しむアトラクション的作品を毛嫌いするのは、人生の損失ですわ！」

「うん、おもしろかったよ。ソラ、今度一緒に観よ」

　警察署から普段着に着替えてきたリュカとフェリス。

「まさかほんとに氷漬けにしようとするだなんて！　死んじゃったらどうするのよ！」

「その辺に埋めておけばいい。ソラの法を破った連中に、慈悲など必要ない」

　保育園でひと仕事終えたホエルとミュウ。

「あれから旅芸人さんが来てね～子供たちに劇を見せてくれたんだよ～」

「みゅ！　オモシロカッタ！」

　みんなを見て微笑むエルダーリッチ。

「相変わらず君たちは賑やかだな」

　ここにいる面々がその気になれば、国ひとつが滅ぶだなんて、誰も思わないだろう。

　そうしてみんな、席に着く。

「で、本日の議題なのじゃが、ずばり！」

　市長は、手もとの黒板をひっくり返す。

「実はまだ、錬金魔王自治領アルケミック・ドミニオンの中心となるこの街、つまり首都の名前がまだ決まっておりませんですじゃ！」

　黒板には大きく『首都名決定臨時特別会議！』と書かれていた。

「このあたりは『東の村』などと呼ばれておったのじゃが、もはやそんなわけにはいきますまい。案のあるお方は、どんどん出していただきたいですじゃ」

　フェリスがスッと手をあげた。

「ソラの巣」

「安直！　ていうか俺の所有物でもない！」

　リュカは人さし指をつんつんさせる。

「ソラとリュカの巣」

　フウカも負けじと手をあげる。

「偉大なるお兄様の広大かつ絢けん爛らんたる巣、ですわ！」

　ミュウも跳ねる。

「ヤサシクテツヨイソラノス！」

　そしてホエル。

「みんなの巣～でいいんじゃないかな～」

「まず巣から離れようか」

　ネーミングに関して、悪魔の森勢は、ちょっとあてになりそうにない。

　となると、外の世界に詳しいのはサレンとエルダーリッチだ。サレンは小さな声でぶつぶつとつぶやいている。

「ソランダルスセイム……ソラドリングバーグ……ソランデンブルク……」

　いろいろと絞り出そうとしているらしい。

「というか、俺の名前からも一度離れて……」

　そこで、エルダーリッチがさらりと言った。

「ソラリオン、というのはどうだろう」

　なんだかそのひと言で、ぴっと場が引き締まったような感じがした。

「なるほど……たしかによい響きですじゃ……」

「でもさ……」

　俺は中指で頬をかく。

「俺の名前をつけるってのは、ちょっと、アレなんじゃないかな」

「ソラ」

　エルダーリッチは、真っすぐ俺の目を見た。

「君はもはや、一介の錬金術師ではない。自治領の統治者なのだよ。我々だけではなく、この街に集う多くの者たちが、君を主と慕っている。それを自覚したまえ」

　そう言われると、返す言葉もない。

「それでは、首都の名前は『ソラリオン』で決定ですじゃ！　異論はございませんな？」

　みんな、なんやかんやと言いながらも、うなずき合っていて、結局首都の名前は『ソラリオン』ということで決まってしまった。

「やっぱり……さすがに照れるよこれは……」

「自覚が足りないからだよ。そこで胸を張れないのが、君のかわいいところでもあるのだけれどね」

　立ち上がったエルダーリッチに、頭を指先でつつかれた。

「頑張りたまえ、ソラリオンの領主くん」

　完全にからかわれている。

「では、首都名『ソラリオン』お披露目会の準備をば……」

　そこで、ドアがノックされた。

「会議中、失礼します！」

　役所の受付の人だ。

「いま、使者の方が」

「悪いが、今は会議中じゃ。ちょっと待ってもろうてくれんかの」

「それが『魔術師の町』からの使者でして……」

「なに！」

　市長は手に持った黒板をぱたりと倒した。

「ソラどの！　そして、そうじゃな、エルダーリッチどの！　ぜひ使者との話し合いに立ち会っていただきたい！」

　なにやら、おおごとらしい。俺は市長に尋ねた。

「『魔術師の町』ってのは、すごいところなんですか？」

「規模としては、今のソラリオンよりは小さな町ですじゃ、ただ……」

　市長は立ち上がる。

「魔法研究によって、ほかの国から独立した地位を築いている、どの国にも属さない特別な町なのですじゃ。まさかそこから使者が来るとは……いや、この街の成長を考えると、時間の問題だったのかもしれんですな」

「魔法研究の町か、興味深い」

　エルダーリッチも立ち上がる。俺も彼女の弟子になっているくらいだから、魔法にはもちろん興味がある。

「わかりました、行きましょう」

　三人で、使者が待っている応接室へと向かった。




　応接室では、紫のローブを着て、フードをかぶった男が、紅茶を飲んで待っていた。テーブルを挟んで向かい合う。

「あなたが、この街を治めているソラどのですね」

「いや、わしではございませぬ、このお方ですじゃ」

　そう市長に紹介され、俺は頭を下げた。

「如月きさらぎ空そらです。ここの領主……ということになっています」

「これは失礼。思ったよりお若かったもので」

　使者は、慇いん懃ぎんに頭を下げた。

「それで、いかなるご用件でいらっしゃったのですかな？」

「我らが『魔術師の町』は、その……この錬金魔王自治領……」

　エルダーリッチはそれを聞いて、にやりと笑う。

「ソラリオン、と先ほど名前が決まってね」

「そうでございましたか。ではそのソラリオンと、わが町で、協定を結ばないかというご提案を持ってまいった次第です」

　そう言って使者は、ソファに深く腰を沈めた。

「失礼ながら、これまで何人か我らの手の者を派遣して、ソラリオンを視察してまいりました。この街は新しい技術であふれている。魔法ではなく、錬金術なんぞでこのような……と、失礼」

　使者は咳払いをし、高い鼻を指先でかいた。

「ソラどのは、錬金術師でしたね」

　やはり『魔術師の町』からの使者だから、錬金術は魔法の足もとにも及ばない、というようなイメージを持っているのだろうか。もっとも、俺はこの世界に召喚されたとき「【錬金術】は外れスキルだ」なんて言われて、あの国王から悪魔の森に追放されたのだから、この世界ではそれが常識なのかもしれない。

「ひとつ質問がある」

　エルダーリッチは使者に不敵な視線を送る。

「君たちの魔法研究というのは、どの程度のものなのかな」

　使者が、眉を片方上げた。

「『魔術師の町』の〝程度〟を尋ねるというのは、なかなか愉快なお方だ」

「私も多少、魔法をかじっているものでね」

　その言葉が癇かんに障ったらしい。使者はエルダーリッチの目を睨にらんだ。

「なるほど、では一応、私も町の使者ではあります。その〝程度〟というものをご覧に入れましょう。それも使者の役目でしょうからね」

　使者は得意気に眉を上げた。そして手もとのティーカップに両手を向けて、なにやら唱え始めた。俺はちょっと不思議に思って、エルダーリッチに小声で話しかけた。

「そういや俺、呪文とかなにも教わってないんだけど、やっぱり必要なのか？」

　エルダーリッチは、くすりと笑みを漏らす。

「私は地図を教えない。私が教えるのは道だよ」

　よくわからない答えが返ってきた。

　使者の手もとに目を移すと、紅茶の表面が揺れている。やがてそれは球体になり、ぷかりと宙に浮かんだ。

　使者は、どうだ驚け、という態度を隠さずに俺を見た。

「とくとご覧なさい。これが本当の魔法というものですよ、ソラどの。錬金術ではない」

　エルダーリッチの魔法を見慣れている俺としては、たいした感想はない。なんと答えたものか迷っていると、エルダーリッチが口を開いた。

「なるほど、あなたの〝程度〟はだいたいわかった、ではソラ」

　彼女の笑顔は、いたずら心を隠さない。

「君も彼と同じことをやってみたまえ。ただし、魔法は使わないこと」

「ああ、わかった」

　魔法を使わない――つまりスキルでなんとかしろということだ。

　まあ、難しいことではない。




【天てん衣い無む縫ほう】




　ホエルと【不断の契り】で誓約を結んだことで、彼女から授かったスキルだ。

　何物にも縛られず、重力を自在に操作する。彼女らしいスキルだと思う。

　俺の紅茶が、使者のそれに並んで、宙に浮かんだ。

「そんな……いや、嘘だ、なにか仕掛けがあるに違いない」

　使者はきょろきょろと部屋を見回した。

「どこかに魔術師を隠しているだろう！　《不可視化》の魔法を使っているんだ、そうに違いない！　第一、私の紅茶は完璧な球体で、しかしあなたのはそうではない！」

「球体がいいんですね」

　お好み通りに形を変えようとすると、

「ソラ、魔術師にできないことをやってみたまえ」

　エルダーリッチが言った。

「次は錬金術で、そして……」

　ウィンクをひとつ。

「なるべく、派手にだ」

　そう言われると、俺も楽しくなってくる。

　ではさっそく始めよう。




《融解》




　テーブルの上のティーカップが、どろりと溶けた。

「ひっ」

　使者は跳ねるように身を引き、その前に浮かんでいた紅茶が飛び散った。




《分解》




　繊維状になった木のテーブルと、溶けたティーカップが、宙を舞う。

　使者はあんぐりと口を開いている。




《構築》




　木の繊維が丸く絡まり合って、溶けたティーカップがその線維にマーブル模様を描く。

　それを、とん、と絨毯に着地させた。

「ご希望通り、球体にしました」

「あ……あ……」

　使者はひたいから汗を流しながら、目をむいて、ひと抱えほどの木の塊を見つめている。

「これが……錬金術……」

　そして、はっと気づいたように、俺を見た。

「わ……私はその……使者にすぎず……出すぎた真似は……けして『魔術師の町』の総意というわけでは……たいへん私は……失礼な……どうか……どうかお許しを……！」

　震えながらそんなことを言う使者が、ちょっとかわいそうになってきた。

　俺は再び《分解》と《構築》を使って、テーブルとティーカップをもとに戻す。ついでに紅茶も《精製》できれいにしてから、ついでにリュカから授かった【獄ごく炎えん焦しょう熱ねつ】をわずかに発動させ、温めてティーカップに入れ直した。

　使者は、これが夢ではないかと疑っている様子だ。

「魔法の先達として、ひとつアドバイスをしておこう」

　エルダーリッチは、使者に言った。

「固定観念は、学びの大敵だ」

　そう言って、温め直した紅茶をひと口飲んだ。

「ソラ、少し熱すぎる」

「ごめんごめん」

　俺たちがそんなやり取りをしている間も、使者は湯気を上げる紅茶を、呆然と眺めていた。

「ご挨拶は済んだ、ということでよろしいかの？」

　市長はニコニコしている。俺が『魔術師の町』の使者を驚かせたのがうれしいらしい。

「では、ご来訪の訳をお聞かせ願いたいですじゃ」

　使者は再び咳払いをし、息を整えた。

「実はその……わが『魔術師の町』は、ソラリオンと協定を結びたいと考えているのです……どこかの国に属することなく、独立した、同じ自治領として……」

　声が小さくなっていく。彼は自分の魔法に大きな自信を持ってここに来たのだろう。まさか伝説の大魔術師ヴァージニア・エル＝ポワレと、その弟子がいるなんてことは、夢にも思わなかったに違いない。

「なるほど。それで、ちょいと錬金術師に脅しをかけてみたかったわけだ」

　エルダーリッチの言葉に、使者が縮こまる。

「どうか……私の軽率な行動は……勘定に入れずに……ご判断を……」

「ご心配なく、気にしてないですよ」

　外交における〝脅し〟の有効性は、今まさに彼自身が証明している。

　俺はなるべく使者を怖がらせないように言った。

「協定の件ですが、俺たちだけで今すぐ判断できることではないので、後日ご連絡させていただく、ということでよろしいでしょうか」

「ありがとうございます！　ご無礼、ひらに、ひらにご容赦を……！　私は町に戻ります……出すぎた身ではございますが、なにとぞ、よきご返答をお待ちしております……！」

　使者は立ち上がって、逃げるように応接室を出ていった。

　市長は満面の笑みだ。

「いやあ、あの顔は傑作でしたな！　あの寂れた『東の村』が『魔術師の町』の使者を驚かす日がこようとは……さすがソラどのですじゃ！」

　俺は後ろ頭をかいた。

「脅かせすぎたかな」

「あれぐらいがちょうどいいよ。君はソラリオンの領主なのだから。威厳はいくらあっても邪魔にはならない」

　そう言って、肩をポンと叩いた。

「で、協定についてだ。君はどうしたい？」

「俺は興味がある」

　ティーカップの前で、指を組んだ。

「『魔術師の町』に、というよりは……世界に興味があるよ。傘下に入りたい町も出てきている以上、俺はもっとこの土地を、世界を知らなきゃいけない」

「ではこちらも使者を送りますかの」

「いえ」

　市長の言葉に、俺は答えた。

「俺自身が行きたいと思っています」

「なんと！　ソラどのが、じきじきに出向くとは……」

「外の世界を、もっと知りたいし、仲間にも見せてやりたいんです」

　俺たちは、悪魔の森と、ここソラリオンしか知らない。外の世界には、もっと見て回れるところがたくさんあるはずだ。

「もしよろしければ、市長。警官の増員と、保育士の募集をかけてください。住宅の整備も、一気に進めましょう」

「……うむ。わかりましたですじゃ。ソラリオンも、いつまでも皆様方におんぶにだっこではいけますまい」

　市長は深くうなずいて、俺の提案を承諾してくれた。

　しばらく俺の心に眠らせていた、冒険心がめらめらと立ち上がってくるのがわかる。




　――外の世界を、もっと知りたい！




　思わず立ち上がった俺を、エルダーリッチは微笑ましい表情で眺める。

「その少年のような目は、嫌いじゃないよ」

　そう言われると、ちょっとだけ恥ずかしい。

「私も、興味がないと言えば嘘になる。使者の魔法はあの程度だったが、私が外の世界を離れてからずいぶん経っている。私の知らない魔法が、多く発見されているはずだ」

　彼女は彼女で、旅を楽しみにしているらしい。

「何百年も研究を続けてきた君より、すごい魔術師がいるとは思えないけど」

「興味があるのは個人ではなく技術だよ、ソラ。あらゆる技術は、知性の交感を介して洗練される。そういった意味で私の魔法は、きっとアンバランスだ」

　エルダーリッチも、ソファから立ち上がった。

「学びたまえ、もっと、もっと多くを。君はどこまでも強く、賢くなれる」

　その言葉と共に見せたエルダーリッチの笑顔が、少し寂しそうに見えたのは、俺の気のせいだろうか。




　さて、善は急げだ。俺たちはすぐに旅の準備をすることになった。

　みんなで家に帰って、作戦会議。リビングに集合した。

「地図の写しを市長からもらってきた」

　俺はリビングのテーブルに地図を広げた。

「その……この街」

「ソラリオンだな」

　エルダーリッチがにやりと笑う。

「やっぱりこの名前、照れくさいよ」

「そんなことありませんわ！　お兄様の威光をかたちにしたような、素晴らしい命名だと、わたくし思います！」

　フウカが鼻息荒く主張した。エルダーリッチはそれに続けるように、

「君の街だ、いずれ慣れなきゃいけない。いっそ開き直りたまえ」

　一理あるから悔しい。思いきって、言ってしまおう。

「ソラリオンは王国の東にあるわけだけれど、『魔術師の町』はさらに東、国境の近くにある町だ」

　市長が地図の写しに、赤い丸をつけてくれている。地図を眺めながら、フェリスが言った。

「やはり以前のように、ホエルに乗っていくのか？」

　国王にさらわれたサレンを取り戻しに、王都に向かったときの話だ。

「任せて～」

　ホエルは笑顔を送ってくれたけれど、俺は首を振った。

「いや、今回は派手な登場はよそう。住民を怯おびえさせることにもなりかねないし、そうすると無用な衝突を招くことになる」

　なんでもかんでも、威圧すればいいというものではない。敵の戦意を挫くじくのとは、わけが違う。

「友好関係を築くために行くわけだから、ある程度この国の文化に合わせないとな」

　俺の言葉に、リュカがふむふむとうなずいた。

「つまり、人間の姿になって歩いていくってこと？」

「そうするにしては、けっこう距離があるんだ。馬車で四日ってところらしい」

「みゅ！　イッパイアルク！　コンジョウ！」

　ミュウがイスの上でぽいんぽいん跳ねる。こいつも、新しい旅にワクワクしているらしい。

「いや、使者が訪ねてきた以上、あまりゆっくりしていても失礼にあたるんじゃないかな」

　サレンがうなずいた。

「となると、馬ね」

　魔王をやっていたわけだから、サレンにはそういった〝外の世界の常識〟を心得ている。そういう意味ではエルダーリッチもそうなのだけれど、彼女だって何百年も世界から姿を消していたわけだから、ジェネレーションギャップはけっこうなものがあるだろう。

「俺もそう思ってる」

　しかし、問題があった。

「この街は馬が足りないんだ」

　急速に発展したソラリオンは、ほかの町との交流も増えている。こちらから使者を飛ばしたり、商人に貸し出したりして、馬はすっかり出払っていた。行商人から馬を仕入れ続けてはいるのだけれど、それでも足りない状況だ。

「市長の話だと、いま使えるのは、ロバ二匹だけらしい」

「となると、ロバに荷車を引かせるしかないな」

　エルダーリッチは、ハーブティーをひと口飲んだ。ハーブは彼女の指導のもと、みんなで栽培している。

「それが馬車も出払ってて……まあ、これは俺が錬金術でなんとかするよ」

　俺は再び地図に目を向けた。

「じゃあ、ルートを決めようか。最初は山沿いを進む。ここは道が悪いらしいんだけれど、そもそも『魔術師の町』と『東の村』を行き来することなんてほとんどなかっただろうから、これは仕方ないな」

『ここは悪路』『下り坂注意』『魔物多し』など、市長がいろいろと書き込んでくれている。その地図上の道を、俺は指でたどっていった。

「で、ありがたいことに、その先には街道が走ってるみたいだ。えーと、なになに」

　街道の名前は。

「……ポワレ街道」

　エルダーリッチがハーブティーを噴き出した。みんながいっせいに彼女を見る。

　ヴァージニア・エル＝ポワレ。彼女の本名だ。

「ぐ、偶然だろう、そんな」

　彼女には珍しく、テーブルから手を下ろしてきょときょとしている。

「でも、『魔術師の町』に近づくほど、増えてくるぞ。ポワレの森。ポワレ記念公園。あ、『魔術師の町』にも名前があるのか。えーと、ああ、『エル＝ポワレ』……まんまだな」

「もうやめてくれ……」

　エルダーリッチは、両手で顔を覆った。日頃からやり込められているだけに、ちょっといたずら心が芽生えてくる。

「まあ、自覚した方がいいんじゃないかな、自分が希代の大魔術師だってことを。ね、ヴァージニア・エル＝ポワレさん」

　彼女は顔を隠した指の間から、片目を見せた。

「覚えていたまえ、私は今日という日を忘れない」

　怖いことを言われてしまった。でも耳まで真っ赤になったエルダーリッチは、ちょっと珍しくかわいい。

「まあ……ともかくそのポワレ街道を真っすぐ行って、途中でポワレ記念公園を突っきっていけば着くらしい。ポワレの大樹というのがあるらしいから、それを目印に曲がれば大丈夫みたいだ」

「………………」

　みんな地図ではなく、エルダーリッチを見ている。

「もう……ほんとにやめてくれ……」

　彼女は長い髪をテーブルに垂らして、頭を抱えていた。

「仕方ないだろ、地図に書いてあるんだから」

　そんなこんなで、道順と行き方が決まった。

　俺はミュウだけ連れて役所に行き、錬金術で馬車を造った。食料その他の旅道具は、職員さんが積み込んでくれる手て筈はずになった。
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「ポワレ！　ポワレ！　エル＝ポワレ！」

　ミュウは言葉の響きが気に入ったらしく、ぽいんぽいん跳ねながらポワレを繰り返している。

「それ、絶対エルダーリッチの前でやるなよ」

「ウン！」

　次にからかったら、呪い殺されるかもしれない。










第二章　魔術師の町




　翌日、俺たちは百貨店にラーメンを食べに行った。

「しばらく食べられないからな。食べ納めだ」

「ソラ、馬車に鍋を積んだら、作れるんじゃないの？」

　リュカは無邪気にそんな質問をする。

「それは難しいかな。時間も手間もかかる料理だから……」

　そう答えつつも、俺は前からいろいろと実験を繰り返していた。旅に役立てばいいんだけれど。

　みんな無邪気にラーメンをすすっている。箸の持ち方が一番うまいのがエルダーリッチで、逆に一番下手なのはサレン。箸がＸ字になってしまっている。

「いつかマスターしてみせる……」

「ミュウ、オハシ、ツカエル！」

　なぜかミュウはそこそこ上手に箸を持つ、というか体内に半分埋め込んで器用に食べていた。

　満腹になった俺たちは、役所に行った。俺が造った馬車を見て、フェリスがひとこと。

「これを、ロバが引けるのか？」

　七人乗りということと、旅道具を積むことを考えると、少し大きなものになってしまったのは否めない。

「ちっちゃなお城みたい～」

　ホエルの微笑ましい感想をよそに、

「君のデザインセンスは相変わらずだな。これじゃ動く魔王城だ」

　エルダーリッチの手厳しいお言葉。たしかに、全体的に黒を基調にしているし、ちょっと尖とがってたりする部分がないではない。しかしさすがに魔王城というのは――。

「私の城も、こんな感じだった」

「……そうか」

　魔王のサレンがそう言うのだから、イメージとしては妥当なのかもしれない。

「でも、こう見えて軽く造ってあるんだ」

「ほんとだ～」

　と、ホエルが片手で馬車を持ち上げた。

「おやめなさい！　あなたなら、鉄の塊でも一緒ですわ！」

　フウカがとがめると、ホエルは馬車をドサッと降ろした。丈夫に造ったつもりではあるけれど、ちょっとドキドキさせられる。俺はロバを連れてきて、軛くびきにつないだ。動物の扱いは初めてだが、おとなしいやつらで助かった。問題は、引けるかだ。

「さあみんな、乗り込んでくれ、あと個人の荷物も……エルダーリッチ、君の荷物はそれだけでいいのか？」

　エルダーリッチは小さな革の鞄を抱いて微笑んだ。

「《空間制御魔法》を利用した鞄だ。中身はどっさりだよ。おそらく技術交換がなされるだろうからね。こちらもいろいろと用意していかなくてはなるまい」

　そう言って、鞄からアイテムを次々と取り出した。

「《サンダー》を封じ込めた雷水晶に、ファイアを封じ込めた炎水晶、それらの制御装置、ほかにもいろいろと各種魔法アイテムが詰め込んである。君の考案した転移水晶加工装置もだ。それについては、さすがにミニチュアのレプリカだけれどもね」

　まるで四次元のポケットのアレだ。俺は物理法則の狂った巨大迷宮を思い返した。あの技術は、いつか教わりたいものだ。

「さすが気が利くね」

「専門分野で恥はかけないからね」

　そう言って彼女はウィンクを飛ばし、馬車の最後に乗り込んだ。

「それじゃ、出発だ！」

　俺は馭ぎょ者しゃ台だいに座る。ミュウが膝の上に乗った。

「シュッパツ、シンコー！」

　鞭を入れずとも、ロバは歩き始めた。街の人たちが見送ってくれる。

「行ってらっしゃいませ、ソラ様！」

「お気をつけて！」

　みんなにも声がかかる。

「リュカ署長！　フェリス署長！　ソラリオンの秩序は任されたであります！」

「ホエルせんせー！　いってらっしゃーい！」

「フウカさん！　サレンさん！　次回作『錬金術師ＶＳサメ２』を楽しみにしててください！　今度のサメは飛びますよ！」

「ミュウ公！　新しい石像を楽しみにな！」

　街のみんなの声を背に受けて、俺たちはソラリオンを出た。







　しばらくは行商人がよく使っている平坦な道を進み、そこから山沿いへと下っていく。ロバは馬みたいに、ぐんぐん進まないけれど、それなりにペースはよい。

「しかし揺れるな……」

　案の定、道はお世辞にもよいとは言えなかった。膝の上に乗ったミュウが、まるで水を入れた風船のように、ぼいんぼいんと跳ねる。ただ、進めないというほどではない。

　旅は順調に進むかのように思えた。一時間ほど進んで、ちょっとロバを休憩させようと思い、手綱を引いた。そして立ち上がろうとした瞬間、それはきた。

「痛っ！」

　道が悪くて、やけに揺れるなとは思っていたが、そのダメージが尻にきていたらしい。やれやれ馭者ってのは大変だ、と思っていると。

「ソラ……」

　みんなが、ふらふらしながら馬車から降りてきた。リュカが涙目でこぼす。

「ソラ……お尻痛い……」

　馬車の中でも、振動はひどかったらしい。

「私も……限界だ……」

　フェリスも腰をさすっている。

「わたしは平気だよ～」

　ひとり平然としているホエルに、フウカが噛かみついた。

「あなたはスキルでお尻が浮いてたでしょう！　ずるいですわ！　あ、いたたた！」

　サレンとエルダーリッチも、青ざめているということは、やはり尻をやられたのだろう。

「ボク、ヘイキ！」

「お前は俺の膝にいたし、スライムだし」

「ミラクルスライム！」

　この先何十キロもこの調子で進むのは、ちょっと難しい。旅の安全は守れても、尻の安全は守れそうにない。

「馬車を改造するしかないな……」

　俺は自分の尻をさすりながら馬車の下を覗のぞき込んだ。

「サスペンションかなにかを取りつけるか……少しでも振動を……」

「少しいいか、ソラ」

　痛みに青ざめた顔で、エルダーリッチが歩いてきた。

「ロバの足もとを見たまえ」

　俺は車軸から顔を上げると、小石をかいているロバの蹄ひづめを見た。

「まずいな……蹄てい鉄てつが外れかけてる」

　ソラリオンの職人の腕に間違いはない。この道が、どれだけ悪いかということだ。

　俺は歪ゆがんだ蹄鉄と釘に《鍛造》を使って形を整え、再びロバの蹄に打ち込んだ。

　そしてこの先遠く続いている、荒れた道を眺めた。

「馬車の乗り心地を改良しても、これ以上行くとロバが足を痛めるかもしれないな」

　これはかなり頭を抱える事態だ。

「ソラ、ドウシタノ？」

　ミュウは荒れた道もなんのそのだ。ぽいんぽいん跳ねながら、俺のすねにぶつかってきた。

「道が悪いとロバも大変だって話だよ」

　ミュウは体をむにっと歪めて、なにか考えているようだ。するとまた、ぽいんっと跳ねた。

「ロバ、バシャニ、ノセタラ、ダイジョウブ！」

「ミュウ、それじゃ馬車が進まないよ……ん？」

　そこで俺は、ふと閃ひらめいた。

「そうだ……なにもロバに引かせる必要はないんだ……」

　俺がいた世界では、最もポピュラーな移動手段。そうだ、その手があった。

「よし、自動車を造るぞ！」

「ジドウシャ……ですの？」

　初めて聞く言葉に、フウカがきょとんと首をかしげる。

「自力で走る馬車みたいなもんだよ」

　問題は動力だ。

　俺がまず考えたのは、リュカの【獄炎焦熱】とフェリスの【絶対零度】を利用した蒸気機関。しかし蒸気機関は出力の調整に問題を抱えている。自動車には不向きだ。

　となれば。

「出力の安定したエネルギー源……そうだ！」

　これまでは、あらゆる問題に対して錬金術やスキルを使って向き合ってきた。

　しかし今の俺には、つたなくとも使える力がある。

　魔法だ。

「エルダーリッチ、たしか《サンダー》を封じ込めた水晶があったよな？」

「この鞄に入っている。これを使うのかい」

　彼女が取り出した水晶の中では、雷が渦巻いている。

「これを動力源にするんだ」

　俺は馬車に積んだ銅のインゴットを外に出した。道中で手に入らないであろう材料は、少しずつ持ってきている。錬金術は材料が命だ。悪魔の森の洞窟で採取した、金属資源を使う。

「ネオジム……鉄……ホウ素……」




《合成》




　これで筒状のネオジム磁石を造る。

　フレミングの右手の法則、左手の法則、アラゴの円板。一時期ニコラ・テスラに憧れていて、いろいろと調べたのだ。まさか役に立つ日が訪れようとは。

「次はなにを造るつもりなのかね」

　エルダーリッチが、興味深げに尋ねてきた。

「交流モーターさ」

　仕組みは複雑だが、単純な直流モーターよりも却って堅牢なのだ。

「エルダーリッチ、《サンダー》のための制御装置があったよな」

「ああ、これだね」

　彼女が取り出したのは、文庫本くらいの木箱だ。

「かなり難しい要求をするんだけど」

　俺は彼女の目を見て言った。

「六十分の一秒周期で小刻みに発射することはできるかな？」

「君の言う一ビョウというのは……たしか８・２６３グラヴィだったな。それなら可能だ。私を舐なめてもらっては困るよ」

　エルダーリッチが木箱に手のひらをあてると、淡い紫色に光った。

「準備完了だ」

「ありがとう。じゃあ、せーの、で行こう」

　せーの！　三つの電流が制御装置に注ぎ込まれ、そこから三相交流となった電流がローターを流れる。

　――フィイイイイン

　風を切る、音。

「よっしゃ、回った！　テスト成功だ！」

《サンダー》が、パッと空中で弾はじけた。ローターは慣性で回り続けている。

「よし、動力はこれでバッチリだ！」

　俺たちがそんなことをしている間、馬車の横で問答が繰り広げられていた。

「結局、もとの姿に戻った私に、乗っていくのが一番速いのよ」

　尻の痛みも治まってきて、リュカがそんなことを言った。

「お前の背中は鱗が硬すぎる。前に乗ったときも、乗り心地は馬車よりはマシ、くらいだった」

　フェリスは、なんでもないふうに髪を指で梳すく。

「私の毛並みにまたがれば、ソラは気づけば眠ってしまうだろう」

「それを言うなら、わたくしの羽毛もなかなかのものでしてよ！」

　フウカが胸を張る。

「わたしに乗るとね～広くていいよ～」

　ホエルの言葉に、みんながうむむ、と黙り込む。たしかにホエルのもとの姿、巨大な白鯨の乗り心地は、悪いものではなかったのだ。

　そこで、取り残されているのがひとり。それは、ほかの姿を持たないサレンだ。

「私の体は、けっこう柔らかい……」

　苦し紛れに、そんなことを言った。

「………………！」

　みんながいっせいに振り向く。

「そうよ！　もとの姿にこだわらなくても、人間の姿で上に乗ってもらえばいいんだわ！　それなら私もふにふにだもの！」

　リュカの言葉にフェリスが反論する。

「私だって、柔らかくて気持ちいいはずだ」

　ホエルはニコニコしながら。

「たぶんね～わたしが一番ふわふわかな～」

「お肉のつき方で勝負が決まるわけではありませんわ！」

「同意だな」

　フェリスはフウカの肩を持った。

「薄い脂肪の下にある筋肉のしなやかさも、乗り心地のよさには重要だ」

　リュカはそんなフェリスの裾を引っ張って、馬車に連れ込む。

「だったら試してみようじゃない！」

　そう言ってフェリスを押し倒した。

「ほら、私の、体の方が、柔らかいでしょ！」

「馬鹿か、いま乗られてるのは私だ」

「じゃあ交代よ！」

　馬車がギッシギッシと揺れる。

「さて、次は馬車を改造して車体を……って、なにやってんの？」

　馬車の中でリュカとフェリスが抱き合って、衣服の乱れるのも構わずに転げ回っている。

「ソラ、私に乗って！」

「いいや、ソラがまたがるのは私だ」

「お兄様、それならまずわたくしに！」

「またわたしに乗る～？」

「私にも……乗ってほしい……」

　クワを担いだ農夫が、怪け訝げんそうな顔をして通り過ぎていった。目が合ったので思わず会釈したものの、俺たちの会話が、どれだけいかがわしく聞こえたのかは、想像に難くない。悪徳貴族のボンボンと思われたかもしれない。

「それ、エル＝ポワレでは絶対にやるなよ」

　俺がそう言ったとき、エルダーリッチと目が合った。彼女はふいと視線を逸らす。

　やっぱり、自分の名前を冠した町、というのは恥ずかしいのだろう。俺もまだ、ソラリオンに慣れない。

「ともかく、馬車を改造するから外に出てくれ。ここをエンジンルームにして……」

　動力さえできてしまえば、あとはそこまで難しくない。タイヤに動力を伝える機構を《構築》し、うんと丈夫なゴムタイヤを《合成》して取りつける。サスペンションは丈夫に、柔軟に。七人と三匹（ミュウとロバ二匹）乗り、道の悪さも考慮して、車体は大きめにした。ピックアップトラックと、リムジンを合わせたイメージだ。

「完成だ！」

　みんなが見守る中、ついに自動車が完成した。俺が作業している間、エルダーリッチにはあとふたつ雷水晶を作ってもらったので、自動で三相交流が取れるようになっている。

　俺はさっそく運転席に座って、エンジンをかけた。

　フィーン……と静かな音がボンネットから響き始める。交流モーターの調子は万全だ。

　しかし、自分で造っておいてなんだけれど、錬金術で仕上げた自動車から新車のにおいがするのは不思議だ。これって、なんのにおいなんだろう。

「さあみんな、乗ってくれ」

　みんなは不思議そうな顔をして車に乗り込もうとするのだが……。

「待ちなさいフェリス、なんであなたがソラの隣に座るのよ！」

　リュカの言葉を、フェリスは鼻も引っかけない。

「こういうことは早い者勝ちだ」

「お兄様、そもそもどうしてこんな特別な席がございますの？」

「特別なこともないけど……これは助手席っていって、地図を持って道を案内してくれる人の席なんだ。だから地図をしっかり読めるやつに座ってほしいかな」

「ボク、ソラノ、アイボウ、ナビゲート、スル！」

「ミラクルスライムに地図が読めるのか？」

　フェリスが言うと、

「ヨメルモン！」

　ミュウがぽいんと跳ねる。

　俺は助手を決めるために、ひとつ問題を出すことにした。

「ポワレ記念公園で曲がる場所の目印はどこでしょう」

「………………」

　みんな、すっかり道を忘れているらしい。いや、ひとり確実に覚えているって顔をしているのがいる。エルダーリッチだ。しかし彼女は、教師にあてられるのを避けたい生徒みたいに、つんと顔を向こうに向けていた。

「あのさ、エルダーリッチ。道、覚えてるよな？」

「なんのことだかわからない」

「ポワレ街道を進むと……？」

「ポワレの大樹を右折……あっ」

　エルダーリッチ相手に、久しぶりにうわ手を取れた気がした。

「というわけで、助手は決定だ」

「ソラ、私はこういうことは忘れないたちだからな」

　彼女は珍しくムスッとした顔で、助手席に乗り込んだ。こうなれば、誰も文句は言わない。ホエルが【天衣無縫】で、ロバをふわりと荷台に載せる。

「いい子にしてるのよ～」

　ロバは退屈そうにいなないた。

　そして全員が乗り込むと、いよいよ出発だ。

「イスが……ふわふわ……」

　サレンがクッションを押して感触を確かめているのが、ルームミラーで見える。

「よし、じゃあ行くぞ」

　俺はギアを入れて、アクセルを踏んだ。モーターの回転数が上がり、車が動きだす。

「すごいわソラ、お尻が痛くない！」

「飛んでいますわ！　羽根もないのに、地面の上を飛んでいますわ！」

　モーターもギアも好調だ。サスペンションもいい感じに振動を緩和してくれている。

　あとは賑やかな旅路だ。

「ソラ、そろそろ……その、ポワレ街道に入る」

「……わかった」

　助手席とのやり取りが、若干気まずいのはさておき。

　エルダーリッチは地図を見ながら、次の雷水晶に《サンダー》を込めてくれている。電圧計を見る限り、充電――雷水晶の交換は二回くらいだろうか。途中、何度か休憩を挟みながら、道のいいポワレ街道を通り、ポワレの大樹で曲がって、ポワレ記念公園を横切った。やがて森の向こうに、高い尖塔が見えてくる。

「町が見えますわ！」

「フウカ、窓から顔を出すと危ないぞ」

　なにかにぶつかったくらいで不死鳥の首が取れるとは思えないけれど、一応注意しておく。




　やがて、町の門までたどり着いた。鉄格子の大きな門。その向こうに見える町の建物はどれも煉瓦造りで、いかにも『魔術師の町』という感じだ。少し車を門に近づけたところで、五人くらい衛兵らしき人たちが飛び出してきた。みんな揃そろってローブをまとっている。

「ま……魔物か……!?　しかしこんなものは見たことが……」

「いっせいに《ファイア》で攻撃を仕掛けるぞ……油断するな……」

　不穏な話をしているので、俺は慌てて車の外に出た。

「魔物の中から人が！」

「撃ち方やめ！　撃ち方やめーっ！」

　衛兵たちはパニックに陥っている。

「魔物じゃありません、なんというか、馬車みたいなもんですこれは」

「しかし引く馬がいないではないか！」

「自分で走る馬車です。自動車といって、原理は魔法なんです」

　衛兵のひとりが、俺を睨みつけた。

「『魔術師の町』で、よくそんなことが言えたな！　そんな魔法は見たことがないわ！」

「魔術師が、魔法を〝見たことがあるかないか〟で判断するのかね？」

　そう言ったのは、助手席から降りてきたエルダーリッチだった。

「それは……」

「上の者を呼ぶとよい。そして伝えたまえ、錬金術師が来た、とね」

　衛兵たちはなにやら話し合うと、

「しばらく、そのままで待て」

　そう言って、ひとりが詰所に戻り、すぐに出てきた。

「公館まで案内していいそうです！」

「よし、通せ！」

　大きな門が開かれる。

「俺が先導するから……その……踏むなよ……！」

　おそるおそるといった様子で、衛兵は車の前を歩いた。それに続いて、俺はゆっくりとアクセルを踏む。町の人々は車を見るなり、一目散に逃げ出した。怯えさせるつもりはなかったのだが。

「やっぱり新しい技術は怖がられるものなのかな」

「自信を持ちたまえ、ソラ。ほら、見なさい」

　エルダーリッチが指さす方向に目をやると、物陰に隠れながらも興味深そうにこちらを見ている目がいくつもある。

「魔術師というのは、好奇心がなければ務まらない。錬金術師がそうであるようにね。君の力はすぐに受け入れられるだろう」

「そんな簡単にいくかなあ」

「ひくな！　止まれ！　止まれぇっ！」

　ボンネットのすぐ前で、衛兵が叫んだ。

「おっと失礼」

　俺は慌ててブレーキを踏む。よそ見運転がいけないのは、どこの世界でも同じだ。

「ここでしばらく待て！　代表がいらっしゃる！」

　そう言って衛兵は逃げるように、しかし車をチラチラ見返しながら、その場を去っていった。やっぱり衛兵も魔術師、自動車への恐怖はあれど、興味もまた持ち合わせているらしい。魔法を動力源としていることが、思った以上に功を奏しているようだ。




　車から出てしばらく待つと、眼鏡をかけた女性が現れた。やはりローブを着ている。これは魔術師の制服のようなものらしい。彼女は俺と仲間たちに目をやると、ひとつ咳払いをした。

「私はこの町、エル＝ポワレの代表を務めているキーラ・マティスと申します。『錬金自治領』の長、ソラどのに相違ありませんね」

　かなり神経質そうに、キーラさんは言った。大きな町の代表といえど、こういう外交の場では、やはり緊張するのかもしれない。すごい汗だ。俺もできるだけ丁寧に、相手を刺激しないように返事をした。

「如月空と申します。お初にお目にかかります」

「使者を出したはずですが……行き違いになったのでしょうか？」

「お会いしましたよ。一本道じゃないから、たぶんどこかで追い越しちゃったんだと思います」

　キーラさんは、それを聞いて目を丸くした。

「そのジドウシャが……馬を追い越したと……？」

「かなりスピードが出せるので。最高速度はまだテストしたことはないですけれど、馬の並足に比べると、十倍くらいの差はあるんじゃないかな」

　顔を引きつらせたキーラさんは、外した眼鏡をハンカチで拭いた。

「これを造った魔術師は、いったいどこで学ばれたのでしょう……？」

「実は、俺が造ったんです。魔法を学んだのは、彼女から」

　そう言って俺は、エルダーリッチを紹介した。何百年も魔法を研究している、大迷宮の創造者などと言うと卒倒しそうだから、魔物の森の門番、くらいに説明しておいた。

　エルダーリッチは、軽く頭を下げる。

「教え始めたのは、ごく最近のことだけれどね。彼はのみ込みが早い」

「………………」

　キーラさんは、さっきとはまた別のハンカチを懐から出して、こめかみから流れる汗を拭った。
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　ヤバいやつらが来た！

　キーラがすぐに勘づいたのは、彼女の魔法アイテム〈肩書きの眼鏡〉のおかげだった。〈肩書きの眼鏡〉は、その名の通り、映った人物の称号や肩書きを表示してくれる。これは元来、変装や変化系の魔法を見破るためのアイテムである。

　やたら女ばかり連れているな、と思って見てみると――。




『獄炎竜』

『蒼氷狼』

『不死鳥』

『白鯨』




　文献でしか見たことがない、伝説の魔物たちだ。〈肩書きの眼鏡〉の故障かと思った。そして紹介された魔術師を見ると、




『大魔術師』




　エル＝ポワレにも、こんな肩書きを持つ魔術師はいない。大魔術師とは魔術の祖、ヴァージニア・エル＝ポワレの代名詞なのだから。無論、目の前の彼女が、ヴァージニア本人であることなどありえないのだが。そして、背の低いひとりを見ると。〈肩書きの眼鏡〉は、故障していないことがわかった。




『魔王』




　その娘には二本の角が生えていた。錬金術師のソラという男が、魔王と手を組んで王都を襲い、国王と宮廷魔術師グルーエルを殺害したという話は、あまりにも有名だ。目の前の男は、風体も普通で、なんということもないのだが、何事も見た目で判断してはならない、というのは魔術師の鉄則。

　そして〈肩書きの眼鏡〉は錬金術師を映す。




『人魔を統すべる王』




　終わったと思った。

　エル＝ポワレは、もうおしまいだ。

　この町は王国と隣国群の境界に位置し、魔術の研究成果を周辺各国へ提供することで、その見返りとして、これまで自治権を守ってきたという歴史がある。政治的に見ると、とても不安定だといえる。

　王国が滅んだ今、独立自治を保つには、当の王国を滅ぼした新興勢力と同盟を組むしかない。

　いきさつはどうあれ、国王とグルーエルを排したソラという男には、確かな力があるだろう。

　だがエル＝ポワレが擁する魔法技術さえあれば。世界中が欲してやまない最先端の知見さえ得られれば、それと引き換えにこの町は見逃される。学術の府として存在価値を認められる。そう思っていた。

　しかし、このジドウシャという巨大な魔法アイテム！　『大魔術師』を連れたソラという男は、あきらかに魔法技術においてもエル＝ポワレを凌りょう駕がしている。

　つまり『錬金術師の町』は、魔術においても『魔術師の町』を上回っている。そうなるともう、こちらが差し出せるものはなにもない。

「よろしければ、ぜひ町を案内してください」

　ソラが言った。どこから侵略するのか、舌舐めずりをしているように思えて、キーラは震えそうな体に精いっぱい力を込めた。

「ご案内、いたします」

　これからこの町は滅ぶのだ。伝説の魔物たちと、強大な魔法と、それらを統率する王によって。

　正直なところ、楽観視していた。国王と、その権力を笠に着て、町に無茶な要求を繰り返してきたあの憎き宮廷魔術師グルーエルがいなくなったことは、町に平和をもたらした。エル＝ポワレの住人たちの顔にも、明るさが戻りつつあった。けれども、王国を滅ぼした次の矛先が、そのままこちらへ向けられるとは思わなかった。

「きれいな町ですね」

　ソラが笑顔を向けてくる。キーラも、ぎこちない笑顔を返す。

　キーラは精いっぱい、町の魅力をアピールした。エル＝ポワレが存続するに値する町であると、どうにかソラに認識させる。もうそれしかエル＝ポワレが生き残る道はない。

「あちらの建物が、魔法学校です。多くの生徒や教師が、魔法の神髄を識しるために学んでいます。教育は日々進歩しており、いずれは世界を変える人材が輩出されることでしょう。非常に価値のある施設なので、破壊しない方がいいでしょう」

　キーラのハンカチは、汗を吸いきってボタボタになっていた。

「向こうの、大きな建物。あれが魔法大図書館です。これまで偉大な魔術師が綴ってきた知恵の宝庫です。魔法に必要なのは温故知新。燃やさない方がいいと私は思います」

　どんどん早口になっていく。

「これは魔素が凝縮された水を供給する井戸なので、毒などを入れることはおすすめしません」

　顔は青ざめるのを通り越して、紫色に近かった。

「向こうが住宅街ですね。いい眺めでしょう。灰にしてしまうのはもったいないくらいに。なのでどうか我らの命だけはお許しください」

　キーラは生まれて初めて土下座した。
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「ちょっとキーラさん！　いきなりどうしたんですか!?」

　急に地べたに這はいつくばったキーラさんに、俺は手を伸ばした。

「だって……《人魔を統べる王》がこの町を侵略しないはずが……」

《人魔を統べる王》――かなりエラソーな響きだが、一応これは俺の称号だ。ということはキーラさんにはこっちのステータスが見えているのだろうか。だとすると、おとなしくついてきてくれているリュカたちの圧力は、見た目よりもはるかに大きい。サレンにいたっては『魔王』だし。しかし脅して土下座させるために、足を運んだわけじゃない。

「この町が差し出せるものはなにもありません！　食料ならいくら持っていってもらっても構いません！　どうか魔道書と命だけは！」

「顔を上げてくださいキーラさん。俺たちはエル＝ポワレと対等な関係を築くために来たんです」

「でも、ソラどのはあんなすごい魔法アイテムを造るだけの魔法技術をお持ちです……もはやこの町が提供できる技術はなにも……」

　なるほど。キーラさんはそんなふうに感じていたのか。なんか悪いことしちゃったな。

「そんなことはありませんよ」

　キーラさんが顔を上げる。俺は続けた。

「たしかに、技術的に考えると、エルダーリッチの魔法の方が優れている点は多いと思います。けれども、魔法について広くアプローチしている、この町のポテンシャルというか、こう言うと偉そうに聞こえるかもしれませんが、そういう姿勢は大きな価値を持っていると思います」

　俺はキーラさんを刺激しないように、言葉を選んだ。でも、嘘はつかない。

「特に、学校については、俺も学ぶことが多いです。俺たちの町には、まだ学校がありませんから」

　エルダーリッチがうなずいた。

「ソラの言う通りだ。この町の学校は素晴らしい。私の時代では、魔法は基本的に徒弟制度だったんだ。師匠が弟子に教えるものだった。こんなふうに大規模な施設を造って、多くの者を学ばせるという発想も土壌もない。秘密主義だったからね。魔法という秘奥が門戸を開いているこの町を見ると、私は感慨深いよ。それに」

　魔法学校の陰から覗く、魔法大図書館の尖塔を見てエルダーリッチは言った。

「書物についてもそうだ。魔術師にとって、書物は財産。秘匿されるものだった。それがこの町では、あらゆる人間に知恵の海が開かれている」

「そうだ、図書館も欲しいな！　今度市長と相談してみよう。あんな立派なものは難しいだろうけど」

　やっぱり、自らエル＝ポワレに足を運んでよかった。まだまだソラリオンは発展の余地がある。

「俺は、この町から多くを学びたいです。また、こちらから提供できる技術もあると思います。ですからどうか、俺たちと同じ目線でいてください」

　キーラさんは俺の手を取って、ゆっくりと立ち上がる。

「申し訳ない……私はあなたを誤解していたようです……」

　キーラさんは言った。

「もし、ソラどのがお許しになるのであれば、ぜひこの町と協定を結んでいただきたい」

「最初から、そのつもりで来ました。でも、すみませんでした」

　そう、キーラさんを怖がらせてしまった原因は、こちらにある。

「つい自動車でスピードを出しすぎてしまって……そちらの使者が到着するのを待つべきでしたし、アポイントメントを取るべきでした。失礼しました」

　正直なところ、新しい世界を旅することが楽しくて、つい、気が急せいてしまっていたのだ。俺はキーラさんに頭を下げた。

「とんでもない！　それに……あのジドウシャなのですが、魔法で動いているということでしたね？」

　キーラさんは怯えた表情から一変、頬を紅潮させ、目を輝かせている。

「どういう原理で動いているのか、もしよろしければご教授いただきたい。あんな魔法アイテムは、見たことがない」

「あれは《サンダー》で動いているんですよ。使っている魔法自体はシンプルなものなんです。せっかくですから、今から公館前に戻って、中をご覧になりますか？」

「ぜひぜひ！」

　それから公館前に戻るまで、魔法談義に花が咲いた。

「エル＝ポワレは、政治的に見ると非常に不安定な立地です。でも創始者がこの土地を選んだのは理由があります。それは、大気中の魔素の密度なんです」

　それを聞くと、エルダーリッチは手のひらの上で緑色の炎を燃やした。

「たしかに、ソラリオンの二十倍はある」

　キーラさんは、また目を丸くした。

「あの、いま詠唱は……」

「私には不向きなんだ。舌が回らなくてね」

　エルダーリッチは涼しげに答えたが、それがどれだけすごいことなのかは、キーラさんの表情を見ればわかる。俺も、呪文みたいなものは教わっていない。それがエルダーリッチのスタイルなのだろう。

「魔素検出を無詠唱で……いったいあなたは……」

「まあ、只者とは言うまいよ」

　そんな話をしているうちに、公館前にたどり着いた。多くの人が集まっていて、自動車をためつすがめつ眺めている。俺の姿を見ると彼らは逃げだそうとしたが、キーラさんがそれを制した。

「ソラどのが、このジドウシャという魔法アイテムについて解説をしてくださるそうです」

　すると、またわあっと人が戻ってくる。それどころか、いったい今までどこに隠れていたんだというぐらい、大勢の人たちが集まってきた。フードをかぶっているのを見ると、やはりみんな魔術師らしい。最近魔法を習い始めた俺が、魔術師にものを教えるというのは、正直言ってかなり緊張する。

「この自動車の動力には、モーターというものを使っています。これは《サンダー》で動くんです」

　俺はボンネットを開けて、モーターを空中で《分解》してみせた。

「この部分に《サンダー》を流すと……」

　俺はローターに微弱な《サンダー》を放った。ローターは、少しだけ回転する。

「なるほど！」

　と、ひとりの老魔術師が叫んだ。

「《サンダー》の発生に伴う磁力を利用しとるわけじゃな！　やはりわしの研究は間違いではなかった！　予算が増えるぞ！」

　老魔術師は、人混みをかき分けて俺に近づいてくる。

「しかしこの構造じゃと《サンダー》を流すだけで、回転を続けることはできないわけじゃな。ソラどのはそこをどうやって……」

「ソラどの、この三つの水晶については……」

「素人質問で恐縮なのですが……」

　自動車に使ったあらゆる技術について、あらゆる人からどんどん質問が飛んでくる。そのすべてに答えているうちに、すっかり日が傾いてしまった。

「さあみんな、ソラどのはお疲れです。今日はこのあたりで！」

　キーラさんの言葉で、みんなは名残惜しそうに帰っていった。

　俺はすっかり感心してしまった。

「皆さん、勉強熱心ですね」

「みんなやはり、魔法が好きですから」

　キーラさんの言葉は、どこか誇らしげだ。




　そうして俺たちは、公館の中を案内された。広いホールには、たくさんのガラスケースが並んでいる。

「これらは、かの大魔術師、ヴァージニア・エル＝ポワレのゆかりの品々です」

　キーラさんはうれしそうに解説を始めた。

「この羽根ペンは、ヴァージニア・エル＝ポワレが魔道書を書く際に使用したものだといわれている、貴重な品です」

「……それは手紙用だよ」

　ボソッとつぶやいたエルダーリッチは、複雑そうな苦笑いを浮かべている。

「こちらは彼女が用いていたランプです。どういう原理かはいまだ不明ですが、今でも明かりを灯し続けています。この輝きは、永久に続くでしょう」

「……あと二四七年と三か月で消える」

「それとそれと、これはですね！　おっとそっちのガラスケースには触れないでください。なにせもうボロボロなので、振動を与えるとよくありません」

　そのケースの中には、毛玉の塊のようなものが入っていた。

「これは彼女が毎晩抱いて寝ていたというクマのぬいぐるみです」

「エリック……！」

　ガラスケースに駆け寄ったエルダーリッチは、はっと気づいたように俺たちを見た。顔が耳まで真っ赤になる。

「こちらはですね、彼女が使用していた歯ブラシです。付着物を分析することで、当時の食生活をうかがい知ることができます。研究によると彼女は砂糖菓子と紅茶を好み……」

　ここまでくると、もはや歴史を超えたストーカーだ。

「そしてこれがですね、彼女が用いていたとされる下着です。こちらはかなり保存状態がいいですね」

　異様に布面積が少ないそれは、何百年の月日を経てなお、紫色に輝いていた。これはかなりきわどいデザイン――。

「ソラ……」

　エルダーリッチが耳もとで囁いた。

「なんでもいいから、必ずこれは取り戻してくれ……！」

　握ったこぶしがプルプル震えている。さすがの師匠も、自分のパンツが宝として展示されているのは、どうにも耐えられないらしい。




　翌日、俺たちは公館の三階にある、会議室に集まっていた。大きな輪になった机を挟んで、キーラさんと向かい合った。

「いつもの優しいソラじゃダメよ」

　リュカが、俺に念を押す。

「群れの王として、可能な限りの条件を引き出すの。仲間のためよ」

「ああ、わかっているさ」

　そこで議長が宣言する。

「これより、ソラリオン―エル＝ポワレ間における都市協定について会談を行います」

　一同が深く頭を下げて、座に着いた。

　キーラさんと秘書がなにかを話し合っていて、やがて一枚の羊皮紙が空中を飛び、俺の手もとに広げられた。俺は長々と書かれたその書類に目を通す。

　おおむね、昨日話した通りの内容だ。相互不可侵の基本的な取り決めに加え、技術分野での提携と、ポワレ街道の整備など民間交流の支援に向けた要綱が並んでいる。

　ざっと見る限り、ソラリオンと対等かつ友好的な関係を築きたいという好意的な内容だ。少なくとも、エル＝ポワレにこちらを出し抜こうなどという二ふた心ごころは、ないように思う。じつに誠実で、よくまとまっている。

　しかし。

「……足りないな」

　俺が人さし指を立て、キーラさんに目を向けると、彼女は浅くうなずいた。

「こちらとしては、可能な限りの条件を提示しました。その上でご提案がおありと？」

　和やかにまとまりかけた空気が、やおら波立つ。しかしここは、領主として、威厳を持って要求しなければ。リュカも言っていた、仲間のためだ。

「拝受したい品が一点」

　会議室中の視線が、俺に集まった。

「大魔術師ヴァージニア・エル＝ポワレの遺物をいただきたい」

「譲渡可能なものはございます。たとえば帽子などは……」

　静まり返った会議室で、俺は言うべきことを言った。

「先日拝見した、紫色の下着……」

　俺はひと息吸うと、改めて真剣な目をキーラさんに向ける。




「パンツを所望します」




　場がざわついた。当然だろう。なにせ町の宝なのだから。キーラさんは、焦りを隠しているように見えた。

「ほかのもので代えはききませんか？　あの下着は、彼女の遺物の中で、最高の保存状態を保っています。歴史的遺物として、非常に貴重な……」

「だからこそ、いただきたい」

　考え抜いた末、という様子で、キーラさんは言葉を絞り出す。

「……歯ブラシでは？」

「話になりません」

　ここは譲れないところだ。

「しかし、それでは一方的な……」

「俺も、エル＝ポワレとの協定をフイにしたいわけじゃありません。しかし」

　けして、恥ずかしくない王であれ。俺はそう自分に言い聞かせる。

「平和はパンツを欲しています」

「平和が……パンツを……！」

　俺の毅然とした要求に、キーラさんは言葉を詰まらせる。だがそこは俺と同じく都市を率いる代表だ。彼女もまた、仲間のため、町の宝をおいそれと手放したりはしない。

　このあたりで、助け船を出す。

「こちらからの返礼品として、自動車をお譲りしましょう」

　再び、会場がざわめく。もちろんこれは、ただ単にモノを譲り渡すという話ではない。自動車そのものはまた造ればいいが、重要なのは技術の方だ。自動車技術は間違いなく、今こちらが切れる最高のカードだろう。昨日繰り広げたテレビ通販番組ばりのデモンストレーションが、よく効いている。

「あのジドウシャを……！」

　キーラさんが眉間をつまんだ。

「こちらとしては、そのお話は想定外でした。しばしお時間を」

　キーラさんを囲んで、エル＝ポワレ側の会議が始まった。音声は魔法で遮られているらしく、なにが話されているのかはわからない。大きな身ぶりと共に、口角泡を飛ばしているのは、昨日見かけた《サンダー》に関わる磁力の研究者だ。

　彼は喉から手が出るほど、モーターの技術を欲しがっていた。彼の意見が通ればいけるか――。

　やがて魔法が解かれ、再びざわめきがこちらにも響いてきた。

「こちらの意見がまとまりました」

　口の中が乾く。しかし、緊張を悟られてはならない。

　キーラさんは、重くうなずいた。

「我々エル＝ポワレは、貴方きほうソラリオンの意向を受け入れ、ヴァージニア・エル＝ポワレの下着――パンツ、これを譲渡する代わりに、こちらはジドウシャを拝受することに同意いたします」

　俺の手もとにある羊皮紙に、絵が浮かび上がった。俺の自動車と、エルダーリッチのパンツだ。

「話は、まとまったようですね」

「しばし、お待ちを」

　やがて従者の男が持ってきたのは、金属製の重々しい箱だった。

「中身の確認を」

　従者はうなずいて、金属の蓋を開けた。中にはガラスが張ってある。その奥には、紛うことなきエルダーリッチのパンツ、に見えた。

　しかし念には念を。




《融解》




　俺は錬金術で、ガラスに小さな穴を開けた。

「フェリス、頼む」

　俺たちの中で、一番鼻がきくのはフェリスだ。彼女はこくりとうなずいて、ガラスの小さな穴から、においを嗅いだ。

「……エルダーリッチのじゃない。それに洗濯糊のにおいがする」

「新品ってことか」

　俺はキーラさんに目を向けた。

「してやられたらしいですね、俺たちは」

　キーラさんは、目を丸くした。

「いったい、どういうことですか」

「聞きたいのはこちらです……これはニセモノだ」

「そんな馬鹿な！」

　自分の席を立って、キーラさんはこちらに駆け寄った。

「そんなはずはありません！　鑑定士を呼んでください！」

　やがて呼ばれたパンツ鑑定士は、白手袋をはめ、拡大鏡で下着をつぶさに検分した。そして、こちらを向いて、うなずいた。

「ソラどののおっしゃる通り、これはニセモノですな」

「なんてこと！」

　キーラさんは、思わずよろけそうになり――しかしそこで、ぐっと足を踏ん張った。

「さっきの男が……！」

「裏切られたのはお互いさまらしいですね。フェリス、においを追えるか？」

　おそらく本物はガラスケースからどこかへ移されている。その際に、わずかなにおいが漏れた可能性は否めない。

「やってみよう」

　フェリスは目を閉じて、鼻をくんくん鳴らした。そして目を開く。

「追跡可能だ、ソラ」

　それだけ言って走り始めたフェリスを、俺はうしろから追いかける。

　公館を出て、カラのガラスケースを横切り、外に出たときには、さっきの従者の男が、俺の自動車のモーターを回しているところだった――間に合わない、いや。




【疾しっ風ぷう迅じん雷らい】




　俺はフウカから授かったスキルを使って、全身に雷をまとった。レールガンのように打ち出された俺の視線の先には、走り始めようとする自動車があった。




《分解》




　俺はバラバラに崩壊する自動車へと疾走する。ボンネットが開き、雷水晶が《サンダー》を漏らして火花を散らす。崩れ落ちようとする助手席のドアをはねのけて、俺は座席に置かれた金属の箱を奪い取り――男を飛び越えて、運転席のドアを蹴り、一〇メートルほど宙を飛んで、着地した。

　振り返ると、運転席からのそのそと男が逃げようとしている。

　フェリスが地面を踏みつけると、氷が地面を這うように走り、男の足を凍りつかせた。

「ひいっ、ひいっ！」

「なぜこんなことをした」

　俺が尋ねると、男は泣きながら叫んだ。

「そ、それは我ら魔術師の、エル＝ポワレの宝なんだ！　錬金術師なんぞに渡してたまるものか！」

　やはり一部においては、錬金術への偏見は根強いのかもしれない。

　遅れて、キーラさんや仲間たちも現場に現れた。

「魔術師の恥さらしめ……連れていきなさい！」

　魔法で生み出された光の輪を腕にはめられ、男は警備に連行された。

「申し訳ない、ソラどの。まさかこんな裏切り者が現れるとは」

「それだけ、貴重な宝ということなんでしょう」

　ケースを開けると、紫色の下着が暮れゆく日を受けて輝いていた。

「パンツには、人の心を狂わせる魔力があるのかもしれませんね……」

　俺の言葉を聞いて、エルダーリッチはこぶしを固めて震えていた。

　それを見て、俺はうなずく。彼女の正義は、俺にもわかる。

　キーラさんは、バラバラになった自動車を見て、顔を曇らせた。

「謝罪の言葉も見つかりません。せっかくのジドウシャが……」

「それならご安心を」




《構築》




　自動車は輝きと共に、たちまちもとの姿を取り戻した。

「めでたしめでたし、ってところですね」

　それからフェリスの嗅覚と、パンツ鑑定士によって、この下着は本物だということが証明された。




　後日、友好都市宣言式の際、エルダーリッチの下着は、めでたくソラリオンへと譲渡された。盛大な拍手が鳴り響く中、俺は紫色の下着を改めて手にした。

　ソラリオンからは自動車、そしておまけでミュウの石像が送られた。石像は予想以上に喜ばれたらしく、エル＝ポワレでもミラクルスライムまんじゅうを作りたいと、菓子職人から相談があった。まんじゅうも、ソラリオンからのお土産だ。なにも魔法アイテムだけを持ち込んだわけではない。

　エル＝ポワレは〝研究〟というものが根づいている町だから、これからもいろんな文化を貪欲に、柔軟に吸収していくのだろう。協定を結んでよかったと心から思い、俺はエルダーリッチの下着が入ったケースを抱きしめた。




　ちなみにエルダーリッチは、それから三日ほど口をきいてくれなかった。










第三章　エル＝ポワレ探訪




　友好都市宣言式を終えた俺たちは、しばらくエル＝ポワレの公館に泊まり込むことになった。魔術師の町エル＝ポワレと円満な協定を結ぶという当初の目的は果たしたわけだが。俺の目的は、もうひとつある。

　もっと、この世界のことを知りたい。

　冒険欲、とでもいうのだろうか。こちらの世界にやって来てすぐ、悪魔の森に追放されたこともあり、俺はこの世界をまるで知らない。必要に迫られて王都を訪れたりもしたが、自分自身の冒険心に突き動かされて足を運んだのは、このエル＝ポワレが初めてだ。

　そこで俺は、朝食の席でみんなに提案してみた。

「今日はこの町を見て回ろうと思うんだけど」

「またデートか」

　一度俺に向けられた仲間たちの視線が、すぐさまフェリスへと向けられる。フェリスとは以前、デートと称して、ソラリオンのショッピングモールを訪れたことがある。どうやらフェリスは、一緒にお出かけすること全般を、デートと認識しているらしい。

「いや、今回は……」

　訂正しようとした俺の発言を、リュカが遮る。

「フェリス、でえとってなによ？」

「繁殖の下準備だ」

　さわやかな朝の食卓が凍りついた。赤面し絶句する者、興味を隠そうともしない者、我関せずとパンにかじりつく者。みんな様相は違えども、耳だけはしっかりとフェリスの声に釘付けであった。

「は、はは、繁殖……？」

「そうだ。私はデートに詳しい」

　広義に言ってしまえば、あながち間違ってもいないのだろうけれども。しかしもともと言葉数の少ないフェリスだ。他者とのコミュニケーションを重視しないことも相まって、直球すぎる気がしなくもない。ここは補足しておこう。

「いやその、なんて言うのかな。デートっていうのは、仲よくお出かけをして親睦を深めるためのもので……」

「親睦を深めて繁殖するの？」

　錆びたからくり人形のように、首をギギギと動かしながら、リュカが尋ねる。

「そういう場合もあるけど、そうじゃない場合もあるっていうか……」

　俺も言い出しておいてなんだが、うまく説明できる気がしない。考えてみれば、俺はデートのなんたるかを本質的に語れるほどのデート猛者ではない。恋愛有段者からしてみれば白帯もいいところだ。そもそも今回は、好奇心からくる純粋な散策がしたいのであって、デートをするつもりはないのだが。場は完全に『デートとはなんぞや』を語る空気に支配されている。

　しかしこと知的好奇心に関しては他の追随を許さないフウカは、意外にも目を輝かせるのではなく、難しそうな顔で考え込んでいた。

「でえとなる活動については大変興味深いですわ。少なくとも悪魔の森に住まう方々で、そのような習性をお持ちの方はいらっしゃいませんでしたから。人間特有の求愛行動のようなものなのでしょうか。ぜひとも詳しく根掘り葉掘りお伺いしたいところなのですが……」

　フウカはフェリスに向かって問いかける。

「わたくしもうひとつ気になることがございますの。フェリスさん、先ほど『また』とおっしゃいました？」

「言った」

「ということは、以前にもでえとの経験がおありと？」

「このあいだ、ソラとデートした」

　凍てつく空気から一変、今度は火災現場のような熱波を感じる。

　出どころは言わずもがな、リュカだ。

「そ、そそそ、ソラ？　ふぇ、ふぇり、フェリスと、はははは繁殖を？」

　震えながら話しているせいか、リュカの言葉がＤＪのスクラッチみたいになっている。けしてフロアを沸かせようとしているわけでないことだけは確かだ。穏やかな朝食の場をぶちアゲる理由などない。

「あらあら～」

「ソラ……やることやってる……」

　ホエルとサレンの外野組はこれといって焦るような様子もなく、サラダをつつきながらニマニマしている。エルダーリッチにいたっては、関係ないとばかりに紅茶の香りを愉たのしんでいるように見えた。いや違う、目をつぶっているのは、耳でこちらの話を拾うのに集中しているからだ。

「フェリス、コドモ、イツウマレル？」

「再来月ぐらいには」

「いや生まれるわけないだろ。いいかいミュウ。デートしたぐらいじゃ子供はできないんだよ」

「ジャア、ドウシタラ、コドモウマレル？」

「うん、そうだね。この話やめよっか」

　俺は大急ぎで残ったパンを口に放り込むと、逃げ出すように食堂を後にした。少なくとも、子供のつくり方は、朝から大勢で交わすような話題ではないし。なによりこのまま話を広げると、本題から逸れるどころか、俺の男としての立場がどんどん悪くなるような気がしてならない。これ以上あらぬ誤解を生まないためにも、エル＝ポワレの街の探索はひとりで行った方がよさそうだ。




　俺は自分にあてがわれた迎賓室で支度を整えると、裏口からこっそりと公館を抜け出した。しかし。

「ソラ、私も同伴するわ！」

「意外と早かったな」

　裏口を出たところで、リュカとフェリスに出くわした。

「ふたりとも、なんでここに？」

「ソラのことなら、においでわかる」

　フェリスはそう言うと、自分の小さな鼻をつんとつついてみせた。

「リュカは私についてきただけだ」

「あたり前でしょ。よその群れのテリトリーで繁殖行動なんてさせられないわ！」

「ソラリオンでなら構わないということか」

「うっ、そういうわけじゃないけど。ソラには統治者として、群れを計画的に管理する義務があるの！」

　いやそもそもデートに行くつもりもなければ、繁殖するつもりもないんだけど。しかし捕まってしまっては仕方ない。

「あー、うん。じゃあふたりも一緒に町を見て回ろうか。どのみち、みんなにも外の世界のことはいろいろ知ってもらいたかったからさ」

　これは俺の、紛れもない本心だ。特にここにいるリュカやフェリスをはじめとした悪魔の森勢には、人間社会の一般常識についても知っておいてもらった方がいい。人と魔物の共存を実現する上でも大事なことだと、つい先ほど実感した。

「どうしてソラと私のデートにリュカがついてくるんだ」

「見分を広めつつ、親睦を深めるためよ！　それに縄張りの外では護衛も必要でしょ」

「私たちよりも強いソラに護衛は不要だ」

　ふたりはまだこの散策のことを、デートだと思っているようだ。念のため否定しておいた方がよさそうな気がする。

「ふたりとも落ち着いて聞いてほしい。今回はデートじゃないんだ」

「次の段階へ進むということは、いよいよというわけか」

「えっ、ちょっ、聞いてないわよ。そんないきなり、心の準備が……！」

「いや、デートだ。うん、もうデートってことにしておこう。その方がいい」

　というわけでエル＝ポワレを散策しながら、ふたりとデートすることになった。




　俺たちがまず向かったのは、先日キーラさんに案内してもらった魔法学校だった。守衛さんに話したところ、ぜひ見学していってくださいと敷地内へ案内された。それなりに古い歴史があるらしく、様々な様式の建造物が立ち並んでいるのが目につく。長い時間をかけて、少しずつ増築していったのだろう。

「錬金術師のソラ様と、お連れの方ですわね」

　俺たちを出迎えてくれたのは、恰幅のいい白髪の女性だった。やはり魔術師らしくローブをまとっているが、よく見るとほかでは見かけなかった細かい刺繍がほどこされている。

「あたくし、このエル＝ポワレ魔法学校の第八十八代校長を務めさせていただいております、マリーベル・リーンホックと申しますの。生徒からは親しみを込めてマリリン校長と呼ばれておりますので、皆さんにもそう呼んでいただけるとうれしいですわ」

　威厳に満ちた風体とは裏腹に、茶目っ気のある人だ。親しみやすいお婆ちゃんといった印象で、生徒たちに慕われているというのもうなずける。

「はじめまして、如月空です。魔法は、まだ習い始めて半年ほどなんですが、今日はよろしくお願いします。こっちのふたりはリュカとフェリスです」

「リュカです。よろしくお願いします、マリリン校長」

「ん」

　行儀正しくお辞儀をするリュカと、不愛想なフェリス。対照的なふたりを見て、マリリン校長はにっこりとほほ笑んだ。

「よろしくお願いしますわね。さっそくですが、ちょうど校庭で実習をしているところですの。よろしければご覧になられてはいかがかしら」

「いいんですか？　ではお言葉に甘えて見学させていただきます」

　実演という意味では、ソラリオンに来た使者が見せてくれたものの。魔法そのものもさることながら、それをどのように教授しているのかという点には、とても興味をそそられる。どうにも俺の魔法や錬金術は、実演したところで参考にはならないらしく。教え方はまさしく俺自身の課題だ。







　校庭では三十人ほどの生徒たちが、遠く離れた的に向かって、一心不乱に火の玉を放っていた。みんなもごもごとなんらかの呪文を唱えた後、決められた動作で腕を振るい、器用に的を射貫いている。

「これは、《ファイア》ですか？」

「ええ、正確には《ファイアボール》ですの。《ファイア》で構成した炎を定められた方向に射出するため、二重の詠唱を要する中等級の攻撃魔法ですのよ。ご覧になったのは初めてかしら？」

「なるほど、起こる現象のひとつひとつを分離させて、それぞれを魔法で制御しているんですね。そう考えると、単純そうに見えて、たしかに難しい」

　銃で例えるなら、狙いを絞る動作と、火薬を爆発させる動作は、それぞれ別のアクションだ。それらを連鎖的に発生させている、ということなのだろう。

「その通りですわ。魔法は複雑化すればするほど、集中力やＭＰの消耗が激しくなりますの。そのあたりはどうしても本人の素質によるところが大きいものですから、こうして精度を上げることで、発動回数を抑える訓練を行っておりますのよ」

　なるほど、ＭＰは盲点だった。俺はこっそりと自分のステータスを確認してみる。




【ＭＰ】２４００００




　うん、盲点になるはずだ。以前悪魔の森でＭＰ切れの恐怖を味わったことがあるが、撃てる回数に限度があると考えれば、訓練で命中精度を上げるのは合理的だ。それだけ撃つ回数を減らせるのだから。俺も消費の激しい魔法やスキルを使うときは、心がけた方がいいだろう。そしてやはりというべきか、生徒たちも《ファイアボール》を何発か撃つうちにへばってきているようだった。

　そんな中、ひとりだけバカスカ撃ちまくっている生徒がいる。

「おいおい、どうしたよザコども。才能ねえやつらはみじめだなァ、ええ？」

　中学生ぐらいの少年が両手を振るうと、ふたつの火球が同時に放たれ、正確に的を射貫いた。うーん、たしかにイキり散らすだけのことはある。

「マリリン校長、彼は？」

「あの子ですの？　彼はこのクラスでも飛び抜けて素質のある生徒ですのよ。その、少し素行に難があるのが玉たまに瑕きずなのですが。なまじ優秀なだけにお恥ずかしい話、先生方も厳しいことは言えませんの……」

「ああん、なにガンくれてんだテメェ！」

　しまった、目が合った。少年がずかずかとこちらに歩み寄ってくる。

「お前知ってるぞ、『東の村』の錬金術師だろ。女連れで見物かよ、いい身分だなあおい」

「ハンスさん、こちらはソラリオンのソラ様です。大切なお客人ですのよ」

「はっ、どれだけ偉いか知らねえが、オレサマより才能のねえやつと仲よくつるむつもりはねえ。特に薄汚れた錬金術師なんかとはなあ」

　ずいぶんと錬金術師を嫌っているようだ。マリリン校長がたしなめるも、まるで聞く耳を持つ様子がない。正直、俺も初対面から悪意を向けてくるタイプは苦手だ。

「申し訳ございませんわ、ソラ様。後ほど厳しく指導するよう、先生方にもお伝えしておきますので」

「いえいえ、お構いなく。気にしていませんよ」

　なにせこちらは一国の王からさんざんな目に合わされてきたのだ。いまさら子供に煽られたぐらいで立てる腹はない――とも言いきれないのが、俺の器の小ささなのかもしれない。いや、どんな背景を背負っていようが立つ腹は立つ。しかしエル＝ポワレとは協定を結んだばかりだ。俺の立場からして、小さな諍いさかいから事を荒立てるのもはばかられる。

「ですからマリリン先生、ここは穏便に……」

「おいこら、無視してんじゃねえよ。ヘタレのザコ錬金術師がよお」




　――ベキャッ




　鈍い打撃音。顔面に重い一発を食らった少年が一〇メートルほど吹っ飛んだ。

「言うほど、強くはなかった」

　隣を見るとフェリスのこぶしから、白い冷気が立ち昇っていた。そうだ、俺のことになると、なによりもまず手が出るフェリスの存在を忘れていた。かつてグルーエルに放った平手よりも、だいぶ腰が入っているように思える。

「フェリス？」

「すまないソラ。別の方法を取るべきだと思ったが、ほかになにも思いつかなかった」

「仕方ないわ。弱肉強食の世界では、自分の立ち位置を確かめることも必要だもの。噛みつかれたら、ちゃんと噛みつき返してやらないと、相手のためにならないわ」

　フェリスの行動に、リュカも賛同する。リュカも彼の言動には思うところがあったのか、こぶしには陽炎かげろうが揺らめいていた。まあたしかに、誰彼構わずケンカをふっかけるのは、自然の摂理からいっても懸命とはいえない。このエル＝ポワレ魔法学校に、悪魔の森のような食物連鎖のピラミッドが存在するかどうかは別として。

「おぎゃあああ！　目が、目が開かねえーっ！」

　ぶん殴られた彼はというと、鼻から上がカチンコチンに凍りついていた。冷たさのあまり痛みを感じないのか、自分の鼻が折れていることには気づいていないようだ。しかしあれで気を失わないとはたいしたものだ。マリリン校長やほかの生徒たちはおろおろしながら様子を見守っている。うーん、ここは俺が場を収めるしかさなそうだ。

「あー、その。君、大丈夫か」

「大丈夫じゃねえよクソがあ！」

「だろうな」

　エルダーリッチから、回復魔法も教わっておくべきだったかもしれない。そうこうしているうちに、少年は自分の顔に《ヒール》をかけて立ち上がった。折れた鼻はすっきりともと通りになっている。

「やってくれたな錬金術師ども！　このオレサマに舐めた態度をとりやがって。このままで帰すと思うなよ！」

　いや見学が終わったら帰るよ。とはいえ、このままにしておくと、ほかの生徒や先生たちに迷惑がかかりそうだ。

「べつに君のことを侮っていたわけじゃないよ。むしろ感心してたんだ。見ていた限りじゃあ、一発も的を外してなかったからね」

「その上から目線が舐めてるって言ってんだよ！　勝負だ！　オレサマと勝負しろ錬金術師！」

　少年は顔を真っ赤にしながら俺を指さす。痛い目に遭わされたフェリスとは極力目を合わせないようにしているのが、なんだか少しかわいらしくさえ思える。

　ソラリオンに来た使者や、パンツを盗もうとした従者の男もそうだったが、魔術師には錬金術師に負けられないといった、こだわりや矜きょう持じのようなものがあるらしい。ならば相手の土俵で、相手が納得するかたちで付き合ってやれば、気が済むだろう。

「わかったわかった。けど暴力はナシだ。君の得意な方法でやろう。そうだな、的あてはどうかな？　俺もちょっとやってみたかったんだ、アレ」

「はっ、上等だぜ。錬金術師の分際で、学校一の魔術師であるオレサマに、よりにもよって魔法で勝負を挑んだことを後悔させてやる！」




　そんなわけで、なし崩し的に魔法射的で勝負をすることになった。ルールは簡単、遠くに並んでいる十体の的を、なるべく早く全部射貫いた方の勝ちだ。

「申し訳ありませんソラ様、私どもの教育が行き届かないばかりに、お手数をおかけして」

「いえむしろこんな騒ぎになってしまって、謝るべきはこちらですマリリン校長。それに、まずは場が収まってくれないと、見学を続けられませんから」

　とは言ったものの、正直なところ俺はワクワクしていた。リュカも言っていたが、自分の立ち位置を確かめることは大事だ。それは俺自身にも言えることだろう。随一の才能を誇り、しっかりと鍛錬を積んだ魔術師相手に、果たしてどこまでやれるか。

「ソラ、すまない。また私が手を出したばかりに」

「いいよ。おかげで俺もこうして、自分の実力を試す機会を得られたわけだから」

「やるからには、きっちり『教育』してあげるのも、上に立つ者の責務よ。勝ってねソラ」

「今回は仲間や命がかかってるわけでもないから、負けてもべつに構わないんだけど……。やれるだけのことはやってみるよ」

　もちろんやるからには、手加減するつもりはない。それに花を持たせてやる義理もない。腹が立ちもしたが、それはフェリスが晴らしてくれた。俺がやることは、この勝負から少しでも学びを得ることだ。まあ、相手はそう思ってはいないようだが。

「魔術師と錬金術師、どちらが上かはっきりさせてやるぜ！」

　少年の中ではいつの間にか、魔術師代表と錬金術師代表の果たし合いみたいになっているらしい。




　先攻は自称天才魔法少年だ。開始の合図と共に少年が詠唱を始めると、すぐさま三つの火球が空中に現れた。ふたつを放り投げているところは見ていたが、三つもいけるのか。

「いけ、オレサマの《ファイアボール》ども！」

　三つの火球はそれぞれ別の的に向かって飛んでいくと、それぞれの中心を正確に射貫いた。俺は思わず「おおー」と感嘆の声を漏らす。そのまま六つ、九つと的に命中させ、あっという間に的は残りひとつとなった。

「とどめだ、《ファイアボール》・二式！」

　放たれた火球は的とは見当違いの方向に飛んでいく。あきらかに外れた、ように見えた。しかしそう思った矢先、火球が空中でグンッと方向を変える。赤い弧を描きながら、火球は見事、最後の的に命中した。思わず拍手をしてしまう。

「すごいな、あんなことができるのか」

　ようやく、このエル＝ポワレが持つ魔法のポテンシャルがわかってきた。この政治的に不安定な立地、そして外の世界だからこそ生まれる発想。詰まるところ、エル＝ポワレの魔法には『相手』を意識し、研けん鑽さんされたものが多いのだ。外敵から町を守るため、攻撃魔法の効率や命中精度を上げるのはもちろん。たとえば使者が話していた《不可視化》なんかにしたってそうだ。大迷宮の研究室のような、孤独な状況下では生まれにくい発想だと思う。

「はあはあ……どうだ見たか！　さあお前の番だぜ錬金術師！」

　というわけで俺の番が回ってきたわけだが、なんかもう十分に得るものはあったように思える。やはりエル＝ポワレに来て正解だった。自分の中にない発想に気づき触れることが、こんなにも楽しいなんて。そうかなるほど、対人、あるいは対魔物。コミュニティの中だからこそ生まれうる技術だ。エルダーリッチに話せば、機嫌を損ねそうだが。いや、逆に喜ぶかもしれない。一刻も早くこの気づきを共有したい。

「ソラ様、あの、ちょっと大きすぎませんこと……？」

「え？　あっ、おわっ！」

　考え事をしながら魔力を練っていたせいか、俺の頭上には太陽と見紛うばかりの巨大な火球が出現していた。しまった、真剣勝負の最中だというのに。ついほかのことに気が散って練りすぎてしまった。

「おいおいおいおい、なんだよそりゃあ……！」

「ソラ、早く投げて！　爆発しちゃう！」

　ギャラリーが戦々恐々とする中、リュカが俺を急かす。いやそれはわかってるんだけど、これこのまま投げたら大変なことになるのでは。町ひとつ消滅しかねないんだけど。友好都市宣言出したばかりでそれはとてもまずい。

「先生方《シールド》を！」

　マリリン校長が生徒たちを守るように魔法の壁を展開する。ただそれで守りきれるかどうかは、ちょっと保証できない。とりあえずさっき見せてもらった火球ぐらいのサイズになるよう《分解》しよう。いや、分離といった方がいいのか。とにかく、




《分解》




《構築》




　大きな太陽は、無数の火球へと姿を変えた。いくつぐらいあるんだろう。ざっと見た感じだと五百……ぐらいだろうか。いやもっとあるかも。少なくとも一発一発は《ファイアボール》と大差ないように思う。俺は的に向かって慎重に、無数の火球を飛ばした。




　――ドガガガガガガガガガガ、ズバドドドドドドドドドドドドドドド!!




　あ、これダメなやつだ。直感的にそう思ったが、もう止まらない。火球の大群は居並ぶ十体の的を木っ端みじんに粉砕し、それでもなおとどまるところを知らず、大地をえぐり、大気を震わせ、校庭に無数のクレーターを幾重にも築いた。真っ平らな校庭には、もはやちょっとした谷ができてしまった。
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「あわ、あわわわわ……」

　卒倒しかけている少年を筆頭に、ギャラリーは総ドン引きである。

「すみません！　すぐに直しますね！」

　俺は地面に手をかざし、すぐさまスキルを発動する。【天衣無縫】で飛び散った土砂を集め、谷を平地にする要領でしていく。溶けてどろどろの溶岩になった土も、《分解》と《構築》でもとの状態に戻して……これでよしと。

「ご迷惑をおかけしました。なるべくもとの形になるようにしてみたんですけど……」

　いや、的ってあんなに禍まが々まがしかったっけか。もっとこうのっぺりとした藁人形みたいなやつだった気がするけど。記憶をもとに《構築》したはずなのに、なんだかトゲトゲしている。

「え、ええ、みんな無事ですわ……はい」

　マリリン校長は完全に腰を抜かしていた。ほかの生徒たちもほとんど放心状態だ。それはそうだろう、重大インシデントもいいところだ。運転のみならず、魔法でも脇見・不注意はしないよう、改めて心がけよう。

「しかしこれじゃあ、的にあたったかどうかもわからないな……この勝負は俺の負けってことでいいかな」

「いやいやいやいや！　勝負になってねえって！　あ、いや、なってませんよ！　オレサマ……じゃなくて、オレ……ボクの負けでいいです！　負けさせてください！」

　少年からは、ほとんど発狂したような声で、そんなことを言われてしまった。仕方ないから、ドローということにしておこう。なんだかんだで、お互いに禍根を残さないという意味では、一番いい落としどころに収まったのではなかろうか。




　その後、リュカとフェリスによる射的対決も行われた。スキルではなく、魔法を使ったエキシビションマッチといったところだ。問題はふたりが魔法を使いこなせるかという点だったが、そこはまったく心配するようなものではなかった。

「いくわよ、《ファイアボール》！　ああ、なんでこんなにあてにくいの？」

「下手くそ。《アイスエッジ》、はいあたった」

　のみ込みが早いのか、それとも素質があるのか。リュカは火球を放つ《ファイアボール》を、フェリスは氷の刃を飛ばす《アイスエッジ》を難なく習得した。これだけでも大きな収穫だが、今度一緒にエルダーリッチから魔法を教わるのもいいかもしれない。

　デート騒ぎで一時はどうなることかと思ったが、ふたりとも仲よくやってくれているようでなによりだ。

「もう一回よ、フェリス！　ソラを賭けてもうひと勝負よ！」

「強いメスから順に子を成すのが、自然の摂理だ。あきらめて順番を待て」

「私の方が先に【不断の契り】を交わしたのにぃ！」

「種をまく畑を選ぶのはソラだ」

「君たち、そのことはいったん忘れようか。ほかの人たちも見てるからね、ほら。ここ学びの庭だから。ほら周囲の皆さんも、どう扱ったらいいかわかんないって顔してるよ」

　ふたりには今後改めて、話をした方がよさそうだ。




　日も傾いてきたところで、俺は改めてマリリン校長にお礼を述べる。

「今日は本当にありがとうございました。こう言っては失礼かもしれませんが、期待よりもはるかに多くのことを学べてうれしく思います。それと、いろいろご迷惑をおかけして……その……」

「いえいえ、おっしゃらないでくださいませ。一日では学べることはそう多くはなかったかもしれませんけれど、もし興味を持っていただけましたら、いつでもご入学を歓迎いたしますわ。わが校は世界中の誰にでも、分け隔てなく門戸を開いておりますのよ」

　見学中にも説明を受けたが、誰にでも、というのは本当にすごいことだと思う。俺自身はエルダーリッチに師事しているので、今のところこの学校に腰を据えて学ぶつもりはないが、ソラリオンの住人たちに紹介してみるのはアリかもしれない。そのうち世界をひっくり返すような、優れた魔術師がソラリオンから誕生するかもしれない。その前に、ソラリオンに錬金術の学校をつくってみたいという気持ちもあったりする。だが少し気になることがある。

「しかしマリリン校長。それでは、技術の流出になりませんか？」

　誰でも歓迎するということは、そこに悪意を持った者が紛れ込む可能性もあるということだ。たとえば、

「かつての王国宮廷魔術師グルーエルのように、ですかしら」

　マリリン校長の口からその名前が出た。こちらの考えは見透かされていたようだ。聞くところによると、彼はこのエル＝ポワレの、それもこの魔法学校出身だという。その後は王国の軍事力をバックに、この町を脅おびやかしていたのもまた事実だ。いつまた、グルーエルのような野心家が生まれるとも限らない。

「ほほほ、それはご心配には及びませんわ」

　マリリン校長は、柔和な笑みを浮かべて答えた。

「よくも悪くも、魔法は技術にすぎませんのよ。悪用を考える方もいれば、それを用いて世界をよりよい方向に導いてくださる方も大勢いらっしゃいますわ。舌を火傷するからといってスープをなくしてしまったら、食卓が寂しくなってしまうでしょう」

「たしかに、そうかもしれません」

「それに、ワクワクしますでしょう。今日はどんなスープが出てくるんだろうって」

　恥ずかしい話、俺はエル＝ポワレという町に対して、どこか排他的な印象を持っていた。プライドの高い魔術師が最先端技術を鼻にかけている。そんな勝手なイメージを、俺が抱いていたことは否定のしようもない。

　しかし、俺が想像していたよりもずっと、『魔術師の町』の懐は深かったようだ。彼ら魔術師たちは、なによりも魔法を、その技術の発展を、心から楽しんでいる。モノは違えども、ソラリオンで、街の発展を楽しむ俺たちと同じだ。きっと、ソラリオンとエル＝ポワレの関係は、今後もっと深いものになっていくだろう。

　俺はそう確信し、最後にもう一度お礼を述べて、エル＝ポワレ魔法学校を後にした。




　エル＝ポワレで出される食事は簡素だったけれど、お菓子とお茶に関しては非常に充実していた。エルダーリッチのティータイム好きが反映されているのかもしれない。

「今日は、大図書館に行ってみないか？」

　パンツの一件以来、丸三日ぶりに口をきいてくれたエルダーリッチの提案だ。この町で得られる知識や発見には目を見張るものがある。昨日のこともあり、正直かなり魅力的な提案だった。大図書館はエル＝ポワレの知恵の中枢。本来なら町の住人以外は出入りを許されない。しかし《門》でエルダーリッチの書庫に戻り、彼女が書いた適当な一冊を寄付すると、司書さんたちに喜んで迎えられた。

　といっても、その長である司書長さんは、あまりいい顔をしていなかったけれど。

　その本と一緒に、あの宮廷魔術師グルーエルが持っていた『紫の書』も持っていった。

　もとはこの大図書館の奥底に封印されていた禁書だったのだが、王国の軍事力を背景に、グルーエルが強引に奪い取ったものらしかった。

「返却期限はとっくに過ぎてますよ」

　キーラさんの三倍くらい神経質そうな司書長さんは『紫の書』を手に取って、フンと鼻を鳴らした。

「しかし、よくこれだけ集めたものだ」

　エルダーリッチの視線を追って、俺たちは大図書館の中を眺めた。

　大きさはソラリオンの百貨店の五倍くらいだろうか。目もくらむような、高い吹き抜けになっていて、壁一面の本棚が、その天井までずっと続いている。利用者はそれなりにいるのだけれど、大図書館のあまりの広さに、どこか閑散とした印象を受ける。

　窓がないのは、本を保護するためだろう。照明はシャンデリアで、読書に最適な明かりが保たれていた。

　手の届かないようなところに置かれた本は飾りなのか、というとそうではない。利用者は踏み台に乗り、設置されたレールに沿って高い所まで自由に移動していた。ずらりと並ぶ読書机では、老若男女が読書や勉強に励んでいる。机の上には注意書き。

『筆記には《七日インク》を用いること』

　司書さんに聞いてみると、これは七日経つと文字が消えるインクのことらしい。本の汚損を防ぐために置かれているそうだ。

「七日で消えるということは、二回書き写さないと保存できないんですか？」

「いえ、後からノートに《定着魔法》をかければ、長期保存できますよ」

　とのことらしい。じつに便利にできている。

　俺が司書さんといろいろとやり取りしている間、仲間たちは思い思いのやり方で大図書館を満喫していた。

　といっても、本にあまり興味がないフェリスは、少し退屈そうだったけれど。

「どこに行っても文字ばかりだ、つまらない」

　と言いつつも、本棚から一冊抜き取っては、パラパラと読んで戻すのを繰り返していた。まったく関心がない、というわけではないらしい。

　それに引き換え、リュカはさっそく三冊ほど本を持ってきて、読書机に広げていた。

「なにを読んでるんだ？」

「……これは参考になるわ」




『剣神アランの剣術指南（上）』

『勝利の掟（Ｉ）』

『エル＝ポワレ法律全書』




　剣術の本に、組織を治めるための自己啓発、あとは法律か。いかにもリュカらしいチョイスだ。もうひとり真面目に本を読んでいるのはフウカなのだが――。

「なるほど！　ユニコーンの交尾は必ずしも同種同士で行なわれるわけではありませんのね！　非常に興味深いですわ！　ふむふむ！　ユニコーンは人間の処女に……！」

「図書館内では静粛に」

　さっそく司書長さんに注意されている。フウカは、知的好奇心は誰よりも旺盛なのだが、黙っていることは誰よりも苦手だ。

「失礼しましたわ！　そうですわね！　皆さま集中して本を読まれていますものね！」

　司書長さんは、頬をヒクヒクと引きつらせていた。

「すみません、ちゃんと言い聞かせますので」

　俺はフウカに耳打ちした。

「謝るときも静かに、あと〝わかりましたわお兄様〟も静かにな」

「わかりま……！　したわ、お兄様」

　ちょっと危ういけれど、これで少しの間は静かにしてくれるだろう。




　もちろん、声を出していい場所もある。絵本の読み聞かせコーナーだ。ふかふかの黄色い絨毯が敷かれていて、本を開いたホエルの前で、サレンとミュウが目を輝かせていた。

「大魔術師ポワレは、手のひらを空に向けました。すると地震が起きて、大風が吹きました。それが収まると、そこには大きな壁ができて、悪魔の森を囲んでいました。大魔術師ポワレはこうして、恐ろしい魔物たちを封じ込めたのです」

「恐ろしい魔物って、どんなの……？」

　サレンの質問に、ホエルは笑顔で答えた。

「わたしだよ～」

「ホエル、コワイ？」

「怖くないよ～」

　ほかの絵本もおもしろそうだったので、俺も一緒にホエルの朗読を聴いた。

　大魔術師ポワレは、仲間の勇者たちと魔物を倒す旅をしていた。大魔術師ポワレが悪魔の森で〝原初の五柱〟を封じると、役目を終えた彼らは各地に散り――。

「マオウノ、エホン、アッタ！　ヨンデ！」

　ミュウが持ってきた絵本の、おどろおどろしい表紙を見て、サレンは露骨にイヤな顔をしていた。

「ソラ～」

　ホエルは俺を見て微笑む。

「ここにある絵本の子たちはね～、み～んな今は、ソラの仲間だね～」

「……そうだな」

　そんな話をしていると、コーナーの外からエルダーリッチに声をかけられた。彼女も、ホエルの朗読を聴いていたのだ。

「ソラ。少し、歩かないかね？」

　その声が少し寂しげに聞こえたのは、先ほどの絵本のせいだろうか。エルダーリッチは、歴史の書棚の、深く、深くに、進んでいく。彼女にいざなわれて、一緒に踏み台に乗る。踏み台はシャンデリアを横切って、天井近くまで昇っていった。

　踏み台が止まる。小さな囁きも、ここでは聞こえない。彼女は書棚から一冊の古い、分厚い本を取り出した。




『英雄は去りぬ』




　そしてその場で、ゆっくりと本を開く。







[image: ]







　彼女がページをめくるうちに、挿絵が現れた。剣を構える者や、斧を振るう者。幾人かの英雄に交じって、手から雷を放つ鋭い目の女が描かれている。

「……これが私だというんだから」

　薄く微笑むエルダーリッチを見て、俺は先ほどホエルが読んでいた絵本を思い出した。

「仲間がいたんだな」

「少し、違うかもしれない」

　エルダーリッチは、ページをめくりながら、続ける。

「皆、世界を救わなければならないと考えていた。そして力を持つ者が集まった。それだけのことなのかもしれないな」

　そうして彼女は、囁くような声で朗読を始めた。





　炎が町を焼き

　灰は凍りつき

　雷が人を撃ち

　影はすべてを押しつぶした




　人に安住の地なく

　飢えが空を満たし

　痩せ細った腕が

　勇者にすがる




　其そは剣神アラン

　其は勇壮拳ガーティー

　其は奇跡の手ロマネ

　其は大魔術師ヴァージニア




　剣神アラン、その刃は風の如ごとし

　百万里の奈落から

　太陽さえも切り裂いた




　勇壮拳ガーティー、そのこぶしは流星の如し

　魔物のはびこる七つの山は

　割られてひとつの谷となった




　奇跡の手ロマネ、その肌は光の如し

　唱う調べに傷は閉じ

　死者さえもが微睡まどろんだ




　大魔術師ヴァージニア、その指は御使いの如し

　ひと振りで天の怒りをいざない

　槌となって災いを追いやった




　五柱の災い肉を得て顕現せり

　其は火を食はむ裁定者

　其はさまよえる氷剣

　其は不死の雷らい霆てい

　其は生ける大陸

　其は神酒の一滴




　剣神アランは火を断ち切り

　氷を砕いた

　勇壮拳ガーティーは雷をものともせず

　大陸を落とした




　癒やしの手ロマネのもとに人は立ち上がり

　再び大地に生きた




　大魔術師ヴァージニアの創りし迷宮が

　災いを永久に封じた




　其は悪魔の森

　触れることならず

　触れることあたわず




　大魔術師ヴァージニア・エル＝ポワレ

　彼かの地に眠る






「結局、眠ることはなかったのだがね……」

　彼女は、むかしのパーティーについて、いろんなことを話してくれた。

「アランは剣の腕が立つやつだった。当時では、大陸一と言ってよかっただろう。それがけっこうないたずら者でね。よく《サンダー》でお仕置きしてやったものだ」

　懐かしそうに語りながら、ページをめくる。

「ガーティーは、力自慢の大男だ。でも、誰よりも優しかった。花が好きだったけれど、摘むのは嫌がった」

　過ぎゆくページが、厚みを増していく。

「ロマネは、男を取っかえ引っかえするのが、玉に瑕だったけれど、それでも根は悪いやつじゃなかった。いつでもパーティーのことを一番に考えていた」

　彼女は本を閉じて、金文字の剥はげかけた表紙をなぞった。

「思い出は輝いている……しかし、ね」

　エルダーリッチは、細いレールに支えられた、不安定な踏み台の上で、俺に肩を寄せた。ふらつきそうになったけれど、腰に手を回して踏ん張った。それを見て、彼女は笑う。

「こんなに温かくは、なかったよ」

　彼女は、俺の肩に頭をのせて、続けた。

「それに、もう誰ひとりこの世にはいないんだ。アンデッドと化して、悪魔の森に楔くさびを打った私とは違ってね。資料を読む限りは、皆行儀よく、行ってしまった。伝説だけを残して」

「寂しい、よな。君の気持ちがわかるだなんて、とても言えないけど」

　何百年も悪魔の森の大迷宮で過ごし、その間に仲間は皆いなくなったのだ。彼女は世界に自分ひとりだけが取り残されたように感じていたことだろう。

「寂しくはないさ」

　エルダーリッチも、俺の肩に手を回した。

「寂しくないから、不安なんだ」

　古い本のにおいと、今朝のハーブティーの香りが、混じる。

「私は弟子なんて取らないつもりでいた。でも君を見て、君の判断力と実行力を見て、弟子にしようと決めた……いや、これは言い訳だな」

　長い髪が、俺の胸もとに垂れている。

「でも、この言い訳のおかげで、私は寂しくないんだ。でもこの言い訳のおかげで、私は不安なんだよ」

　その言葉の響きがあまりにも切なくて、俺は出会って初めて、エルダーリッチの頭に手を伸ばした。髪に指を通して、梳いた。

「今も、不安なのか？」

「不安だとも」

　俺は自分の無力さが、歯痒かった。エルダーリッチは、続ける。

「私は悪魔の森に身を埋うずめたつもりでいた。でも再び世界に戻ってきた。こんなに暖かい場所にね。すると私は、貪欲になる自分を感じた。今も感じている。わかるかい？」

「……すまない」

　それをわかった気になっては、エルダーリッチに失礼だと思った。彼女は俺の肩の上で、首を振った。

「君の仲間がまぶしい。でもそこに入っていくのが怖いんだ。だから師匠だなんて言って、君に接してる。だって、君はいつか……」

　彼女の手にある『英雄は去りぬ』が、震えていた。

「俺はいなくならないよ」

「ならきっと、私がいなくなる」

　エルダーリッチは、俺にしがみついた。

「過去の同志を私は手放した。いつか君のことも手放すだろうさ。いつだって、私の手にはなにも残らない。それなら、いっそのこと」

　彼女の声が、かすれる。

「アンデッドとして、魔物として、【百鬼夜行】で私を使役してくれ。私は君の忠実な奴隷になるだろう。そうすれば永遠に……」

「そんな永遠に意味はない」

　俺は彼女の髪を撫でながら言った。彼女が、ふっと笑ったのがわかった。

「幻滅しただろう。君の師匠はこんなやつなのさ」

「俺は、君と一緒にいたい」

　彼女を抱く腕に、思わず力がこもった。

「こう言うと傲慢だけど、君が俺と一緒にいたいということも知ってる。そんなふたりがいたら、それでもう十分じゃないか」

「足りない……」

　彼女は、絞り出すような声で言った。俺は頭を撫で続けながら、尋ねる。

「なにが足りない？」

「私は、強欲なんだ……自分でも、どうしようもないんだ……何百年も生きてきて……君のような男と出会ったのも……初めてなんだ……」

　俺の肩から顔を上げると、エルダーリッチは俺の顔を正面に見据えた。鼻と目もとが赤らんでいる。吸い込まれるような瞳が、唇が、近づいてくる。

「私は大切なものを……いつだって……どうしたって失う……」

『ソラどの！』

　懐に入れてあった小さな水晶が叫んだ。突然のことに、ふたりの体が離れる。

　これは遠距離での連絡を可能にする通信水晶だ。エルダーリッチの技術力で、ビー玉くらいにまで小型化できている。声の主は、ソラリオンの市長だった。

『大変ですじゃ！　エル＝ポワレに向かう隊商が！』

「まさか、事故でも？」

　山沿いの道が、思った以上の悪路であったことは、すでに市長に伝えてある。馬の蹄鉄と、車輪の強化は、伝えた通りになされていたはずだ。しかし――。

『事故ではありません、野盗に襲われましたですじゃ！』

　俺とエルダーリッチは、顔を見合わせた。




　俺たちは、急いで仲間たちを集め、《門》でソラリオンへと向かった。










第四章　ネコの谷




　ソラリオンに戻った俺たちを待っていたのは、難しい顔をした市長と、ソラリオンの住人たちだった。

「おお、ソラどの。ご足労をおかけして申し訳ないですじゃ」

「お待たせしました。さっそくですが、状況を教えていただけますか」

「もちろんですじゃ。本人から説明させた方がよかろうと思いまして、待たせております」

　市長が目で合図をすると、人垣を割ってがたいのいい男が現れた。

　年季の入ったチェストプレートから、荷馬車隊の護衛隊長だということがひと目でわかる。彼の顔は見ているこちらが滅入ってくるほど、陰気の沼に沈んでいた。

「誠に申し訳ございません、錬金王閣下。閣下より信を賜りお預かりしたエル＝ポワレへの贈答品を、よりにもよって賊ごときにまんまと奪われるなど、閣下にお仕えする武官の身としてあるまじきこと……」

　護衛隊長は涙を流し、そう言うやいなや、小さなナイフを取り出して己の首筋にあてがった。市長や周りの住人たちが慌てて止めようとする。

「この期に及んでは、不肖ながら我が一命をもってお詫びとさせていただきたく！　なにとぞ、小官の命ひとつにて、我が部下とその家族にだけは寛大なるご処置をお頼み申し上げる所存にて！」

「ちょちょ、ちょっと待って！　まずは頭を上げてください」

「しかし閣下、王の信に背きたるは一族郎党まとめて死罪にて責を負うものと決まっております！」

「いや決めてない決めてない！」

　俺は護衛隊長の手から、素早くナイフを取り上げた。なるほど、この人は元王国軍の兵士さんか。柄に王国のレリーフが彫られている。

「起きちゃったことは仕方ないです。それとここは王国ではないので、ソラリオンのやり方でいきましょう、ね」

「は、ははーっ。なにとぞ、なにとぞぉ寛大なるご処置を賜りたく……」

　王国出身の兵士はみんな優秀なのだが、あの王都襲撃を体験しているだけに、俺を怖がるのは仕方ないことなのかもしれない。そこらへんも今後の課題として少しずつ改善していこう。まずは目の前のことからだ。

「責任の所在と対応については、状況を確認してから判断しましょう。まずは人的被害の状況を教えていただけますか」

「はっ。幸いにもぽーたぶる転移水晶が行きわたっておりましたので、隊の者は皆、五体満足で逃げおおせました。小官もこのように、生き恥をさらしている次第にて」

「皆さんが無事なのであればなによりです。それにポータブル転移水晶は、皆さんの身の安全を守るために配備したものですから。さっそく実用性が証明されたと考えれば、なにも得るものがなかったわけではありませんよ」

「寛大なるお心遣い、感謝の言葉もございません……」

　量産した転移水晶が、緊急脱出装置として、さっそく役に立ってくれたようでなによりだ。これは今後も作り続けていこう。

「しかし問題は奪われた物資の方ですね。といっても友好都市宣言式が終わったところなので、たいしたものは、なかったような気がするんですけど」

「はっ、我らが護送いたしておりましたのは、馬車六台分の〈ホクホクカブ〉であります」

　ホクホクカブに一命を賭していたのかこの人は。

「なるほど、であれば全体の被害としては軽微ですね」

　俺はほっと胸を撫で下ろした。たとえばこれがホクホクカブではなく、例のパンツのような宝物品であったならば。ただの盗賊ではなくソラリオン、あるいはエル＝ポワレの内部勢力による組織的な襲撃である可能性も出てくる。というより、俺はむしろそちらを懸念していた。しかし、とりあえずその線は薄くなったと考えていいだろう。

　市長が顎髭をさすりながら、こちらに目を向ける。

「ではソラどの、この者の処分はいかがいたしますじゃ」

「不問としましょう。むしろ人的被害を出すことなく、最低限の被害にとどめた功績を評するべきだと思いますが、いかがでしょうか」

「ふぉふぉふぉ、わしもソラどのと同意見ですじゃ」

　しわしわの顔に笑みを浮かべ、護衛隊長の肩に手を置いた。

「じゃから申したであろう。王国騎士団にあったならいざ知らず、我らがソラどのは聡明なお方じゃから安心せいと」

「おおお……なんと慈悲深きご裁定……。小官、凡才の身なれど今後いっそう忠を尽くし、ソラどのの覇業のいち礎石として粉骨砕身励んでまいる所存にございまするるる」

　なにからなにまでおおげさな人だなと思いつつも、前向きになってくれたのであればよしとしよう。

「しかし市長、俺ってそんなに武断派なイメージなんですかね」

「いえいえ、元王国兵はみんなこんな感じですじゃ。いきすぎた賞罰が常態化しておったそうですからのう……」

　なるほど、国を挙げた壮絶なパワハラの結果か。しかし国王を打ち倒したことは事実だし、実際エル＝ポワレでもキーラ代表をはじめ最初は怖がられていたわけだから、悪いイメージの払拭は今後の課題だな。

「とはいえ、ちょっと甘かったかな」

「そんなことないわ。ソラは支配者じゃなくて統治者なんだから。民は土地や群れではなく、理性と慈悲を兼ね備えた王にこそ、付き従うものよ」

　リュカがフォローを入れてくれる。こと統治に関しては、リュカの方が俺よりもずっとよくやってくれていると思うのだが。

「失敗したなら、見せしめにした方がいいんじゃないか」

「逆よフェリス。過剰な罰を与えると、次からはみんなが罰をおそれて失敗を隠すようになるの。許すべきところでは、許した方が賢明なのよ」

「そういうものか。じゃあリュカが大事に取っておいたジャーキーを、ミュウが食べてしまったことも許してやるんだな」

「それは聞いてないわよ！　ミュウ！」

「みゅ!?」

　思わぬ流れ弾が。ミュウ、かわいそうに。いや自業自得か。

「しかし問題は盗賊への対処だな。ホクホクカブはまた作ればいいとして……」

「馬車六台の方が痛手ですじゃ」

　市長の言う通りだ。ホクホクカブであれば生産は軌道に乗っているし、もし足りなくなったとしても俺がまた錬金術で栽培すればいい。しかし輸送手段は有限だ。自動車を量産することも考えたが、あれは今のところ俺しか造れない。燃料の〈雷水晶〉にしたって、エルダーリッチは難なく充電をこなしていたが、本来は相当なＭＰを消費するものだ。

　エルダーリッチが話に割って入る。

「食料を狙ったというのも不可解ではないかね。特に野菜なんて、売り捌さばいたとしても、たかが知れている」

「そこなんだよな。金目のものとはいえない商材だもんなあ」

「でもお腹なかいっぱいになるよ～？」

　たしかにホエルの言う通り、まったく価値がないわけではない。しかし飢えを満たすために、リスクを冒してまで護送兵団を襲う野盗などいるのだろうか。

「少しよろしいでありましょうか。小官、気になったのでありますが」

　おずおずと手をあげたのは、件くだんの護衛隊長だ。実際に襲われた彼からならば、もう少し詳しい情報を聞き出せるかもしれない。

「聞かせてください」

「先ほどから伺っておりますと、どうも人間の野盗に限定して話をされているような気がするのでありますが……いえ、申し訳ございません、出すぎたことを……」

　その話を聞いて合点がいった。いや盲点だったというべきか。徒党を組んで商隊を襲うのは、なにも人だけではない。

「そうか、魔物の盗賊か」

「はっ、覆面をしていたのではっきりと確認したわけではありませんが、背格好や動きの機敏さからして『ゴブリンスカウト』のような……いえ、弓ではなく剣を振るっていたのが気になるところでありまして」

「ゴブリンが剣を？」

「はい、一対一でも、とても太刀打ちできるようなものではありませんでした」

　俺は《鑑定》で護衛隊長のステータスを確認してみる。




名前：アリマース

年齢：３５

性別：男

称号：元王国騎士団兵長

レベル：４０

【ＨＰ】６８０

【ＭＰ】４３０

【攻撃力】３２０

【防御力】４００

【持久力】３８０

【精神力】２００

【素早さ】２３０

【器用さ】９０

【運】１０

スキル：【槍やり術】【防衛】

魔法：《ヒール》




　この人、思っていたよりもだいぶ強い。以前遭遇したダストン男爵の手下が、たしかレベル１０だったから、勝手にそれと同程度だと思っていた。しかしさすがは人を率いて王都を守っていただけのことはある。しかし彼をして単騎でも歯が立たないレベルの魔物が、中規模の徒党を組んでいるのか、これは想像していたよりもずっと深刻な事態という気がする。

「レベル４０の騎士でも叶わない魔物か。レベル１００ぐらいかな？」

「……それはない」

　口を挟んだのはサレンだ。

「せいぜい同じか、それ以下……だと思う。そこまで高レベルの魔物がいれば、私の耳にも入る……」

　かつて魔物たちを率いる魔王であった彼女は、外の世界の魔物に関して、間違いなく一番詳しい。そもそも彼女が持つ【百鬼夜行】は、自身よりも弱い魔物にのみ効力を発揮するスキルだ。こと魔物の強さに関して、情報収集を怠っていたとも思えない。それでいうとやはり、レベル三桁の魔物がうじゃうじゃひしめいていた悪魔の森が異常だったということなのだろう。ようやく外の世界のパワーバランスがわかってきた。

「相手の規模はわかりますか？」

「はっきりとは申し上げられませんが、多く見積もって二十体ほどだったと思います」

「わかりました。ご報告ありがとうございます」

　なんにせよ、ここにきて『魔物の強さの秘密』という気になる要素が出てきた。であれば武力で制圧するよりも、可能な限り意思の疎通を図ってみたいと思う。

「盗賊の件については、俺が直接対処しますので、ご安心ください」

「そんな、閣下自らご出征なされるので!?」

「出征というほどおおげさなものではありませんが。……あとその閣下っていうのは、ご勘弁願いたいというか……」

「これは失礼いたしました閣下！」

　ソラリオンの将来が、ちょっと心配になった。




　ソラリオンからポワレ街道へと続く山岳地帯。ここを貫く一本道は、木々が生い茂り見通しも悪く、相変わらず路面状況は悪い。それなりに起伏もあるので、馬車でスピードを出して走り抜けるのは不可能だろう。まさに交通の難所だ。そして、

（襲撃をかけるには、うってつけの場所ってわけだ）

　俺は隊商に扮して馬車に揺られていた。幌をかぶせた荷台には、ホクホクカブをはじめとする大量の食料品と共に、仲間のみんなが乗り込んでいる。

「ソラ、コレ、オイシイ！」

「あら本当ですわ、特にこの『らめぇん』に使うソースで煮込んだモモイノシシは絶品ですわね。たしか『ちゃーしゅ』といいましたかしら？　塩味がほどよく効いていて、いくら食べても飽きがきませんわ。脂とヌマニンニクによるウマ味のダブルパンチですわ」

「ミュウ、フウカ。つまみ食いはしてもいいけど、なるべく静かにしてくれると助かるよ」

　俺は背後から聞こえる談笑に釘を刺す。賑やかなのは微笑ましいが、件の盗賊に警戒されては元も子もない。もっとも、相手がそれなりに腕の立つ魔物であれば、今こそ隙ありとばかりに襲ってきそうなものだが。

「一応これ囮おとりだからね」

「あら、失礼いたしましたわお兄様、あまりのおいしさに、舌も喜び躍って庭駆け回り賛辞の言葉が勝手に口から漏れ出て、うっ……むぐぐぐぐ……」

「静かにしなきゃ～、ダメよ～」

「ありがとうホエル。次からはもう少し優しく黙らせてあげてくれ」

　そうこうしているうちに、前方になにかが見えてきた。一台の馬車が、茂みに隠されるように横転している。

「フェリス、周辺を調査したい。悪いがついてきてくれ。ほかのみんなは作戦通り、荷台で待っていてほしい。様子を見てくる」

　迂う闊かつに全員で動けば、敵は警戒するだろうから、調査は最低限の人員で行う。

「ソラ、気をつけてね」

「ああ」

　俺は馭者台から降りて、フェリスと共に打ち捨てられた馬車に近寄った。荷台は使い込まれてはいるが、ここで風雨にさらされた形跡はない。それに真新しい刀傷もついている。間違いなく、ソラリオンの護送兵団の荷馬車だ。彼らはまさしく、ここで襲撃を受けたのだろう。

「車軸が折れてるな。悪路にやられて修理していたところを狙われたのか」

　よく見ると茂みの奥に、残り五台も隠されていた。いずれも当然、馬はついていないが、頭絡はそのまま残っている。蹄の足跡をなぞっていたフェリスが、顔を上げる。

「馬だけ連れていかれたようだな」

「うん。だとすれば足跡か、においをたどれば後を追えると思う。フェリス、どの方角へ向かったかわかるか？」

「ソラ、その必要はなさそうだ。来るぞ」

　言うやいなや、フェリスは手に氷の剣を発生させる。俺にはまだなにも感じられないが、どうやら件の盗賊はすぐそこまで迫ってきているらしい。

「フェリス、数と方角はわかるか」

「数はたくさん。全方位から少しずつ間合いを詰めてきている」

　ざわ、と。風が騒いだ。その音に紛れて、鬱うっ蒼そうとした木々の隙間を、なにかが走り抜ける音が、俺の耳にも届く。軽く、それでいて速い。

「クソッ、音が回ってる。いったいどこから……」

「ソラ、上だ！」

　見上げると、剣を手にした小さな影がすぐ頭上まで迫っていた。

「ニャホホホホホーーーーーウッ!!」

「ぐっ！」

　間一髪、力いっぱい振り下ろされた斬撃をミスリルの剣で受ける。顔から数センチの距離で火花が散った。そのまたたきに、一瞬目がくらむ。

「ニャッハァーーーーーーーッ!!」

「ナヒーーーーーーホホホホホッ!!」

　俺のがら空きになった胴めがけて、別の影が突っ込んでくる。それも左右から同時に。




【暴風】




　俺はとっさにスキルで防御した。風圧で近くの相手を吹き飛ばす、コカトリスを倒して手に入れたスキルだ。

「フギャーーーッ!?」

　最初の一体も含め、迫りくる影たちは、まとめて空気の壁に弾き飛ばされた。隣を見ると、フェリスも氷の剣を器用に振るい、集団からの攻撃をうまくいなしている。

「ソラ！　加勢するわ！」

「ご無事ですか、お兄様！」

「みゅ！」

　馬車の荷台で待機していた仲間たちも、すぐさま飛び降りて臨戦態勢に移る。影の集団は俺たちを取り囲むように、ぐるりと大きな円を描いた。逃がすつもりはないようだ。

「ゴブリン……？　いや、違うな」

　背丈はたしかに悪魔の森でも見かけたゴブリンほどだが、全身に黒いボロ布をまとった姿は、すばしっこい身のこなしと合わせて、まるで忍者のようだ。俺は息を整えると、そのうちの一体を《鑑定》する。




名前：ミッケ

年齢：９９

性別：オス

称号：ケット・シーのシノビ

レベル：３０

【ＨＰ】１９０

【ＭＰ】１７０

【攻撃力】１１０

【防御力】６０

【持久力】４５

【精神力】５０

【素早さ】２００

【器用さ】３５

【運】３０

スキル：【剣術】【跳躍】




　ステータスに表示されている種族名は『ケット・シー』――ネコの獣人だ。

「なるほど、ネコか」

　俺がつぶやくと、集団のひとりが、覆面を取りながら前に進み出た。

「それは違うぞ、ニンゲン。ワレワレはネコではニャい」

　あらわになった大きな目、尖った耳、ふかふかの饅まん頭じゅうのような顔、そしてヒゲ。その顔は、どこからどう見てもネコそのものであった。

「いやネコだよ！　ネコの忍者だよ！」

「否イニャ。誇り高き『ンニャット・プロルケン・ヴァッゾ・アララーニ族』だ」

「いやぜんぜん覚えられない！　ネコ族だよ！」

　なんというか、先ほどまで狩るか狩られるかといった命のやり取りをしていたにもかかわらず、一気に戦意が削げ落ちてしまった。なにを隠そう、俺はネコ派だ。

「ソラ、アレって……」

　傍らで炎の剣を構えているリュカが、深刻そうな声で俺に話しかけてくる。

「ああ……言いたいことはわかるよ」

「そうよね」

　アレに向かって剣を振るうのはちょっと俺もどうかと思う。

「恐ろしい魔物だわ、こっちも全力で戦わなきゃいけないみたいね。命までは取らないって作戦だったけど、【獄炎焦熱】を使うわ」

　前言撤回、俺たちはなにもわかり合えていなかった。リュカだけではなく、ほかのメンバーも、次々と身構える。

「くっ、なんて禍々しいんだ。だが問題ない。【絶対零度】で始末する」

「いいえ、敵を侮ってはなりませんわ！　ご覧くださいまし、あの深しん淵えんを覗き込むような目を！　わたくしの【疾風迅雷】で一体ずつ確実に仕留めていくべきですわ」

「み～んなまとめて【天衣無縫】で押しつぶす～？」

「みゅ！　コワイ！　カイブツ！」

　悪魔の森メンバーには、あのネコがどう見えているのだろうか。たしかに、悪魔の森にはネコ型の魔物はいなかったけれども。俺にはもうネコにしか見えない。

「……かわいい」

「ケット・シーか……」

　外の世界をよく知っているサレンとエルダーリッチは、俺と似たような反応を示していた。エルダーリッチは、彼女らしからず目を丸くしていたが。ネコ族の忍者がにやりと口角をつり上げる。

「ニュフフ、怯えているようだなニンゲンども。お前たちはワレワレの縄ニャワ張りに無断で立ち入った。よって、お前たちの荷物はワレワレのものだ」

「ソラ、離れて！　まとめて森ごと焼き払うわ！　【獄炎――」

「ちょちょちょちょ、ちょっと待ってくれ！」

　俺は慌ててみんなを制止する。ステータス的にもあきらかにオーバーパワーだ。リュカたちが本気で戦ったら、ネコ族たちを欠片かけらも残さず消滅させてしまいかねない。珍しく顔に焦りの色を浮かべたフェリスが俺に言う。

「だがどうする。囲まれているぞ」

「姿を見せてくれたなら、やりようはある。こうするんだ」

　俺にはみんなと違って、相手を絶対傷つけずに拘束できるスキルがある。




【聖女】




　スキルの発動と同時に、無数の白い布が、ネコ族忍者たちの足もとに出現する。

「ニャ、ニャんだこれは!?」

　対象を『守護する』聖なる布。それが【聖女】のスキルだ。本来は味方を守護するためのものだが、このスキルのもとの持ち主である聖女マイは、その特性を逆手に取って拘束具として使っていた。

「フギャーッ！　体にまとわりついて離れニャいだとぉー!?」

「ワレら誇り高きンニャット・プロルケン・ヴァッゾ・アララーニ族がこうも易やす々やすと手玉に取られるとはぁーッ！」

　周囲を取り囲んでいたネコ忍者たちは、聖なる布によって一匹残らず『おくるみ』にされた。俺自身、【聖女】を発動するのは初めてだが、うまくいったようだ。なんか名前的に使いづらいんだよな。いや【聖男】も意味わかんないけど。あきおじゃん。

「ふう、これでひとまず、無力化はできたかな」

「すごいわねソラ、あんな恐ろしい魔物相手に、微み塵じんも臆さないなんて」

「ソラ、油断するなよ。毒を持っているかもしれないぞ」

　悪魔の森勢には今後、ネコのよさを説いて回るとしよう。それがネコ派としての使命だ。俺はおくるみにされたネコ族の一匹を拾い上げる。

「フニャッ！」

「ざっとステータスを《鑑定》して回った限り、どうやらみんな、したっぱみたいだな」

「貴様ァ、ワレらを侮辱するかァ！」

　布で優しくくるまれているように見えるが、スキルの発動さえも封じる【聖女】の拘束は絶対だ。引っかかれたり噛まれたりする心配はないだろう。

「手荒な真似はしたくない、断じて、絶対に。というわけで教えてくれ、お前たちのアジトはどこにある？」

「くっ、下げ衆すめ！　ワガハイはたとえ体の自由を奪われようとも、心までは屈さぬ！　ニンゲンごときが舐ニャめるなよ！　ひと思いに殺すがいい！」

　なんかプライドが高いわりにすぐオークに負けてくっ殺せ状態になっちゃう女騎士みたいなことを言い始めた。オスだよなこいつ。本拠地に乗り込む前に、ある程度情報を引き出しておきたかったが。ここは致し方あるまい。奥の手を使うしかなさそうだ。

「こっちも荷馬車を襲われてるんでね。あまり手加減はできないぞ」

「どれほど辱めを受けようとも！　ワガハイは屈したりしニャい！」

「やりにくいなあ」

　俺はおくるみの隙間から、ネコの顎下に手を突っ込んだ。

「よーしよしよしよしよしよしよしよしよしよしよしよしよし」

「フニャッ!?　ハオォ……ハフ、ホッフ。ニャロロロロロロ……」

　ネコ忍者の顔は、あっという間にとろけきった。こう見えて俺はかつて、ネコカフェに足しげく通っていたのだ。どこをどうすればネコが気持ちよくなるかなんて、手に取るようにわかる。

「話す気になった？」

「ホホホフ……オフゥ……」

「あっけなく逝ったか。口ほどにもなかったな。まあいいさ、かわりはいくらでもいる」

　おくるみネコはまだ十五、六匹ほどいたはずだ。この際だからみんな気持ちよくしてやろう。と、思ったのだが、なんだか仲間たちの視線を感じる。

「ソ、ソラ……あの、こういうこと言うと変かもしれないけど。その、見ていてなんだか変な気分になるっていうか、えっと……」

「私はソラが望むなら、どんなことでも応じるつもりだ。けれど、その、私にするときは、少し手加減してほしいと、思う」

「わたくし、お兄様のテクニックに大変興味がありますわ。お兄様は、そういったご経験は豊富でございますの？　お相手を快楽の沼に沈めるがごときいやらしい手つきは、いったいどこで身につけられましたの？」

「それとっても気持ちよさそうね～。ソラ～、わたしにもやって～？」

　あらぬところで、予期せぬ誤解が生じている。いや違うんだよ。これはね、心触れ合う温かなコミュニケーションであって、やましい心なんて欠片もありはしないんだよ。

「まあ、その、ソラ。君も生物である以上、そういった欲求があることも、私は理解しているつもりだよ。しかし我々に見せつけるのはあまり感心しない。……ほどほどにな」

「ソラ……えっち」

「みゅ！　ソラ、エッチ！」

　俺の味方はいないのか。それともこれは俺のモフモフナデナデが異常なのか。よく考えてみれば俺以外はみんなカテゴリー上は魔物なわけで。その中でも悪魔の森の五人は、もともと獣なわけで。

「ん……？　魔物？」

「くっ、ミッケがやられたニャ！　ニンゲンごときが、よくもやってくれたニャ！」

　先ほどから引っかかってはいたのだが、ひょっとしてこのネコ族たちは、ただ単に人間を目の仇にしているだけなのではなかろうか。このままだとまともに話もできなそうだし、試してみる価値はありそうだ。

「リュカ」

「は、ひゃいっ！　なにかしら、ソラ？」

「ちょっとドラゴンの姿に戻ってくれないか」

「えっ!?　そ、それはその、『そういうこと』なの……？　で、でも、よりによって、みんなが見てる前でだなんて……」

　リュカは耳まで真っ赤になって、体をくねらせる。そして涙目になりながら、上目遣いで俺の方を見た。

「……どうしてもしたいの？」

「違う違う！　モフモフナデナデじゃなくって。こっちも魔物であることを教えてやれば、敵てき愾がい心しんがないことを示せないかなって」

「そう……そっか。そうよね、ソラの言う通りだわ」

　リュカはほっとしたような、それでいてなんだか少し物足りなさそうな顔をすると、自身の首についた〈誓約の首輪〉に手をかざした。それと同時に、リュカの体が、巨大なドラゴンへと変貌する。

「これでいいかしら？」

「ギニャーッ！　食われるーッ！」

「食べないわよ、毒ありそうだもの」

「ネコに毒はないけど、なくても食べないでね」

　一応釘を刺しておく。ネコ忍者たちは、しばらくわめき散らしていたが、何匹かは冷静さを取り戻したようだった。俺はそのうちの一匹に声をかける。

「とまあ、こういうわけだ。俺はたしかに人間だけど、君たち魔物をどうこうしようってわけじゃない。ただ、それだけの腕がありながら、どうして盗賊なんかやっているのか、気になるだけなんだ」

「ンニャム……、こんなものを見せられては、信じるしかニャいが……キサマらはいったい何ニャニ者モノだ？」

「ソラは……人と魔物が、共に暮らす国の、王様……」

　ネコにそう語りかけるサレンは、どこか誇らしげだ。

「人と魔物が共に!?　そんなデタラメあるわけニャい……！」

　ドラゴン姿のリュカが、その大きな目でネコをじろりと睨みつける。

「……とも言いきれニャいか。わかった、貴様……いや、お前を信じよう。どのみちワレワレには選択肢が無ニャさそうだ」

　敵愾心が薄れたことを確認すると、俺はネコたちをくるむ【聖女】の布をほどいてやった。もちろん、剣は預かっておくが。

「お前たちの目的はニャんだ？　食料を奪ったことへの復讐か？」

「こっちはたいしたものは奪われてないし、大きな被害も出てないから、今のところ責めるつもりはないよ。ただ今後も襲撃を続けるなら、俺たち以外の連中を怒らせることになるかもしれない。なにか事情があってのことなら、手を貸してもいいと思う」

　俺の話を真剣に聞いていたネコ忍者たちは、お互いに顔を見合わせると、静かにうなずき合った。

「……谷に、来てもらうのがよさそうだニャ」

　話はまとまった。俺たちはネコ族の忍者たちに連れられ、彼らの本拠地へと向かうことになった。ネコ族が住まう、剣つるぎの谷へ。




　剣の谷への道のりは、深い森を抜け、険しい山岳地帯へと分け入る苛酷なものであった。そんなサバイバル訓練じみた行程は嫌なので、ホエルの【天衣無縫】で飛んでいくことにした。

「ニャんと!?　お前たちは飛べるのか！　鳥なのか!?」

「いや、これはスキルだよ。……鳥の仲間もいるにはいるけど」

　雷をまとう不死鳥を、鳥にカテゴライズしてもいいものだろうか。たとえるなら大陸を島と呼ぶようなもんだ。




　ネコと俺たち、大所帯でふわふわと空を進む快適な道中、エルダーリッチが俺にこっそりと話しかけてきた。

「ソラ、少し話がある。これから向かう『剣の谷』に関連することだ」

「エルダーリッチは、なにか知っているのか？」

「厳密に言うと、知っているのは彼らの種族についてだ」

「ンニャットなんとかっていう、アレのこと？」

　エルダーリッチは小さく笑みをこぼす。

「いや、ネコ族で構わない。私もかつてはそう呼んでいた」

「ネコ族に知り合いがいたのか」

「ああ、古い友人だ。とても古い、な。もう生きてはいるまい」

　そう語るエルダーリッチの横顔は、やはりどこか寂しそうに見えた。俺は大図書館で目にした、弱々しい姿を思い出す。いつも余裕に満ちている彼女らしくない。エル＝ポワレを訪れてからというもの、調子を崩しているようにも見える。

「エルダーリッチ、もし行きたくないなら言ってくれ。無理についてきてもらうのは、俺としても本意じゃない」

「いや、そういうわけではないのだがね。それよりも、だ。サレンも君に、なにか話したいことがあるらしい」

「サレンが？」

　俺は後方に目をやる。サレンは俺のすぐうしろをぴったりとついてきていた。エルダーリッチが目で合図をすると、サレンはこくりとうなずく。

「……ソラ……どうして、【百鬼夜行】を使わないの……？」

　それはもっともな質問だった。魔王サレンの持つ【百鬼夜行】は、まさしく魔物を支配するために存在するスキルだ。サレンと【不断の契り】を交わしている俺も、彼女のスキルを行使することができる。その効果は、自身よりも弱い魔物に対する絶対命令権。それがあれば、先ほどのように、わざわざ説得などという回りくどい手段を取らなくとも、ネコ族たちに道案内させることは可能だった。しかし、俺が簡単な方法ではなく、あえて遠回りな手を選んだことを、サレンは疑問に感じているらしい。

「そうだなあ……俺はさ、できることなら誰ともケンカしたくないんだ」

「……それはわかる。でも……それならなおさら、【百鬼夜行】を使わない理由が……ない」

「うん、確実な手段であることは間違いないよ。今はそれでいいかもしれない。けれど、もしも俺がいなくなったら。彼らに命令を聞かせる手段が、ある日突然失われたら、それでも彼らが仲よくしてくれるとは限らない」

　それは俺が常々考えていることだ。人が誰かと関わっていく以上、やむを得ない対立は必ず起こる。それはどこの世界でも同じだし、悪魔の森の中でも、外の世界に出てからも、それこそ嫌というほど経験したことだ。だが対立は、力で押さえつけることができる。王国の支配がまさにその典型例だろう。ゆえに、国王という力を失った王国は、急速に崩壊しつつある。俺はソラリオンに、同じ道をたどらせたくはない。

「……ソラ、いなくなっちゃうの……？」

　サレンが今にも泣きそうな顔で聞いてくる。

「いや、そんなつもりはないよ。ごめん、これは俺の言い方が悪かった。そもそもどんなことにも、絶対や永遠はないっていうのが、俺の考えなんだ。【百鬼夜行】の力は絶対かもしれない。けれどそれを使う俺たちは、必ずしも絶対の存在じゃない」

　事実、外の世界の魔王であったサレンは、勇者アキラたちによってその力を奪われた。兵士たちに追われる無力な少女の姿を、俺はまだ覚えている。

「ただ、永遠も絶対もないにしろ、それが終わるのはきっと、今日や明日のことじゃない。数百年後かもしれないし、もっとずっと、気が遠くなるほど先のことかもしれない。けれどその長い時間を、俺は『支配』に使いたくないんだ」

　支配は脆もろい。それが崩れたとき、失われたときの恐怖、そして屈辱を、俺は今の仲間たちに味わわせたくない。というか、俺自身が味わいたくない。

「俺はみんなと『共存』したいんだ。誰にも強制せず、強制されることもなく、ずっと隣で笑い合える。そんな関係を築いていきたい。もちろん、サレンとも」

　それが俺の、偽りのない本心だ。サレンの切羽詰まったような雰囲気にのまれて、なんだかちょっと恥ずかしい台詞せりふを言ってしまった気がしないでもない。サレンは俺の言葉を噛みしめるように、胸もとに手を置くと、小さな声でつぶやく。

「……うん、それなら、よかった。私も、ソラとずっと一緒にいる」

　そんなことを真顔で言うものだから、焚きつけた俺としてはなんだかこっ恥ぱずかしくなってくる。俺は頭をかきながら話をはぐらかした。

「要は、スキルは使いどころってこと。もちろん、使うべきときには使うよ。ただ今回は言葉が通じるから見送っただけで。ほら、実際ソラリオンでは【百鬼夜行】にたくさん助けられてるしさ」

　そんな感じで取り繕ってみる。すると俺たちの会話に聞き耳を立てていた面々が、いっせいに声を上げた。

「わ、私の【獄炎焦熱】もちゃんと役に立ってるわよね！　ほら、料理とか……」

「そもそも私の【絶対零度】がなければ、食材が腐る」

「いざというとき役に立つということでしたら、なによりも速さが大事ですの。その点、わたくしの【疾風迅雷】は先日の大捕り物でも大活躍いたしましたわ。やはり一にも二にも瞬発力こそがスキルの華ですわ」

「みんな～、今わたしの【天衣無縫】で飛んでるの忘れてない～？」

　ホエルがぷうっと頬を膨らませると、高度がガクンと落ちた。

「ちょちょちょちょ！　いやたしかにみんなのスキルは頼もしいとは思ってるけど、スキルがあるから一緒にいたいってわけじゃないからね！」

「スキダカラ！」

　言いにくいところをごまかした矢先に、ミュウがどストレートの剛速球を放ってくる。

「ソラ、ミンナノコトスキ！　ボクモ、ソラスキ！」

　無邪気ってのは無敵だ。シンプル・イズ・ベストというか、ようするに、そういうことなんだと思う。口に出すのは、さすがにちょっと恥ずかしいが。リュカが顔面を茹ゆで上がらせながら反論する。

「わ、私はソラの統治者としての器を見込んで仲間になったのであって……そういうアレじゃ……」

「なんだ、違うのか。私は好きだが」

　リュカとは対照的に、フェリスは淡々と、じつにあっけらかんとそう言った。聞き捨てならないとばかりに、リュカに火がつく。

「フェリス、あんたはソラのことが、す、す、好きだからついてきたの？」

「無論だ。私が気を許せる相手は、そもそもソラしかいない」

「そんなの不純よ！」

「私の気持ちを、お前にとやかく言われる筋合いはない」

　ふたりは相変わらず仲がいい。俺も深く考えすぎていたように思う。好きってなにも、男女の仲に限った話じゃないからな。それこそ親子愛であったり、兄弟愛であったり、師弟愛であったり。いずれにせよ、好きという気持ちを伝えられるというのは、悪い気がしないものだ。俺もいずれ、ちゃんとした場で、きちんと伝えよう。

「ニャフッ、なるほど、人魔の王か。ワレワレはお前のことを見くびっていたようだニャ」

　道先案内人を務めるネコが言う。

「正直、信用に値するかどうかは、半々ニャンニャンといったところだった。これまでの非礼を詫びさせてほしい。……と、言いたいところなのだが」

「……なのだが？」

　言いよどんだネコは、申し訳なさそうな顔を俺に向ける。

「ワレワレの中にも強情なやつはいる。特に族長は、まだ若いせいか、話してわかるようなやつじゃニャい。今のうちに詫びておく。どうか広い心で許してやってほしい。……ほら、そうこうしているうちに見えてきたぞ」

　ネコが指さす先には、大きな、そして不自然な谷が見えた。谷というよりは、亀裂だ。山岳地帯をそのまま真っぷたつに切り裂いたような日陰の地が、俺たちを待ち構えていた。




　剣の谷。かつて剛剣を振るい、神とまで称された英雄が、一刀のもとに山を裂き、この谷が生まれたという。いわゆるおとぎ話であり、よくある創世神話のひとつにすぎない。それが紛うことなきただの事実であることを、俺たちは思い知ることになる。

「ここが剣の谷か……」

　そこはネコたちがたむろするアジトというよりも、深い渓谷の牧歌的な村といった様相だった。両脇の断崖には、木で組まれた足場と、簡素な住居が立ち並んでいる。そのいずれもから大きな風車がニョッキリ生えているのが目についた。

「ソラ、イエカラ、オハナ、サイテル」

「ミュウ、あれは風車といってね、風を受けて回る装置だよ」

　しかしながら、肝心の風車はどれひとつとして回っていない。むしろ谷に入ってからは、まったく風というものを感じないせいか、まとわりつくような、重く湿った空気を感じる。

「なんか思っていたよりも陰気な場所ね」

　リュカが言った通り、どうにも負のオーラが満ちているというか、この場所から生気を感じない。しかしこちらを警戒するような視線は、ビシビシと痛いほど感じる。

「ミッケの襲撃隊が、いま戻ったぞ」

　案内ネコの叫ぶ声が、谷にぐわんぐわんと響いた。それを聞いてか、両の崖からネコ族たちが顔を覗かせる。その中の一匹が飛び降りたかと思うと、俺たちの眼前にシュタッと着地した。暗い毛並みに加え、ひたいの毛は大きなバツ印を描いている。体格もほかのネコたちと比べてひと回り大きい。こいつがこの谷のボスネコというわけか。といってもしょせんはネコなので、俺と比べれば子供ほどの大きさしかないのだが。

　ボスネコはムスッとした顔で俺たちを一瞥すると、案内役を務めてくれたネコたちに、牙を向いて話しかけた。

「ニンゲンを捕虜に取る必要は、ニャいと伝えたはずだが。それとも、お前らがオレたちを裏切って『外敵』をこの谷に招き入れたのか……果たしてどっちかニャ」

「シュリ、警戒するのはわかるが、聞いてくれ。彼らはワレワレの敵ではニャい。このオスは、ニンゲンと魔物の共存を志す者、ワレワレにとっては味方だ」

「キサマ、いつからニンゲンの家畜に成ニャり下がった！」

　ボスネコは怒りの形相で剣を抜き放った。背丈ほどもある無骨な刃が、案内ネコの目の前に突き立てられる。これは思ったよりも頭が固そうだ。

「落ち着け、彼らはワレワレの力にニャりたいと言ってるんだ」

「ニンゲンの言葉など、信ずるに値しニャい！」

　ボスネコが踏み込んだかと思うと、重そうな剣が、目にも留まらぬ速さで同族のネコに襲いかかった。

　ギイン！

　間一髪、俺の抜いたミスリルの剣が、惨事を防いだ。

「フン、ニンゲンめ小こ癪しゃくニャ真似を。よほど手に入れた家畜が惜しいと見える」

「家畜じゃない。彼は俺たちの仲間であり、俺たちはこの谷を救うために来た。嘘偽りはいっさいない」

「おいおい、ニンゲンはまどろっこしくていけねえ。もっとシンプルにいこうぜ。御託をニャらべるなら、このオレ、一族最強の戦士、『剣神シュリ』に勝ってからにしやがれ！」

　剣神、その称号には聞き覚えがあった。大図書館で読んだ、数百年前に世界を救った四人の英雄。エルダーリッチの、かつての仲間、剣神アラン。その文字をなぞる細い指。そして悲しそうなエルダーリッチの横顔。なんだろう。『剣神』と名乗られると、無性に腹が立つ。

「『勝って』いいんだな？」

　俺はミスリルの剣を鞘さやに納め、指をコキリと鳴らした。話し合う前に、ちゃんと『コミュニケーション』を取らなければならないようだ。

「みんな、目をつぶって、耳を塞いでくれ」




「ニャホフ、オウフ、おっふ、ほろろろろ……」

「よーしよしよしよしよしよし、べえべえべえべえべえ」

　勝負は一瞬で決着がついた。一度捕えてしまえばずっと俺のターンだ。ナデり、モフり、あらゆる手技の限りを尽くして堕とす。鍛え上げられた俺のナデナデモフモフは、スキルでいうところの、【対ネコ族特効◎】だ。

「いいのか、ここがいいのか」

「オアアア……イイ……そこすごくいいニャン、ニャロロロロロロロロロ……」

　いかつい見た目に反して、情けない声を出すじゃあないか。しかしこれは、しっかり手入れしているのか、触り心地といい、毛のハリツヤといい、申し分ない……。

「族長がやられた！　お前たち、全員でかかるぞ！　族長を魔の手から救うんだ！」

　族長を手込めにされ、谷じゅうにひそんでいたネコたちが殺気立つ。しかし魔の手とは失礼な。せめて魔性の手と呼んでほしい。

「ものどもかかれーッ!!」

「フェリス、頼んだ」

「わかった」

　俺が合図を出すと同時に、フェリスが〈誓約の首輪〉に触れる。周囲の気温が急激に下がったかと思うと、真っ白な毛並みの巨大な狼が姿を現した。

「ニャ、ニャんとぉーッ!?」

　蒼氷狼フェンリル。冷気を操り、立ち向かう者すべてに死を予感させる、蒼き剣聖。




　――ウオオオオオオオオオオオオオオン!!




　すさまじい大音声の遠吠えが、剣の谷に響き渡った。ただひと吠えしただけにもかかわらず、あまりの衝撃に崖が少し崩れる。

「ホニャアアアアアアア!?」

「ンヒイイイイイイイイ!?」

　レベル３０そこらのネコ族が、フェリスのとてつもない殺気を浴びせかけられようものなら、当然のことながらひとたまりもない。こと対峙した者に本能的な恐怖を与えるという点に関していえば、蒼氷狼フェンリルを超える魔物は存在しないだろう。

「アブ……アババババババブブブブ……」

「こ、降参します……だからどうか……食べニャいで……」

　こうして俺たちは剣の谷の住人、ネコ族たちを武装解除することに成功した。とはいえやりすぎたのか、話ができる状態になる頃には、日はすっかり傾いていたが。




　正式に客人となった俺たちは、谷で一番大きな族長の屋敷へと通された。

「ふう、落ち着いたか？」

「うるせえ、ニンゲンと話すことニャんかねえ」

　族長のシュリは相変わらずこんな感じだったが、こちらへの敵意はともかく、襲ってくるようなそぶりはない。ほかのネコ族たちは、谷へと案内してくれたネコ忍者のミッケが取りまとめてくれた。

「さて客人よ。ワレワレがお前の仲間ニャカマから奪ったホクホクカブの件だが」

「見たところ、この谷には食料が不足しているようだからね。ホクホクカブについてはそのまま持っていてくれて構わない。ただ馬は返してくれ。こうして君たちと話ができている時点で俺としては儲けものだから、この件はそれで手打ちってことで構わない」

「すまニャい、恩に着る」

　そう言うと、ミッケはすぐさま部下たちに指示を出した。何匹かのネコがうなずいて部屋を出ていった。しかしさすがはネコの谷。右を見ても左を見てもネコだらけだ。ただ、みんな沈痛な面持ちを浮かべているのが気になる。そんな俺の考えを察してか、ミッケがため息交じりに語り始める。

「客人、すでにその目で見て、肌で感じて勘づいているだろうが。この谷は、ある大きな問題を抱えている」

「風だな」

　一拍を置いて、ミッケは重々しくうなずいた。

「その通りだ。かつてこの谷にはいつも風が吹いていた。ワレワレの一族は、その風を利用して、細々とではあるが、不足のない生活を送っていた。だがちょうど、先代の族長が亡ニャくニャった頃だった」

　ミッケはその大きな目をスッと細める。

「ぱたりとやんでしまったのだ、風が。それ以来このありさまだ。生活を支えていたあらゆるものが絶え、いまや自分たちでは、十分な食料の生産もままならない」

「なるほど、それで商隊を襲って食料だけを奪っていたのか」

「ああ、ワレワレは見ての通りの獣人。ニンゲンから見れば魔物の一種だ。ゆえに、金銭的価値のある交易品は、奪い取ったところで卸す先が無ニャいからニャ」

　合点がいった。彼らにとって食料品を積んだ馬車は、狩りの獲物だったのだ。原始人がマンモスを狩ったように、食べられる部分の多い獲物を狙うというのは道理だ。盗賊行為は、立地的にも種族的にも孤立した彼らにとって、自給自足の手段だったのだ。

「それなら、ソラリオンに来ればいい。うちは見ての通り、人と魔物が共存できる街を目指している。無理にとは言わないが、悪くない提案だと思う」

「その申し出は願ってもニャい。……と言いたいところニャのだが」

　ミッケはまたひとつ大きなため息をつくと、窓際でふて腐れている族長、『剣神』のシュリに目を向けた。

「この際だ、はっきり言おう。この谷はもう死んでいる」

「まだ死んでニャい！」

「……とまあ、このように。現実を受け入れられニャいやつらも多いというのが現状だ」

　なるほど、彼らはこの谷で生きることに、こだわりを持っているようだ。シュリはテコでも動かないといった具合に、どっしりとあぐらをかいている。彼のような考えを持つ者も、けして少なくはないのだろう。

「ワレワレは、地下水のくみ上げも、織機を動かすのも、炉に空気を送るのも、すべて風車の力を借りていた。この谷の名産品である剣も、錆びるいっぽうだ。このままでは早晩、狩りも盗賊稼業も立ち行かニャくニャる」

「それならば、風さえ吹けばいいということではありませんか？」

　話を真剣に聞いていたフウカが、首をかしげる。たしかに、フウカが持つスキルには【疾風迅雷】のほかにもうひとつ、強力なスキル【気候操作】がある。それを使えばこのよどんだ谷に風を送り込むことは可能かもしれない。

「試してみる価値はありそうだな。フウカ、任せても構わないかい」

「お任せくださいませ！　このわたくし、ほかの方々のように力も強くなければ、体もそれほど大きくはございませんが、ただのビリビリする鳥ではございませんのよ！」

　フウカは勇み足で屋敷を飛び出すと、不死鳥へと姿を変え、天をあおいで翼を広げた。それを見ていたネコ族たちは一様に目を丸くする。

「さあご覧くださいませ。このわたくし、不死鳥だけに許された超絶奥義。雲よりこぼれる雨粒ひとつとて、大空にあってこのわたくしに御ぎょせないものはございませんのよ」

　相変わらず長々とした口上ののち、不死鳥は空高くへと飛び立った。そして谷を見下ろすほどの高さまで飛び上がると。




【気候操作】




　谷から見える空に雲がかかり始め、あっという間に荒れ模様になる。雨音は次第に大きくなり、数十秒もしないうちに耳を打つ大合唱となった。嵐による横風が、谷を吹き抜けた。いったいどれほど動いていなかったのか、ギギギと軋む音を響かせながら、谷を埋め尽くす風車が回り始める。

「おお、やったぞ。成功だ！」

「当然ですわ。なにせこの【気候操作】はわたくしとお兄様にのみ許された奇跡！　そしてこの嵐は、わたくしどもが初めて出会ったあの日の輝かしき思い出！　いわばわたくしとお兄様の愛の結晶そのものですわ！」

「それはたぶん違うけど、すごいぞフウカ！」

　その後もペラペラと講釈を垂れ流しながら、フウカは谷底の屋敷へと降りてくる。そして翼を折りたたんで着地した、まではよかった。

「あら、変ですわね？」

　フウカが翼をたたむと同時に、雲間から光が漏れ、雨があがる。風も、やんでしまった。

「おかしいですわ。わたくしの【気候操作】に、ぬかりはございませんのに」

　試しに俺も【気候操作】を使ってみる。谷の上空でぐるぐると雲が渦巻き始めるも、風が吹き抜けるほどの嵐にはならない。

「そうか、谷底だからだ」

【気候操作】は『視界内の気象』を操るスキルだ。フウカのように谷の上空まで飛び上がるのならまだしも、谷の底から発動した場合、見える範囲の少なさから、その力を存分に発揮できないのだ。

「うーん、うまくいったと思ったんだけどなあ。それにフウカか俺のどちらかがこの谷に常駐する、ってわけにもいかないからな」

「わたくし、お兄様のそばを離れるつもりは毛頭ございませんわ」

　ずぶ濡ぬれになったフウカの髪を拭きながら屋敷の中に戻ると、室内のあちらこちらで豪快に雨漏りしていた。

「このあたりはあまり激しい雨は降らニャいからな。それに今の嵐で家がいくつか倒壊したようだ。一瞬風が吹くとはいえ、ワレワレの谷にすべての家を建て替えるほどの余力は無ニャい……」

「それはなんというか、申し訳ない。そうだ嵐にも耐える家を建てれば……」

　俺はすぐさま代替案を練る。今のところ自然現象として風を生み出せるスキルは【気候操作】以外にないわけで、それを基軸に考えるとすれば家の補強は必須だろう。かなり無理があるように思えるが、この谷に風を取り戻す方法はあるはずだ。俺にはまだ【錬金術】のスキルがある。あきらめるのはまだ早い。そんな考えを巡らせていた。そのとき。

「もういい！　よそ者がこれ以上でしゃばるニャ！」

　族長、シュリが叫んだ。

「よさニャいかシュリ。客人はワレワレのことを案じ、こうして解決策を練ってくれているのだ。お前の態度は無礼がすぎるぞ」

「無礼ニャのはどっちだ！」

　シュリがミッケに食ってかかる。

「この谷をそこまでごっそり変えちまって、それで全部まるっともと通りだって言えんのかよ！　じいちゃんが大好きだった『剣の谷』だって、胸張って言えんのかよお前！」

「現実を見ろ、シュリ。じいさんはもういニャい。残されたワレワレが、この谷でこれからも生きていくためには、変化を受け入れるしかニャいんだ」

「そんニャ変化だったら、こっちから願い下げだ！　オレはこの谷と共に死ぬ！」

　シュリは一気にまくし立てると、あぐらをかいておいおいと男泣きを始めた。死ぬとまで言われてしまっては、ミッケも俺たちも、なにも言い返せない。どうやら、よかれと思ってやったことが、裏目に出てしまったようだ。俺の力では、変化を生み出す【錬金術】では、この谷を救えない。これまでソラリオンでは経験したことのなかった無力感を、いま俺は強く感じた。

「お兄様、わたくしは……」

　フウカがおろおろと、俺の服の袖を引っ張る。

「大丈夫だ、君はなにも悪くない。俺が足りなかったんだ、力も、配慮も」

　俺は死にゆく谷の改善を焦るあまり、そこに住まうネコ族たちの気持ちを置いてけぼりにしてしまっていた。親切心という大義を振りかざし、彼らの生き方をねじ曲げようとしていた。これが傲慢でなくて、なんだというんだ。

　俺は肩を震わせて涙を流すシュリに近寄ると、膝を折った。

「そんな顔で、いまさらニャんだ、ニンゲン……オレを笑いたければ笑えばいいだろう」

「これまでの無礼な振る舞いを謝らせてほしい。すまなかった」

「ニンゲン……？」

「君たちの生き方を選ぶのは、俺じゃない。ほかの誰でもない、君たち自身だ。それがあたり前のことだっていうのに、手を貸すのが当然だと、思い込んでいた。迷惑をかけて、本当にすまなかった」

　慎重に言葉を選ぶ、しかし嘘は言わない。

「だけどその上で、それでも俺は、君たちに協力させてほしいと思っている。誰かが苦しんで死んでいくのを、ただ黙って見ているだけだなんて、俺にはできない」

　俺の、ありのままの本心を伝える。夢のような理想を掲げる俺は、きっと傲慢な王様なのだろう。だが自分の心に嘘をつく王にはなりたくない。悪魔の森を出たあの日、外の世界の風が頬を撫でたあのときから、この世界を楽しむと、そう決めたんだ。

「………………」

　シュリはしばらく黙っていたが、そのうち耐えかねたかのように、口を開いた。

「……お前にできるのか」

　重い、重いひと言だ。俺はシュリの言葉を真正面から受け止め、答える。

「できるよ。俺が、そうしたいと思ってるから」

　俺は、腹をくくった。お節介だろうが、偽善だろうが、知ったことか。必ずこの谷を救ってみせる。いや、救う。




「やれやれ、君というやつは、救いようのない救世主だ」

　この谷に入ってから、ずっと押し黙っていたエルダーリッチが口を開いた。彼女は髪を少しかき上げると、まるで出来の悪い弟を諭すような目で、俺に微笑みかける。

「君には理想を現実にする力がある。いや、現実を理想に『作り替える力』とでも言うべきかな。君の意思こそが、その力の正体だ。【錬金術】のスキルはその一助にすぎない」

　相変わらず難解なことを言う。しかしそんなものどこ吹く風と言わんばかりに、エルダーリッチ、かの大魔術師ヴァージニア・エル＝ポワレは胸を張る。

「力とは、気高き意思のもとに集うものだ。数多あまたのスキルしかり、この私しかり」

「……ということは、まさか」

　俺はエルダーリッチの目を真っすぐ見つめた。彼女の目は、いつも通り、自信に満ちあふれている。

「ああ、この谷に風を取り戻すための手段について、すでに見当はついている」










第五章　葛藤の夜




　ネコ族たちが住まう、死にゆく集落、剣の谷。ある日突然やんでしまった風を、取り戻す決意を固めた俺に、エルダーリッチ、古いにしえの大魔術師が微笑みかける。

「風を取り戻す方法は、すでに見当がついている」

　そう自信ありげに話すエルダーリッチに、みんなの視線が集中する。

「ニャんと、それはいったいどういう……」

「教えろ！　いや教えてくれ、頼む！」

　ミッケとシュリをはじめ、谷じゅうのネコ族たちが、食い入るようにしてエルダーリッチの言葉を待つ。

「その前に、ひとつ確認させてもらいたい。風がやんでしまったのは、先代の族長が亡くなった頃、というのは間違いないかね？」

「はい、その通りです。じいさん……あ、いえ、先代族長がこの谷を仕切っておられた頃は、まだこのような事態にはニャっておりませんでした」

　エルダーリッチはミッケの言葉にふむ、とうなずくと、ネコ族たちの顔を見回す。

「ならば〈魔石〉があるはずだ」

　それを聞いて、俺は合点がいった。

「なるほど、そういうことか！」

「ヒントを与えすぎてしまったかな」

　俺はかつて剣の谷に吹いていた風は、自然発生したものだと考えていた。だがもし、風そのものが、先代の族長により人為的に生み出されていたものだとしたら。それはスキルによるものにほかならない。

　そしてもうひとつ、先代族長は言わずもがな、ネコ族だろう。つまり魔物だ。ならばその死に際し、必ず〈魔石〉が遺されているはずだ。ならば俺がやることはひとつ。〈魔石〉から風を発生させるスキルを《抽出》する。だが当然、これには問題がある。

「〈魔石〉からスキルを手に入れたとして、それだと俺がここに駐留しなきゃいけないことにならないか」

「それは心配には及ばない。君は私の最高傑作、アジ・ダハーカを覚えているかね」

　邪龍アジ・ダハーカ。俺たちが悪魔の森を脱出する際、大迷宮の最後の障壁として立ちはだかった、無敵のドラゴン。その正体は、大迷宮の守り人エルダーリッチによって創り出されたゴーレム、すなわち無機物生命体だった。リュカたち悪魔の森の最高戦力を揃えてなお、ギリギリの戦いを強いられた相手だ、忘れるはずもない。

「その顔は、私がやろうとしていることに気づいたようだね」

「無機物に、スキルを転写するのか。転移水晶の加工に使った【破壊光線】みたいに」

「ご名答。もっとも、この場合は少々複雑な手順を踏むことになるがね」

　およそ不可能に思われた谷の復興が、俺の【錬金術】とエルダーリッチの技術により、現実味を帯びてきた。

「じいさんの〈魔石〉を使えば、ワレワレの谷に、再び風を取り戻すことができるのか」

「もとの谷の姿を取り戻すという点では、これ以上ない方法だと思う。もしよければ、先代族長の〈魔石〉が安置されている場所に、案内してくれないか」

　ネコ族の忍者、ミッケはしばし考え込むと、覚悟を決めたようにうなずいた。

「わかった、ついてこい」




　ミッケの後に続いて、剣の谷を奥へ奥へと進む。先へ進むにつれて、谷は狭く、細くなっていく。川が流れていないところを見るに、やはりここは自然につくられた谷ではないように思えた。その終端までたどり着いたとき、ミッケが足を止めた。

「ここだ」

　そこには小さな祠ほこらがあった。ささやかな墓碑も建てられている。谷の底にぽつんと佇む祠の周りには、たくさんの白い花が咲いていた。

「見て、ソラ。〈魔石〉よ！」

　リュカが祠を指さす。台座を模した祠の上、暗い谷底にあって、その石は見間違えようもない輝きを放っていた。これが、先代族長の忘れ形見。この谷を救うための、唯一の鍵。

　ネコ族たちは一様に、悲しそうな目で〈魔石〉の輝きを見つめていた。みんなが押し黙る中、ミッケが口を開く。

「ワレワレの族長は、偉大ニャ剣士だった。だがそれ以上に、ワレワレは彼を、一族を導く長として敬愛していた」

「ミッケ、まどろっこしいこと言ってんじゃねえ。じいちゃんはじいちゃんだ、それ以上でもそれ以下でもねえ」

　彼ら一匹一匹が、ここに眠る者に、それぞれ想いを抱えているのだろう。ネコ族たちがなぜ苛酷な境遇にさらされながらも、この谷を離れようとしないのか。それがようやく理解できたような気がした。

「ふむ……やはり、そうか」

〈魔石〉を見たまま、しばらく押し黙っていたエルダーリッチが口を開く。

「私の推察が正しければ、ここに眠っている族長の名は……『アラン』ではないかね」

　そのひと言に、ネコ族たち、そして俺も目を丸くして驚いた。




　剣神アラン。かつてこの世界で活躍した四人の英雄がひとり、大魔術師ヴァージニア・エル＝ポワレの口から語られるその名は、たったひとつの意味しか持たない。その剣のひと振りで大地を裂き、百万里の奈落から、太陽さえも切り裂いたと語り継がれる、『人類』の大英雄。いや、俺を含め、後世の者たちが勝手にそう思い込んでいたにすぎない。

「は、はい。おっしゃる通りです……」

「ちょっと待ってくれエルダーリッチ、それじゃあここは、君のかつての仲間が築いた谷だっていうのか」

「そういうことになるな」

　俺は『魔術師の町』で、大魔術師ヴァージニア・エル＝ポワレがどれほど敬われ、崇め奉られていたかを知っている。しかし目の前の、この小さな祠が、あのヴァージニア・エル＝ポワレと肩を並べる英雄の墓だとしたら、ささやかにすぎる。それになにより、気になることもある。俺は思った疑問を率直に尋ねてみた。

「エルダーリッチ、いったい、いつから気づいていたんだ？」

　彼女は目を伏せながら、答える。

「確信を持っていたわけではない。まずは私が、アランの正体を知る数少ない者のひとりであること。そして彼らの剣捌きから、街道で襲われた時点で、なんらかの関係があるだろうことは疑っていた……いや、違うな」

　いつもの自信は影をひそめ、エルダーリッチは声のトーンを落とした。髪をかき上げるしぐさにも、少し力がないように思う。

「私のかつての仲間たち三人のうち、アランだけは、その死に際についての記載がなかったからな。彼は魔物で寿命も長い。正直に言うと、ひょっとしたら世界のどこかでまだ生きているかもしれないという、甘い期待があったんだ」

　エルダーリッチは祠に歩み寄った。その目は物言わぬ墓碑に注がれている。だが視線の先にはきっと、かつての思い出の日々が映し出されているのだろう。

「そうか、君も逝ったのか」

　その場にいる誰もが、黙ってエルダーリッチの小さな背中を見守っていた。俺自身も、彼女にかける言葉を持たなかった。一度味わった離別と再び向かい合う。その苦痛を分かち合えるほど、俺はまだ、彼女の背中に、追いつけていない。




＊　　＊　　＊




　剣神アランは魔物の身でありながら、人々を守るため剣を取り、強大な魔物たちに立ち向かった。彼らは死闘の末、大魔術師ヴァージニア・エル＝ポワレの身と引き換えに、脅威を、悪魔の森へと封じ込めることに成功した。それがエルダーリッチの知る、物語の結末だ。だが遺された者たちの物語は続く。




　かつて俺がいた世界には、狡こう兎と死して走そう狗く烹にらる、という言葉がある。兎を追いつめるのに役立つ猟犬も、兎が死んだ後は用済みになって鍋の具材にされてしまう、というものだ。

　人類の脅威たる魔物が封じられた後の世界で、英雄でありながら魔物でもあった剣神アランがたどった運命は、想像に難くない。この『剣の谷』と、目の前の墓がそれを物語っている。かつての英雄が、世の目を忍んで興した、同族たちによる集落。それがこの谷の正体だ。

　今なら理解できる。ネコ族がなぜ、あれほどまでに人間を毛嫌いしていたのか。人と魔物の共存という理想を拒絶したのか。




「さて、ここからが、問題だ」

　長い惜別を終え、エルダーリッチが、ようやく俺たちに向き直る。その顔は再び自信に満ちている。しかしその自信はどこか、悪役の仮面をかぶっているように見えた。

「ニャにか問題があるのか。教えてくれ、可能な限り協力させてもらう」

　最初にそう応えたのはミッケだ。しかし、エルダーリッチは首を横に振る。

「君たちがするのは、協力ではなく、決断だ」

　エルダーリッチがなにを言おうとしているのか、俺にはすぐ理解できた。そう、〈魔石〉からスキルを抽出し、この村に再び風を取り戻す。その計画には、乗り越えねばならないひとつの大きな課題があった。

「《分解》……だな」

　俺の言葉に、エルダーリッチは静かにうなずく。ネコ族たちも最初は戸惑っていたようだが、そのうちに、俺の言葉の意味を理解できたようだった。

「改めて説明しよう。この工程にはソラが持つ【錬金術】のスキルが必要不可欠だ。ソラは〈魔石〉を《分解》することで、スキルを《抽出》することができる、つまり」

　みんなが固唾をのんで、エルダーリッチの言葉を待つ。ある者は覚悟を胸に、またある者は、見たくない現実から目を逸らせずに。

「《分解》された〈魔石〉は、当然のことながら、失われる」

　それはネコ族にとって、敬愛する者が、この世から完全に消滅することを意味していた。

　最初に口を開いたのは、現在の族長、シュリだ。

「じいちゃんの〈魔石〉が、無ニャくニャっちまうってのか……？」

「そういうことだ」

「み……認められるか、そんニャもん！　じいちゃんの形見ニャんだぞ！」

　こういう反応になるだろうことは、予想できていた。俺たちにとってはただの〈魔石〉だが、彼らにとってそれは、何物にも代えがたい価値を持つ。それこそ、この谷を離れられないのと同じぐらいに。

「シュリ、お前の気持ちはわかる。ワガハイだって同じ思いだ。だが同時にこうも思う。こうして彼らがこの谷を訪れたのも、じいさんが彼らを呼んだからじゃニャいかと」

「そんニャの偶然だ！」

「この客人は、じいさんのかつての仲間ニャカマだ。偶然でこのようなことが起こるものか」

「認めニャいニャーっ！」

　それでも首を横に振り続けるシュリに、ミッケが掴つかみかかる。

「形見を守ってこの谷と一族を滅ぼすつもりか。たとえ形見を失ってでも、この谷と一族を守るのがお前の役目だろうが。いまの族長はお前ニャんだよ、シュリ！」

「うるせえーっ！　イヤニャもんはイヤニャんだーっ！」

　シュリは駄々っ子のようにわめき散らしながら、集落の方へと駆けていった。後に残された者たちの間に、沈黙が流れる。

「すまニャい客人。みっともニャいところを見せてしまった。一日だけ、時間をくれニャいか。アイツも頭では、ニャにが正しい選択か、わかっているんだ」

「ああ、俺たちはそれで構わない。難しい決断だということもわかる」

　この件に関しては、彼らが決断しなければならない問題だ。手を貸すだけの俺たちが、口を挟めるようなものではない。

「恩に着る、客人。もう日も沈む。今夜は谷に泊まっていけ。たいしたもてニャしはできニャいがニャ」

　ミッケは名残惜しそうに〈魔石〉を眺めていたが、ほどなくして、祠に背を向けて歩き始めた。気丈に振る舞ってはいたが、強く握りしめられていた肉球には、自らの深い爪が食い込んでいた。




　その夜は、予想に反して、ずいぶんと賑やかだった。シュリ一匹を除くほとんどのネコ族は、早くも谷の復活を前に、ささやかながら前祝と称して酒盛りを始めていた。

「ソラどの～、この谷をよろしくお願いするんだニャぁ～」

「成功を祈願して、いっちょ舞ってやりますかニャ」

「おおっ、あれをやる気だニャ、ブッチお得意の『つるぎの舞』を」

　ホクホクカブのスープを囲み、ネコたちが上機嫌で踊りだす。振る舞われている料理はほぼすべてソラリオンの商隊から奪われたものだが、いまさら無粋なことは言うつもりはない。彼らとこうして友好的な関係を築けたことは喜ばしい限りだ。それになにより……。

「ニャッホ、ニャッホ、ニャッホ」

「フーッシッ、フーッシッ、ニャロロロロロ」

「マーオ、マーオス、フォルルルル」

　眼福だ。ネコたちに囲まれて、しかも会話までできるなんて、ここはネコ派の楽園だ。俺もうここに住みたくなってきた。

「ソラ、この谷とも協定を結ぶの？」

　リュカがホクホクカブのサラダを片手に話しかけてくる。

「ああ、そのつもりだよ。ここのみんなは恐ろしく腕が立つ。おそらくは剣神アランの薫陶なんだろうけど。いざというとき、彼らの力を借りることができれば、ソラリオンにとって大きなメリットになる」

　というのは建前で、俺はこの谷に足しげく通って、定期的にネコ成分を補給したいと思っている。ネコ好きには、ネコからしか摂取できない栄養があるのだ。

「そう、ならいいんだけど。ソラがなんだかよこしまなことを考えているような顔をしてたから、ちょっと気になったの」

　こういうところは勘が鋭い。たしかに彼らネコ族は、厳密にはネコではなく、リュカたちと同じ魔物だ。大事な仲間として、俺がほかの魔物にうつつを抜かしすぎる前に、釘を刺しておこうということか。なるほど、肝に銘じておこう。

　しかしネコ族とこうして仲よくなれたのも『彼女たち』のおかげだろう。ひとりは言わずもがな、エルダーリッチだ。

「エルダーリッチどの、先代のことをもっと教えてくれ」

「若い頃のじいさんの話、もっと聞きたいニャ」

「まあ、私はあまり自分の出自に関わる話はしたくないのだがね。君たちに語るぶんには問題ないだろう。そうだな、あれは今から六百年ほど前の……」

　剣神アランを敬うネコ族たちは、彼と同じパーティーで冒険していた彼女の話を、真剣に聞いていた。といってもほとんど歴史の授業みたいになっている。……いま六百年とか言わなかったか？

　そしてもうひとりは意外なことに、

「おほほほほ、モテ期到来ですわーっ！　そう、このわたくし不死鳥はなにを隠そう、思慮深く雄ゆう邁まいなるお兄様の片腕にして、ソラリオンにおいてはお兄様に次ぐ聡明な頭脳を誇る俊英！　将来性と成長性においては他の追随を許しませんのよ！」

　フウカもまた、エルダーリッチと同じく多くのネコたちに囲まれ、もてはやされていた。しかし崇敬を集めているというよりは、フウカ自身が言うように『モテ期』がきたと言っても過言ではないありさまであった。

「さあ、どんどん召し上がってください」

「フウカどの、お肩をお揉もみいたします」

「苦しゅうない、苦しゅうないですわ。しかし困りましたわね。わたくしにはお兄様という運命のお方がいるにもかかわらず、このままでは、この谷にわたくし専用のハーレムを築いてしまいそうですわ。おほほ、まいってしまいますわー」

　フウカは片手で飲み物をちゅーちゅーしながら、もう片方の手で寄ってきたネコの喉をゴロゴロナデナデしていた。不死鳥の姿をさらしたことで、ネコ族たちはフウカに強い興味を抱いたらしい。ミッケは、彼らの種族特有の、本能的なものだと言っていた。遺伝子レベルでネコに好かれているということか、正直とてもうらやましい。

「さあどんどん食べて太っ……、ご成長ニャさってください」

「お肉は揉むと柔ら……、いえ、しっかりと肩の凝りをほぐしておかニャくては」

　エサだと思われてない？

　いっぽう、ミュウとサレンはさっきからホクホクカブ料理を食べるのに夢中だ。

「ナンカ、ヘンナアジ」

「……甘いような、しょっぱいような……」

　たしかに、不思議な味付けだなとは、俺も感じていた。ホクホクカブそのものも、煮込めば強い甘味が出てくるのだが、それとは別の甘さがある。それに、ごくわずかだが、塩気と酸味があるように思う。この谷で塩が採れるようには思えないのだが。

「ああ、それはデスアントだニャ」

　おっと聞き捨てならない。

「……アリが、入ってるの？」

「いやいやまさか。デスアントが集めている蜜を、少し分けてもらっているだけだ。蜜をためすぎて動けニャくニャった、欲張りなやつから、ちょろっとニャ」
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　腹に蜜をため込む習性を持つアリは、この世界にもいるようだ。たしか、ハニーポットアントだったか。しかし俺は、この世界ではまだ虫そのものを見かけていない。いや見かけなくてもいいんだけど。たしか以前、市長が畑の害虫駆除にと言って、やけに長い槍を磨いていたのを思い出す。いやまさかね。

「なあ、その、ちょっと聞きたいんだけど。そのデスアントって、大きいのか？」

「そんニャにデカくニャいぞ」

「ほっ、ならよかった」

「お前たちの馬よりちょっと小さいニャ」

　でけえ。よくそんなデカい昆虫から蜜盗んでこれるなこいつら。

「この蜜で造るお酒がまた、ウマいんだニャこれが。まあ腹にたまるわけじゃニャいから、こういう特別ニャときにしか飲まニャいんだけど。ささ、ソラどのも試しに一杯」

　なるほど、食料難ではあるが、お酒だけはあるのか。アリ蜜酒、甘い香りに反して度数は強そうだ。これはいかにも冒険者や職人が好みそうな味だな。この谷は剣作りに定評があるそうだが、このお酒も特産品としての価値は高そうだ。

「ソラ」

　俺が感慨深くアリ蜜酒を眺めていると、フェリスが厳しい目つきで俺を睨んでくる。

「あれ、フェリス、ちょっと酔ってる？」

「私は酔わない」

　ちらりと床に目をやると、すでに蜜酒のジョッキが七つほど転がっている。ずいぶんと速いペースで飲んでいるようだ。

「フェリス、何杯飲んだ？」

「一杯だけら」

　二杯目から先の記憶は、すでにないようだ。

「それよりもソラ、お前に聞きたいことがある」

「な、なにかな？」

「いいから来い」

　俺は襟を掴まれ、大部屋の隅に追いつめられた。普段の歯に衣着せない言動にお酒も相まってか、今のフェリスにはかなりの迫力がある。まるで鞭を手にした尋問官だ。

「ソラ、お前は、モフモフが好きなのか」

「それは、まあ、好きだけど」

　なにやら含みのある質問に対し、俺は素直に答える。

「私もモフモフだ」

　雲行きが怪しくなってきた。この『剣の谷』を訪れるに際し、俺は幾度となく必殺のモフモフナデナデを、ネコとじゃれ合っているような感覚で実行してきたわけだが。言わずもがな、相手はネコではなく魔物だ。

　そしてほぼ全員が魔物にカテゴライズされる、俺たちのパーティーにおいて、モフモフの毛並みを持つ仲間は、狼のフェリスをおいてほかにいない。俺がネコ族のモフモフにばかりかまけているから、ジェラシーを燃やしているのか。

「そうだね。フェリスもモフモフだね」

「撫でろ」

　あんぐりと開いた俺の口から、糖蜜酒が垂れる。ジェラシーはジェラシーでも、フェリスはメラメラと燃やし燻らせるタイプではない。冷たく研ぎ澄まされた氷の刃のように、真正面からズバッとくる。それがフェリスだ。

「いや、撫でろって言われても……」

「私もモフモフだ、やれ」

　人間の姿である今のフェリスの、どこにモフモフがあるというのだろうか。だがそんなことはお構いなしとばかりに、フェリスはその赤らんだ顔を近づけてくる。

　ネコ族相手のモフモフナデナデでさえ、セクハラまがいのそしりを受けたのだ。もし今の、一見して女の子でしかないフェリスに『モフモフナデナデ』をかまそうものなら、それはもういっさい弁解の余地がないのではなかろうか。

「そうはいってもフェリス、みんなが見てる前でそれは……」

「やれ」

「……はい」

　脅迫に屈した俺は、おそるおそるフェリスの細い顎を撫でる。案の定、モフモフというか、すべすべだ。

「んっ……あっ……」

　指先が輪郭をなぞるたびに、フェリスが変な声を出す。幸いにも、ほかの仲間たちはネコたちと談笑していたようで気づかれなかったが、声は控えてもらいたいところだ。万が一この状況を見られようものなら、なんの言い訳もできない。

「うんっ……悪くは、ないな」

「俺は気が気じゃないよ」

「気が乗らないなら、ほかの場所も撫でてみろ」

　ここでそれは、大変よろしくない方向に進んでしまっている気がする。いやほかの場所でならよろしいというわけでもないが。フェリスはすっかり酔っているわけで、いやまあ、やぶさかではないにしろ。試しにうなじに手を伸ばしてみる。

「ひゃうんっ！」

　フェリスの口から、普段の彼女からは想像できないような声が出た。

「あら、なんの声かしら？」

　ネコ族の統治について、ミッケと話し込んでいたリュカが、ふと顔を上げる。さすがの俺でも、リュカにこの場を見られるのはまずいということはわかる。俺はリュカに背を向け、フェリスの姿を覆い隠す。

「今たしかに、なにか『ひゃうんっ』って……」

「それはきっと、馬のいニャニャきだ。谷に連れてこられて不安ニャんだろう。もちろん、馬は約束どおり返すから、安心してくれ」

「そっか、そうね。ああそうだわ、馬車の回収も手配しなきゃ……」

　こんな酒盛りの場でも公務を忘れないリュカには頭が下がるばかりだ。それに引き換え、今の俺ときたらどうだろう。

「ソラ、こんなところで……みんなに見られる」

　図らずも俺は、大部屋の隅っこの暗がりで、フェリスを壁に押しつけているわけで。いや、これはモフモフナデナデを見られたくないがための不可抗力であって、断じて押し倒そうとしているとか、そういうアレではない。アレではないのだが。

「見られるのは、さすがに恥ずかしい」

「いやいや、これは撫でてるだけだから！　モフモフナデナデしてるだけだから！」

　それでも十分アウトなんだよね。むしろもうコールド負けだから。誰かに見られた時点でゲームセットだよ。

「あらぁ～？　なでなで～？」

　背後からのんびりとした声と気配が迫ってくる。ついに見つかってしまった。しかもこの母性を体現したかのような重圧は。

「ソラ～？　なでなでしてほしいの～？」

　振り返るとそこには、両手にぐったりとしたネコ族を抱えた、ホエルが立っていた。その背後には、フェリスとは比べものにならないほど、大量の酒樽が転がっている。飲み比べでもしていたのだろうか。べらぼうに飲むことを鯨げい飲いんというが、本物の白鯨はやはり格が違う。

「じゃあ～、なでなで～、してあげるね～」

　いや、見た目は素面しらふとさして変わらないが、ホエルもかなりできあがっている。問題はその手がわきわきとうごめいていることだ。逃げだそうとする俺の頭を、ホエルががっしりと掴み込む。ホエルが俺とフェリスの状況に無頓着であったことは不幸中の幸いだが、幸いなど霞かすんで吹き飛んでしまうほどの不幸が、今まさに俺の身に迫っている。

「ま、待ってくれホエル。話せばわか……」

「なでなで～」




　――ゴッリ




〝ひとなで〟で視界が九十度傾いた。俺の顎関節から、生まれてからこれまで聞いたことのない音が響く。整体でゴキゴキバキバキやるあれを、ショベルカーでやると、たぶんこんな音が出る。

「ソラ～？　お空に昇っちゃうくらい、気持ちいいでしょ～？」




　――ギュロ




　今度は反対側に脳を揺さぶられる。昇っちゃう、ほんとに、お空の彼方まで意識が飛んでいっちゃう。正常な頸けい椎ついは、ギュロとかいわない。俺のもはや天文学的なＨＰが、洒落しゃれにならない割合で減っていく。

「ちょっと、なにやってるのよホエル！　ソラ、大丈夫？」

　さすがに騒ぎを聞きつけたリュカが、止めに入ってくれた。リュカがいなかったら、たぶん宇宙まで昇っていたことだろう。酒盛りはその後も続いたが、俺はひと足先に宴会場を後にした。




「うう、まだ顎が痛い……」

　屋敷を出て、谷底から空を見上げる。夜空には丸い月が浮かんでいた。こちらの世界では、厳密には月とは呼ばないのだろうが、夜空に浮かぶひときわ大きな星に、それ以外の呼び名は思いつかない。

　ふと見ると、もうひとり、いや一匹、月を見上げているネコがいた。

「ニャんだニンゲン。谷の酒は口に合わニャかったのか」

　族長のシュリだ。ネコ族たちの中でただ一匹、〈魔石〉の《分解》に反対しているせいか、宴会場では見かけなかった。

「いや、お酒はうまかったよ。俺の仲間たちも気に入ったみたいだ」

「……そうか、あの酒はじいちゃんも好きだったからニャ。当然だ」

「邪魔して悪かった。俺はもう戻るよ」

　一匹でたそがれているところに、水を差すこともあるまい。俺は踵を返し、屋敷へ戻ろうとした。その背中に声がかかる。

「まあ待て、ニンゲン」

　俺が振り返ると、シュリのモフモフとした頭頂部が見えた。

「さっきは、すまなかった」

　シュリは俺に頭を下げて、そう言う。ニンゲンであり、毛嫌いしているであろう、俺に向かって。俺は少しの沈黙の後、答える。

「謝ることはないよ。いきなりやって来た俺たちが、君たちの大事な長老の形見に触れようとしてるんだから。拒絶するのは当然だ」

　シュリの目線から言ってしまえば、俺は嫌なやつだと思う。しかしシュリは、これまでのように激情を表に出すことなく、静かに語る。

「お前がじいちゃんの〈魔石〉を悪用しようってんニャら、とっくにそうしてるだろう。それだけの力がお前にはあるんだからニャ」

　それはきっと、その通りだ。〈魔石〉に封じられたスキルだけが目あてなら、もっと言えばネコ族に言うことを聞かせたいだけなら、俺は相手を屈服させるのに十分なステータスを有している。なんなら、【百鬼夜行】を使ってしまえば済む話だ。それをしない俺に、シュリ自身、思うところがあったのかもしれない。

「お前は、ニンゲンにしてはいいやつだ。それはわかるんだ。オレの仲間たちもお前に信頼を寄せている。お前は、信じるに足るニンゲンだ」

「ありがとう、シュリ」

「礼は言うニャ。オレはまだ、納得ニャットクできてニャいんだ。お前は正しい。そう、頭では理解しているんだが。……感情はどうにもニャらねえ。オレはミッケほど合理的にものを考えられないからニャ」

　そう言うと、シュリはまた夜空に目を向けた。月の光を顔に浴びて、大きな瞳孔がキュッとしまる。

「教えてくれニンゲン。オレはどうすりゃあいい」

　その問いに、俺は即答することができなかった。生まれ育った地も、一族の仲間たちも、当然捨てることなどできないものだ。しかしそれと同様に、亡き敬愛する者との思い出も、大事であることに変わりはない。

　風のない夜の谷を、月明かりだけが照らす。色濃く刻まれたふたつの影に、三つめの影が加わる。

「やれやれ、君は他人に理由を押しつけるのが、よほど好きなようだ」

　夜の帳とばりをまとうように、大魔術師がそこにいた。

「エルダーリッチ、いつからそこにいたんだ？」

「酔い覚ましに抜け出してきたら、君のうしろ姿が見えたものでね。盗み聞きをするつもりはなかったのだが、ほかに行くところもない」

　髪をかき上げながら小さく微笑むと、エルダーリッチはシュリに対して向き直る。

「判断は任せると言ったものの、少し背中を押してやらねばならないようだね」

　シュリの、ネコ族たちのじいちゃん、剣神アラン。その盟友は、月を背に、影を背負いながら語り始める。

「時の流れはあらゆるモノに変化をもたらす。モノはいずれ、その変化と共に失われる。〈魔石〉に限らず、遺された者たちが故人を慕う気持ちとて、例外ではない」

　エル＝ポワレの町で、あれほど慕われていたエルダーリッチであったが、彼女が言う『遺された者』とは、彼らのような、後世の人物という意味ではない。数百年間『死んでいた』彼女が知りようもない、もっと、近しい者のことだ。

「このまま谷を飢えさせ、静かに滅びの道を歩いていけば、もっとも大事なそれが失われることになるだろう。それどころか、君たちがこのまま野盗に成り下がり続ければ、一族が滅びるよりも前に、剣神アランを慕う心そのものが失われるのではないか」

　エルダーリッチの問いかけは、重く、鋭い。遠回りなようでいて、いつも的確に急所を射貫いてくる。

「はっきり言おう。死者などに縛られるな」

　珍しく、エルダーリッチははっきりと言いきった。彼女の言葉はどこか、彼女自身にも向けられている。そんな気がした。シュリは耳をうなだれて目を逸らす。

「けどオレは、じいちゃんを忘れることニャんかできねえよ……」

「それは前に進まない理由を死者に押しつけているだけだ。そんな生き方が、アランの残したものだと言えるのかね」

　あくまでも理性的に。しかし、その語気には彼女らしからぬ、強い感情が込められているように感じられた。シュリはまるで親に叱られた子供のように、しゅんと肩を落とす。

「……悪かった。ひと晩、よく考える」

　そうひと言だけつぶやいて、シュリはとぼとぼと、屋敷へ帰っていった。俺とエルダーリッチは、黙ってその背中を見送った。

　それからしばらくの間、無言の時が流れた。先に口を開いたのはエルダーリッチだった。

「他人に説教する姿を弟子に見られるというのは、あまり気分のいいものではないな」

「席を外した方がよかったか」

「いや、君を嫌っているわけではない。歳をとるといろいろなことに鈍感になっていくんだ。そして鈍感な自分に嫌悪感を覚え始める。私はひねくれた老いぼれだからね」

　月が、彼女の顔に影を落とす。いつもと変わらない薄い笑み。しかし俺にはそれが、彼女自身を嘲っているようにも、同時に、泣いているようにも見えた。俺は大図書館で彼女が見せた姿を思い出す。




　自信に満ちた、その笑みの下で。




『君の仲間がまぶしい。でもそこに入っていくのが怖いんだ』




　彼女は、いつも怯えていた。




『私は大切なものを……いつだって……どうしたって失う……』




　彼女は、いつも泣いていた。




　あの薄暗い、悪魔の森を囲む大迷宮という『墓』の下で。何百年もの間、彼女は孤独だった。もちろん、生まれながらに孤独な者も、自ら好んで孤独に浴する者もいる。

　だが彼女は、選んだ。仲間と共に歩む日のあたる道から外れ、暗く冷たい孤独の道へと進むことを。その先が、行き止まりであると知りながら。

「若人にあたり散らすとは、私も焼きが回ったものだ」

「ヴァージニア」

　気づけば、俺は彼女のことをそう呼んでいた。不意に名を呼ばれた彼女は、少し驚いたようだった。

「どうしたのかね、改まって。その名には居心地の悪さを感じずにいられないのだが」

「アランと君は、違う」

「………………！」

　俺の言葉に、彼女は大きく目を見開いた。薄い笑みの、仮面の下から、ヴァージニア・エル＝ポワレの顔が見えた。エルダーリッチが自分を嘲るのは、彼女自身と、ネコ族を残して逝ってしまったアランの境遇を、重ねているからだと思った。いや、思っていた。

「なにを言い出すかと思えば、あたり前のことを。たしかに私はエルダーリッチ、とっくの昔に死んだ女だ。立派な墓もある。だから死者の肩を持って生者をいたぶるべきではないとでも言うつもりかね」

「そうじゃない。アランはたしかに、ネコ族のみんなに課題を与えた。身勝手に逝ってしまったアランも、遺されたネコ族たちの停滞も、君が許せないタチだというのは知っている」

　俺は言葉を選んだ。こんなものは俺の憶測にすぎないのだろう。だが今の、つらそうな師匠を、仲間を前にして、言わずにはいられなかった。

「君が本当に許せないのは、いや、〝おそれて〟いるのは、君自身なんじゃないのか」







＊　　＊　　＊







　――偏屈――。




　もしヴァージニア・エル＝ポワレという存在をひと言で表すとすれば、それ以外の言葉はないだろう。それが私だ。




　私は嫌いだ。他人と心を通わせることが。

　私は嫌いだ。勝手に本意を読み解かれることが。

　私は嫌いだ。他人の心を軽んじる私自身が。

　私は嫌いだ。自分を棚に上げる私自身が。

　私は嫌いだ。決断を下せない私自身が。

　私は嫌いだ。そんな私に、心を向けられることが。




　私は、私が嫌いなのだ。だがそんな私に、かつて声をかけた者たちがいた。共に世界を救おうと。みんなが私を英雄ともてはやした。私は、私をほんの少しだけ好きになれた。

　しかし、彼らと歩んだその道は、多くの犠牲を伴うものだった。私は、また私を嫌いになりたくなかった。だから私は、迷うことなく、私ひとりを犠牲にする道を選んだ。英雄として死ぬことを選んだ。




　彼らが私を仲間として信頼してくれていることを、私は知っていた。私を英雄として信頼するみんなの心を、私は知っていた。そんな彼らを救うために私は、自分勝手に、信頼を裏切った。遺された者たちを悲しませることはわかりきっていた。

　私は、私自身のために、悲しみを背負う生き方を、ほかの者たちに強いたのだ。




　それでよかった。死にゆく者の自己満足だ。君たちは悲しみを乗り越えて、せいぜい長生きすればいい。私は悲しまない。悲しむことなど、許されるはずもない。もっとも、死者にはそんなもの、必要ないのだが。




　ところが、私の墓は暴かれた。

　行き止まりだと思っていた暗い道に、突然日が差した。私は仲間と呼べるものを『得てしまった』。私がかつて、うしろ足で泥を引っかけた信頼が、私をなじった。




　私は嫌いだ。私自身が。




　仲間たちが私を呼ぶごとに、かつての私が意地悪な顔を出す。信頼を得るごとに、消し去れない過去の私が、私の胸に釘を刺す。だから私は、私を拒絶する。ヴァージニア・エル＝ポワレの名を嫌う。

　ヴァージニア・エル＝ポワレは、自身を殺すことをいとわない。仲間を悲しませることをいとわない。信頼を蹴り飛ばすことをいとわない。自分勝手で、偏屈な魔術師だから。それが英雄として生きる者の宿命だから。彼女は大切なものを、いつだって、失う。




『君が本当に許せないのは、いや、〝おそれて〟いるのは、君自身なんじゃないのか』




　弟子の放ったそのひと言は、的確に、私の心臓を射貫いた。私は、本当は、恐れていたのだ。みんなからの信頼よりも、ヴァージニア・エル＝ポワレとしての生き方を強いる私自身を。それは英雄としての、凝り固まった矜持にほかならない。私は今も恐れている。私の中のヴァージニア・エル＝ポワレを。仲間を失うことをいとわない、偏屈ゆえの慢心を。




＊　　＊　　＊




「やれやれ、聡さとい弟子を持つと、師匠は苦労するものだ」

　エルダーリッチはそう言うと、観念したかのように笑ってみせた。

「去る者の側に立って、わがままを押し通しただけだというのに、そこまで喝破してみせるとは、私はそれほど臆病者に見えたかね」

「半分は勘だよ。ただ、このところ珍しく感情的になることが多かったから」

「なるほど、よく見ている」

　月明かりに照らされたエルダーリッチの姿は、けして夜の闇に溶けることのない、力強き古の英雄、そのものだ。

「私は『ヴァージニア・エル＝ポワレ』という生き方を捨てることができない。君が推察した通り、私は私を恐れているとも言える。使命を帯びた虚勢とは、呪いなのだよ」

　俺だって確信があったわけじゃない。ただ、もし俺がエルダーリッチと同じ立場だったらと、そう考えただけだ。仲間のために自分自身を捨てる。俺がもし、一度その選択をしてしまえば、きっとまた同じことをしてしまうのではないかと、自分を恐れる。エルダーリッチが仲間たちとの間に、どこか一線を引いているのは、きっとそのせいだ。

「君もよくわかっただろう。私のような化石は、頑固で偏屈なのだよ。だからもし今後、私が英雄の矜持にかられ、君たちのために命を落とすようなことがあったとしても。君たちがネコ族たちのように悲しんだり、気に病んだりする必要はどこにもないんだ」

　エルダーリッチの腕が、俺の肩に回される。髪の香りが俺の鼻をくすぐる。

「これは師匠としての命令だ。君は私のために立ち止まらないでくれ」

　不死者アンデッドであるエルダーリッチの心臓は、音を奏でない。冷たく、静かな抱擁だった。俺は彼女の肩に手を回す。

「悪いけど、その命令は聞けない」

　それが俺の答えだった。

「聞き分けの悪い弟子は、嫌いだ」

「弟子としてじゃない。仲間として、如月空として、俺には、君の死を前提とした約束はできない」

　腕に力を込める。堂々たる大魔術師の偉大な背中が、俺の腕の中ではこんなにも小さく感じる。彼女は伝説なんかじゃない、いま、俺の腕の中に、たしかにいる。

「今後どんなことがあっても、大切な仲間である君が死ななければならないような、そんなつらい選択を強いられるような状況には、俺が絶対にさせない。ヴァージニア・エル＝ポワレには、ずっと俺の隣にいてほしい」

　もし英雄としての矜持が、彼女を暗く孤独な道に進ませるなら、俺はその英雄にも立ち向かって、打ち勝ってみせる。もう二度と、彼女をひとりには、しない。

　しばしの沈黙の後、エルダーリッチは俺の頬に、自分の頬を寄せた。

「そこまで、言われてはね」

　触れ合った頬は氷のように冷たい。彼女の表情は見えなかったが、笑っていることだけは伝わってきた。

「君は私よりも偏屈だな。この私さえも、救うというのだから」
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「そりゃあ一度墓に入った英雄に、大きい顔をさせ続けるわけにもいかないからね」

「言ってくれるじゃあないか」

　エルダーリッチはそう言うと、抱擁をといて俺の手を取った。

「ならば今日からは、君が私の英雄だ」

　そう言った彼女の表情は、これまで見てきたどのエルダーリッチの仮面とも違う、少女のように、可憐で無邪気な笑顔だった。

「それと君にひとつ、師匠として忠告しておこう。君の不用意な言葉選びは、時に誤解を生みかねない。まるでプロポーズだ、聞いているこちらが恥ずかしくなってくる」

「あれ……そうだったかな。ごめん、必死だったから」

「無論私は、君がそのような意図をもって、私を口説いているわけではないと理解しているがね。自覚がないのであれば、今後は気をつけたまえ。気をつけてもどうにもならないということであれば……」

　あらためて、握られた手がほどけてはつなぎ直される。エルダーリッチの氷のように冷たい指と、俺の指が、からまる。

「せめて、覚悟は決めるべきだ」

　エルダーリッチの整った顔が、すぐ目の前に迫る。鼻先が触れ合いそうな距離で、俺にしか聞こえないほどの声で、彼女が囁く。

「ここまで心を許すつもりは、なかったのだがね」

　薄い唇は、もう指一本の距離だ。この展開は少し予想していなかった。

「え。エル……」

「ヴァージニアだ」

　最後に残されたほんのわずかな距離を縮めるのは、きっと俺の役目だ。私に恥をかかせるなという声が聞こえるような気がする。

「ヴァ、ヴァー……ジニア」

　さっきはすんなりと言えた彼女の名前を、ただひと言つむぐ。それだけのことに、こんなにも唇に勇気を送り込まなければならないとは。もう覚悟を決めるしかない。決めろ、覚悟を。

　俺は全身全霊の勇気を振り絞って、最後の一線を越えようとした。次の瞬間、




「お兄さまああああああああああああああああッッッ!!!!!!!!!!」




　その勇気は、フウカの泣き叫ぶ声によってかき消された。

　我に返った俺たちは、慌てて距離を取る。そうだ、ここは剣の谷。ソラリオンの自室じゃないことを失念していた。目をやると、屋敷から大量のネコにまとわりつかれたフウカが這い出してきているところだった。

「後生だから、後生だからひと舐ニャめだけさせてくれーっ！」

「かじらないから！　痛くないから！　さきっちょだけだから！」

　いよいよもってエサと化しつつあるフウカに、ネコたちが群がって大きな団子みたいになっている。そういえばこの谷に来る道中、ミッケがしきりに鳥がどうこう気にしていたが。なるほど、ネコは本能的に鳥を襲わずにはいられないらしい。

「お兄様あああッ、助けてくださいましーッ！　このままだと、このままだとわたくし食べられてしまいますわーっ！　今すぐここを離れて安全なところに！　ああっ、やめてくださいまし、わたくしはおいしくありませんわあああーーッッ！」

　モテ期から一転、バイオハザードに放り込まれたフウカは、狂乱しながら両手両足を振り回していた。あれだけ図に乗っていたというのに、気の毒な。しかしちょっとうらやましい。

　俺と『ヴァージニア』は、思わず顔を見合わせ、同時に噴き出した。










第六章　英霊の試練




　翌朝、俺たちは剣神アランの祠の前に集まった。谷じゅうのネコたちが、俺の視界いっぱい、ところ狭しと集まっている。こんなにいたのか、まるで猫島だ。俺やっぱりここに住みたい。

「あわわわわわ……お兄様、ここはケダモノの住む魔窟ですわあああ……」

　昨夜の一件から完全に怯えきったフウカは、さっきから俺の服の裾を掴んで放そうとしない。まあ、彼らも本気で食べようとしていたわけではないのだが、フウカの気持ちもわからなくはない。

　なにはともあれ、〈魔石〉からスキルを抽出する準備は整った。

「本当にいいんだな」

　俺はミッケとシュリに、あらためて確認する。

「ああ、ワレワレはいつ始めてもらっても構わニャい。シュリの覚悟が変わらないうちにやってくれ」

「うるせえ！　オレの腹はもう決まってんだ！」

「……だそうだ。ソラどの、頼む」

　俺はふたりの覚悟を受け取り、静かにうなずく。

「ソラ、いまさら言うのもなんだが」

　作業に取りかかるべく、さっそく〈魔石〉へと手を伸ばした俺に、エルダーリッチ……ヴァージニアが声をかける。

「どうしたんだ。ここまできてやめるって選択肢はないぞ」

「いや、そうではないんだ。ただ、胸騒ぎがする。……まあ待て、まったく論理的ではないことを言っているのは自覚している。そうだな、いうなれば」

　そして大真面目な顔でこんなことを言う。

「女の勘というやつだ」

　ヴァージニアの言葉に、俺のみならず、仲間たちはみんな呆然とする。彼女が感覚でモノを語るようなタイプではない、というのは周知の事実だ。

「どうしちゃったのエルダーリッチ、熱でもあるの？」

「アンデッドも熱が出るのか？」

　リュカやフェリスがヴァージニアの顔を覗き込む。

「んま、んまあ！　エルダーリッチさん、それはひょっとして新しいスキルですの？　ひょっとして昨日お兄様とおふたりして逢あい引びきなされていたこととなにか関係がございますの!?」

　相変わらず俺の服を掴んだまま、フウカが口をはさむ。あんな団子状態になって号泣しながらも、ちゃっかり俺たちのことは見ていたのか。フウカの口止めをしなかったのは、迂闊だった。いや止めても止まんないだろうけどこの子は。

「……ソラ？　逢い引きってなあに？」

　リュカが表情をこわばらせながら聞いてくる。ひんやりとした谷底の空気が、二、三度ほど上昇したような気がする。

「リュカ、知らないのか。逢い引きというのは繁殖行為だ。私は逢い引きにも詳しい」

　フェリスが言う。今度は気温がぐっと下がる。ジェットコースターなみに急激な気温の上下運動に、このままではみんなまとめて風邪をひきかねない。

「じゃあ、作業を始めるぞ！」

　まるで朝食の席で不倫を問いつめられた亭主が、仕事に逃げ道を求めるように。

　剣神アランには本当に申し訳ないと思いつつ、俺は【錬金術】を発動した。




《分解》




　スキルの発動と共に〈魔石〉はぐにゃりと形を変え……いや。〈魔石〉だけじゃない。祠も、ギャラリーの顔も、すべてが歪んでいる。そうか、歪んでいるのは、俺の視界だ。

「ソラ！」

　ヴァージニアが俺を呼ぶ声が聞こえる。ぐねぐねとしたうねりにのみ込まれつつある俺の手を、意識を、冷たい手が引き戻そうとする。

　しかし、その手もろとも、俺は。俺たちは。




　気がつくと同時に、花の香りが鼻をくすぐった。

「なにが起こったんだ……？」

　俺は花畑の真ん中で、仰向けに寝転がっていた。もちろん、あの谷底の祠ではない。それどころか俺たちがいた世界なのかどうかも怪しい。空には星がまたたき、『ふたつの月』が俺を見下ろしていた。

「ここは……？」

　体を起こして周囲を見回す。あの谷底で見た白い花が、四方八方、途切れることなく地平線まで咲いていた。その花畑に、仲間たちが、俺と同じように倒れている。

「うーん、逢い引き……」

「モフモフは私だ……」

　リュカとフェリスは反応があるから大丈夫そうだ。フウカとホエル、それにサレンとミュウも。反応がないのは、

「ヴァージニア！」

「…………」

「おいしっかりしろ、ヴァージニア！」

　俺が慌てて体を揺り動かすと、ヴァージニアは渋々といった具合に目を開けた。

「聞こえているよ。いま魔法で周囲の様子を探っているんだ、少し静かにしてくれたまえ」

「よかった、目を覚まさなかったらどうしようかと」

「キスで起こしてくれるのであれば、もう少し眠っていればよかったかな。しかし、状況はあまりよくない。ソラ、厄介なことになったぞ」

　ヴァージニアほど詳細はわからないまでも、自分たちが置かれた状況については、さすがの俺でもなんとなく理解できる。

「我々はトラップにかかった。おそらくは〈魔石〉を悪用しようとする者を感知し、自動で発動する精神転移系の魔法罠だ。アランめ、最後の最後にやってくれる」

　俺はヴァージニアが言っていたことを思い出した。女の勘というのは、馬鹿にならない。つまるところ、この不自然な夜空と、一面に広がる花畑は、剣神アランが仕掛けたセキュリティシステム、ということらしい。であれば、たとえば超高速で移動できる【天てん動どう瞬しゅん雷らい】のスキルでいずれかの方角に移動したとしても、この世界から抜け出すことはできない、ということなのだろう。

「おわーーーっ!?　ニャんだここはぁーーーっ!!」

　どうやらネコ族からもひとり、シュリが巻き込まれてしまったようだ。あんぐりと口を開けて、ふたつの月を見上げている。

「一筋縄ではいかないことは覚悟してたが、まさか変なところに飛ばされるとは思わなかったな。結局どこなんだここは、精神転移って言ってたのは聞こえたけど」

「アランの残留思念が生み出した、世界に実在しない空間だよ。より詳しく言うならば、物質や時間的概念の先にある、五次元空間とでも言うべきかな」

「五次元……？　そんなものが存在するのか？」

「そもそも空間に時間的概念を付与した四次元空間だって、観測から定義されたひとつの結論にすぎない。いま目の前にあるものだけが現実であり、存在だ。つまり観測母体たる我々という存在がすでに、この次元と空間の存在を証明してしまっているのだよ」

　話が長くなりそうだ、聞くんじゃなかった。

「概要はわかった。それで、ここから出られるのか？」

「彼が我々を、解放してくれれば、ね」

　そう言った、ヴァージニアの視線の先に、それはいた。




　冒険者としては小柄な体躯。素性を明かさぬためのナイトヘルム。そして背に担いだ、ひと振りの大剣。〝原初の五柱〟と渡り合い、死してなお伝説を残す古の英雄。

　彼の名は――剣神、アラン。
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「アラン！」

「…………」

　ヴァージニアの呼び声にも、黙して語らぬその立ち姿に、谷で慕われる『じいちゃん』の面影はない。ただ濃密な殺意だけが俺たちに向けられていた。まるで死してなお、谷を守らんとする亡霊のごとく。おそらくアランは、〈魔石〉がよからぬ者の手に渡ることを想定していたのかもしれない。ここは、アランによる、剣の谷の最終防衛線。『終ついの狩場』だ。もっとも、それを向ける相手が間違っていることなど、死者に説いても答えは返ってくるはずもないのだが。

「……来るぞ」

　ヴァージニアが言うやいなや、ビリビリとした殺意が俺たちに向けられる。アランの体が、放たれた矢のように、花弁を散らしながら疾駆する。

　気づけば俺も駆けだしていた。いたずらに剣を交えたくて斬り込んだわけではない。ただ、そうすれば仲間たちではなく、俺を狙ってくると考えたからだ。

「ぐっ！」

「ソラ！」

　かろうじて受け止めた初太刀。ミスリルの剣から、今まで体験したことのない、ビリビリとした衝撃を感じる。気を抜くと剣ごと体を持っていかれそうだ。

（これが……『剣神』……!?）

　なかば奇襲を受けたような形である以上、こちらに不利であることは明白だ。状況を立て直す必要がある。俺はすぐさま距離を取り、ステータスを見る。




《鑑定》




名前：アラン

年齢：

性別：

称号：

レベル：１００




　なんだこりゃ。レベル以外なんの情報も出てこない。ここが世界から切り離された場所で、アラン本人が実在していないからだろうか。しかしこのレベルならば、力技で押しきれる。




【豪力】【阿あ修しゅ羅ら】




　攻撃力三倍と、無数の高速斬撃。この世界に飛ばされてから、幾度となく俺と仲間の命を救ってきた、必殺コンボだ。その脅威を察してか、アランは素早く距離を取ろうとする。だが、そうはさせない。




《サンダー》




　振り抜いた剣の切っ先から、追撃の稲妻がほとばしる。今まさに回避行動中のアランに、これを避さける術すべは、ない。




　パアン！




　風船が弾けるような音と共に、あまりにもあっけなく。『剣神アラン』の姿は煤すすのような粒子となって消滅した。

「みゅ！　ソラツヨイ！」

「……さすが」

　仲間たちが俺に賛辞の言葉を投げかけるが、俺自身はどうにも納得できずにいた。

（これが本当にあの『剣神アラン』なのか……？）

　貶めるような意図は断じてないが、あまりにも手応えがなさすぎる。彼と並び英雄として崇め奉られるヴァージニアと比べても、やはり伝説に語られるような存在とは思えない。

「いまのは……じいちゃんニャのか？」

　呆然としたまま一歩も動けずにいたシュリが、そう尋ねる。答えたのはヴァージニアだ。

「ああ、しかし正確には君の知るアランではないだろう。私の知るアランでもないがね」

　ヴァージニアは俺と同様に、いましがた俺が倒したアランに納得のいかない目を向けている。このままで終わるはずがない。なにより、この月下に花畑が広がる世界を脱出できていないことが、それを証明している。

「やりましたわお兄様！　かの伝説の剣神もお兄様と比べればたいしたことありませんでしたわね。これは思ったよりも早くソラリオンに帰れそうですわ。わたくし、帰ったらエイガ館のオールナイトで『錬金術師ＶＳサメ２』をヘビロテいたしますの」

　なんだろう、猛烈に嫌な予感がしてきた。フウカの台詞を聞いて、生きて帰れる気が微塵もしない。誕生日のお子様ランチでも、そこまで旗フラグ立てないと思う。

「さっきのやつ、においがしなかった。だが誰かに見られている気配は、まだ感じる」

「フェリス、縁起でもないこと言うなよ……」

　俺が言うが早いか、俺たちの視線の先で白い花弁が渦を巻き、二体目のアランが出現した。やはり、そう簡単にはいかないみたいだ。俺は念のため、再度《鑑定》を試みる。




《鑑定》




名前：アラン

年齢：

性別：

称号：

レベル：１５０




「さっきよりレベルが上がってる！」

　とはいえ今の俺にとっては誤差範囲内だ。そう判断した俺は、先ほどと同じように、距離を詰める。そしてミスリルの剣を構え、必勝の連携コンボを叩き込む。




【豪力】【阿修羅】《サンダー》




　先ほどと同じバックステップ狩り、しかし。

「…………」

「かわされた!?」

　レベル１００のときとは違い、うしろへの飛びのきが浅くなっている。回避後の隙が少なくなっているだけでなく、すでにこちらの剣の間合いを見切られているということだ。

「こっちの手の内を、学習してるってわけか」




【破壊光線】




　パアン！




《サンダー》に加え、コンボにさらにもう一発、追撃を加える。直撃を受けたアランは再び霧散した。しかし。

「今ので、【破壊光線】もバレたな……」

　これは本格的にまずいことになってきた。相手は倒すたびにレベルアップする上に、こちらがカードを切るたびに、少しずつ手の内がバレていく。繰り返されるごとに、有効な攻撃手段が減っていくということだ。もしこれが無限に続けば、間違いなくジリ貧になる。この罠、思っていたよりも、めちゃくちゃ厄介だ。

「ソラ、次がくる！」

　ヴァージニアが叫ぶと同時に、今度はアランが『二体同時』に出現した。

「増えるのは聞いてないな……」

　レベルは２００、案の定さっきよりも上がっている。それが二体、いや、まだ増える。

「みゅ!?　ネコイッパイ!!」

　気づけば、俺たちは次々と出現するアランの軍団に、すっかり取り囲まれてしまっていた。ざっと見た限りで十五はいるだろうか。

「全員構えろ！　迎え撃つぞ！」

　リュカの【獄炎焦熱】が花畑を焼き払い、フェリスの【絶対零度】がその灰を凍りつかせる。フウカの【疾風迅雷】が迫りくるアランを穿うがち抜き、白鯨の姿に戻ったホエルが【天衣無縫】でアランたちをまとめて押しつぶす。しかしそのたびに、アランが増える。増える。どんどん増える。

　――気づけばアランのレベルは１０００に達し、俺たちの攻撃はそのほとんどを難なくかわされるようになってきていた。この調子で相手のレベルが上がり続け、手の内を読まれ続け、増え続けられたら、間違いなく詰む。

「ソラ、このままでは全滅だ」

　死闘が続く中、ヴァージニアが背中越しに語りかけてくる。

「俺もそう思う。まったく、アランってのはとんだひねくれ者だ」

「ああ、だけど打つ手がないわけじゃない」

　俺は迫りくるアランを斬り払いながら、ヴァージニアの声を聞く。なにか決意じみたものを、ひしひしと感じる。

「すぐ実行に移さないってことは、なにか理由があるんだろ」

「その通りだ」

　ヴァージニアは魔法を撃ちながら続ける。

「私がこの魔法罠に干渉すれば、君たちをこの世界の外に弾き出すことは、理論上可能だ」

「なるほど、たしかに悪くない打開案だ。けど君たちってことは」

　その言葉から察せられる情報は、ヴァージニアひとりが、この世界に残ることを意味する。仲間たちのために、再び彼女を、孤独の道へ追いやるということだ。

「ヴァージニア。悪いけど、その作戦は却下だ」

「ふっ、君ならばそう言うと思っていた」

「俺に約束を破らせないでくれたことには感謝する」

「どういたしまして、私の英雄。だがどうする、手詰まりだぞ」

　ヴァージニアの言う通り、すでにアランとの戦いが始まってから、数時間が経過しているように思うが、一向に打開策は見えてこない。巻き込まれたシュリを除けば、俺たちはみんなレベルが高いこともあり、なんとかしのいではいるが、そのアドバンテージも埋まりつつある。俺はこれまでの戦いから、ヒントを探る。なにか、なにかあるはずだ。

「ぐあっ！」

　アランから手痛い一撃を受けたフェリスが、足をよろめかせる。

「フェリス！　大丈夫か！」

「心配には及ばない。においがないから、少し戦いにくいだけだ」

　踏みとどまったフェリスは、そのまますぐに戦線へと復帰する。においがないということはやはり、俺たちが相手をしているアランは、実在しない、なにか幻影のようなものなのだと思う。ステータスがほとんど開示できないのも、【魔女】による傀かい儡らい化かや【百鬼夜行】による支配が効かないのも、おそらくはそのせいだ。

　だけどフェリスは、視線を感じるとも言っていた。人一倍、縄張りに敏感で、ソラリオンの哨しょう戒かいを一身に担っているフェリスの感覚に、間違いはないだろう。やつは、剣神アランは見ているのだ、どこかから、俺たちの様子を。

「そうか、そういうことか」

　確信があるわけじゃない。しょせんは仮説だ。だがしかし、切れる手札が尽きる前に勝負を決めなければならない。俺の思いつきに、賭けるしかない。この作戦には、彼女の協力が必要不可欠だ。俺は乱戦の中、ホエルの姿を捜した。

「…………」

「うふふ～、そ～れ」

「…………!?」

　ホエルはアランたちに次々と斬りかかられながらも、それをほとんど意に介することなく、掴んでは投げ、掴んでは投げを繰り返していた。無尽蔵のタフネスを誇るホエルならではのストロングスタイルだ。人間の姿でも、やっぱりホエルのフィジカルは格が違う。

「ホエル！」

「な～に～？」

「こんなときになんだけど、『たかいたかい』してくれないか。全力で」

「うん、いいよ～」

　ホエルは俺の両脇を掴む。即席カタパルトの完成だ。

「じゃあいくよ～、それ～」

　白鯨の全力が、俺の全身を伝う。以前、保育園でされた、たかいたかいなど比ではないＧが、俺の体を押しつぶそうとする。だがこれでいい。あとは【疾風迅雷】で角度を調整する。これでようやく、やつは俺の、射程範囲内だ。

「待たせたな、剣神アラン」

　俺の目の前には、本来そんなところにあるはずのないモノが浮かんでいる。




　月、だ。




　この世界が別次元だと、すぐに気づけた要因である、ふたつの月。あきらかに不自然でありながら、無限に続く花畑や、増殖するアランの幻影を前に、俺たちはその不自然さを自然に受け入れていた。まったく見事だと思う。だが、俺たちの様子を俯ふ瞰かんできる特等席は、この世界ではここを置いてほかにない。本物の月は、もちろんはるか上空のひとつだけだ。

「『これ』はまだ見せてなかったな。俺のとっておきだ」




【界かい面めん爆ばく轟ごう】ッッッ!!




　リュカの【獄炎焦熱】とフェリスの【絶対零度】を《合成》した俺が持ちうる最高火力。猛烈な衝撃波が、空一面に大輪の花を開かせる。超新星のごとく爆散した月の、最後の輝きが、地上で戦う仲間たちの顔を照らし出した。

「ギニャアアアアアアアアアアーーーーーーーッッッ!?!?!?」

　悲鳴と共に、偽りの月はその正体を明かし、老いたネコが落下していく。俺は【天衣無縫】で自身の体を浮かせると、老ネコの体を脇に抱え、音もなく花畑に着地した。

「おかえり～、楽しかった～？」

『たかいたかい』からの帰還を出迎えてくれるホエル。その周囲では、アランの幻影が次々と霧散していくところだった。さてと。

「こいつをどうしたもんかな」

　俺の腕の中では、ヨボヨボのネコがぐるぐると目を回していた。




「これ老ネコ虐待じゃろ」

　目を覚ましたアランの第一声がそれだった。今、伝説の剣神は、俺たちの目の前で正座させられている。

「おやおや、その理屈でいくと私も君と同じ老人ということになるのだが。今しがた若人たちと一緒くたに、ずいぶんといじめられた気がしなくもない。よもや無邪気ないたずらで済むとは思っていないだろうね」

　腕を組んだヴァージニアが、ニコニコと笑顔を浮かべながらアランを見下ろす。顔は笑っているように見えるが、半端なく怒っていらっしゃる。

「わし悪くニャいもん。〈魔石〉に悪さしようとした、おぬしらの落ち度じゃもん」

「久々の再会で私もこういう詰め方はしたくないのだがね。君は一団の中に私やシュリがいることを把握した上で傍観を決め込んでいたわけだ。その時点で、君がいま言った理屈は破綻している。よもや最初の幻影があっけなく倒されたからムキになった、とは言うまいね」

　アランはバツが悪そうに、黙って目を逸らした。図星だったらしい。しかしこれがあの『剣神』か。伝説の英雄というより、まるで先生に怒られる悪ガキだ。まあ、お茶目とか無邪気といった次元は、軽く超えていたが。

「そのぐらいでいいじゃない。ねっ？　誰も大おお怪け我がはしなかったんだし」

　ヴァージニアが手に《サンダー》をまとわせたところで、リュカがたまらず制止に入る。わりとリアルに死を覚悟したけどね、俺は。まあ俺からのぶんは、【界面爆轟】でチャラということにしておこう。

「じいちゃん……ほんとにじいちゃんニャのか!?」

「ニャんじゃシュリ。おぬし、もうわしの顔を忘れよったか」

「じいちゃああああああん!!」

　アランに泣きつくシュリを見て、ヴァージニアも怒る気力が失せたのか。大きなため息をついて、やれやれと腰に手をあてた。

「まったく、老いぼれが出しゃばるとロクなことにならないな。死者ならなおのことだ」

「いやわしとしては、おぬしが目の前におることがびっくりニャんじゃが。ヴァージニア、お前さん墓はどうしたんじゃ」

　墓というのは言わずもがな、悪魔の森の大迷宮のことだろう。何百年も前に人柱となったはずのヴァージニアと再会したのだ。そりゃあアランが気になるのも無理はない。ヴァージニアは腕を組み直すと、俺の方にちらりと目をやった。

「私も叩き起こされたんだよ。そこの彼に」

　そう聞いて、アランが俺の顔をまじまじと見つめる。

「気にニャっとったんじゃが、こいつ何者ニャニモノニャんじゃ？　わしのトレーニングダミーがレベル１０００まで手も足も出んかったんじゃが」

「彼は……私の弟子だ」

　その言葉に、アランが驚く。なんなら、ヴァージニアと再会したときよりも驚いているように見える。

「弟子!?　あの言い寄る連中をひとり残らず黒焦げにしとった偏屈者のおぬしが!?」

「君の言葉にはやや語弊があるように思える。純粋に私から魔法を学ぼうとする気概のない連中を、少し脅かしてやっていただけだ」

　どうやら俺の師匠は、昔けっこうブイブイいわせていたらしい。大図書館で見た彼女の挿絵が、やたら目つき鋭く描かれていたのは、こういった事情もあるようだ。

「しかしどうだねアラン。彼はこう見えてかの〝原初の五柱〟を従えるほどの実力者であり、人格者だ。実力も見ての通り、私の英雄は、なかなか『やる』だろう？」

　そう言うと、ヴァージニアは心底誇らしげに胸を張った。古の英雄ふたりを前にしてこういうのもなんだが、まったく悪い気はしない。

「そうさの。おぬしが仲間ニャカマにおったら、わしらの旅も楽じゃっただろうにのう」

　剣神からそこまで言われると、むしろちょっと恥ずかしい。

「ま、わしには勝てんがの」

　おっとこのじじい。なんの前触れもなくおっ始ぱじめやがった。俺の愛想笑いが消えたのを察してか、老ネコのアランはニッと笑って、背負っている大剣に手をかけた。

「いい目をするのう。そうじゃぞ、若いうちは、売られたケンカは買わニャきゃあニャらん。どれ、わしが少し稽古をつけてやるとしようかの」

　アランの目がギラリと光る。俺としては、願ってもない申し出だ。かの剣神に手合わせをしてもらえる機会など、後にも先にもありはしないのだから。

「わかりました。買いましょう」

　老いたネコの全身から、闘気が漲みなぎるのを感じる。なんだかんだ言って、彼はヴァージニアと肩を並べた英雄なのだ。俺も手が震える。

「じいちゃん、無理すんニャって」

「うるさいわい！　女の子はべらせとるガキに、一発ガツンと喝を食らわせてやるんじゃい！」

　それが本音か。このネコほんとに悪ガキみたいだな。




　無限に咲き誇る白い花。満天の夜空に月はひとつ。剣はふた振り。俺は弾む心臓をなんとか抑えつつ、剣神アランと向かい合った。

「若人。気づいとると思うが、ここはわしの領域じゃ。いくら真剣で斬られても怪我はせんから安心せい。ばちこり痛いがの」

　斬られても、ね。『斬り合う』じゃないあたりが、剣神としての矜持といったところか。

「それを聞いて安心しました。また老ネコ虐待とか言われたらたまんないですから。俺、好きなんですよ、ネコ」

「ぬかしおる」

　先に仕掛けたのはアランだった。低く腰を落とし、老体とは思えない速さで、迫りくる。ならば俺は、間合いを測ってカウンターを狙うまでだ。




【豪力】【阿修羅】!!




　閃ひらめいたミスリルの剣は、剣神アランの体をとらえた、かに見えた。

「それはさっき見せてもらったもんね」

　アランは最小限の動きで俺の間合いから逃れる。ヒゲ一本分もないほどの紙ひとえ。一ミリでも間合いを間違えれば、剣先はアランの胸を裂いていた。さっきの幻影たちよりも、一枚も二枚も上うわ手てだ。当然のように、追撃の《サンダー》もかわされる。

「まずは一本じゃな」

　下段に構えられた剣が、俺の脇腹を狙う。そう易々とはやられまいと、俺も剣を構えて斬撃を防ごうとした。そのとき。

「…………!?」

　ふわり、と。花の香りがした。白い花弁が舞い上がり、俺の視界を覆う。お互いに振れば届くこの距離で、俺はアランの姿を見失った。直後、脇腹に鈍痛が走る。

「年季が違うんじゃ、年季が」

　斬られた、こんなにもあっさりと。

「いってえ……!!」

「そりゃ痛かろう。まあまだ序の口じゃて」

　息つく暇もなく、次の攻撃が俺に迫る。俺がアランを視界にとらえると同時に、花弁が目に入ったが、もう手札を出し惜しむような状況じゃない。




【獄炎焦熱】

【絶対零度】

【破壊光線】




　スキル連打による全力の面制圧がアランを襲う。だが。

「それもさっき見たぞい」

　背後から声がした。俺が視界を塞がれたその一瞬で、回り込んだというのか。背中に激痛が走る。

「ほい二本目」

　斬られたと同時にこちらも剣を振り抜くが、アランはとっくに間合いの外で欠伸をしていた。

「なかなか強力なスキルのオンパレードに、魔法も使えるとはたいしたもんじゃ。ステータスも相当に高いと見える。さすがに疲れたわい。ちょっと休憩――」

　会話の途中で、アランは再び腰を落とし、剣を振り抜く。虚をつかれた俺の防御をかいくぐり、三回目の攻撃が肩に食い込む。このネコ、口三味線も使うのか。

「ニャははは、息ついとる暇はニャいぞ小僧。おぬしが持つ技のひとつひとつは、たしかにどれも強力じゃ。じゃが、それだけじゃあ、いかん」

　翻弄されている。それも一方的に。そしてなにより。

「信じられないですよ……そんな手札で」

「気づいたようじゃの。わしが使うとるスキルは『ひとつだけ』じゃ」




【春しゅん風ぷう駘たい蕩とう】




　風が吹き抜けると同時に、花弁が舞う。剣神アランが用いているスキルはひとつ。風を操るこのスキル、たったひとつだけだ。戦いにおける応用力、経験の差。それだけで、この世界でも屈指と思しき俺の能力を、完封している。

（これが英雄、剣神アランか……）

　アランは老ネコらしからぬ、若々しい笑みを浮かべ、俺に剣を向ける。

「これが『オレ』とオマエの違いだ」

「アランと……俺の……」

　鍛え抜かれ、練り上げられた、戦術の差。剣の谷のネコたちが、なぜレベル差をものともせず、武装した護送兵団を手玉に取れたのかの答えが、ここにあった。

　アランは、今度はお前の番だと言わんばかりに、剣を構えて挑発する。

「かかってこいよ、男の子だろう」

　そう言われて、悔しくないはずがない。だが俺の手の内はもう、完全にバレている。すべてを見切ったアランに対し、切れるカードがない。いや、もともとこの戦いは模擬戦なんだ、得られるものがあっただけでも儲けものだ。ここでやめてもプラスにはなる。これ以上、仲間たちの前で恥ずかしい格好をさらして、痛い思いをしなくてもいいじゃないか。俺の甘い心が、降参しろと音をあげる。だが、そのとき。

「やれやれ、まったく仕方のない英雄だ」

　ヴァージニアの声が、俺の耳に届いた。

「君はたしかに、経験という点においてはまだまだアランには及ばないかもしれない。だが君の強みはそんなものではないだろう」

　その声に、まだあきらめたくないという気持ちが、ふつふつと湧き上がってくるのを感じる。誰よりも、古の伝説よりも、かっこいい英雄でありたいと願う気持ちが湧いてくる。

「誰よりも柔軟で自由な発想。そしていいと感じたものはすぐに取り入れる順応性。それこそが君の武器であったはずだ。違うかね」

「ああ、その通りだ。ありがとう、やっと思い出した」

　俺は改めて剣を取り、くずおれかけた両脚に力を込める。

「俺は、英雄だ」

　柔軟な発想で、組み立てる。道筋を。

「いいぞ、どこからでも打ち込んでこい」

「わかった。じゃあ遠慮なく」




　俺は剣を、『投げた』。




【天動瞬雷】




　物質を超高速で移動させる、レールガンのスキル。剣はアランに向かって加速する。

「一直線に突っ込んでくるだけとは笑わせるニャ！」

「まだまだァ！」




《門》




　空間上の点と点をつなぐ魔法。それを同時に、多方面に展開する。高速の剣が、全方位からアランに襲いかかる。だがアランは《門》の展開地点から軌道を予測し、それさえもよける。

「ほう、こりゃたまげた」

「ここからだ！」




【天動瞬雷】――二式！




　エル＝ポワレ魔法学校で、いけ好かない自称天才少年が見せてくれた、魔法の応用技。直線的な軌道を、魔法で無理やりねじ曲げる。ついに剣が、アランをとらえた。アランは野性的な反射神経で剣を構え、間一髪で弾く。

「意外と、やるッ……!?」

「まだだ!!」




【完全擬態】




　物質を変化させる形態と性質を模倣する、ミュウのスキル。本物のミスリルの剣は、俺の鞘に納まっている。ニセモノの剣が、その正体を明かす。

「これで、チェックメイトだ」




【聖女】




　対象を『守護』する布を召喚するスキル。その拘束力は、一度とらえた相手を完全に拘束して絶対に逃がさない。

「おわあああーーーーッ!?」

　弾いたと思った剣が、アランの目の前で布に変わる。それは勢いのまま剣にまとわりつき、アランの体を侵食する。接触さえできればいいのだ。だが普通に斬りかかってはよけられてしまう。アランに剣をどうにかして弾かせる。そのために投げる、正確に、無軌道に、しかしアランがそうせざるを得ないように。それが、俺の立てた戦術だ。

「フギャーーーッッッ!!」

　剣神アランは、かつてのネコたちよろしく、聖なる布によって『おくるみ』にされた。勝負は、ついた。

「ふう、思ったよりも、ずっと手こずった」

「まったくだ。だがアランには少し懲こりてもらわねば困る」

「おい卑怯じゃぞ！　ヴァージニアがアドバイス送るニャんてインチキだ！」

「事前に幻影をけしかけて、姑こ息そくにも手の内を探っていた剣神様が、誰のなにがどう卑怯だとおっしゃるのか、私にはじつに興味深い」

　アランは布にくるまれたまま、黙って目を逸らした。ああ、やっぱり卑怯だという自覚はあったんだなこのじいさん。だがこのままにしてはおくまい。

「とりあえず、三発もらった分は、お返しさせてもらうとしようか」

「ニャ、ニャにをする気だ！　ニャんだその手は！」

「なあに、ちょっとモフモフナデナデ、するだけですよ」

「あっ、あっ……アッーーーーーーー!!」




　手合わせの後、俺たちは改めて、アランと向き合った。

「召されるかと思ったわい」

「至高のモフモフでした」

　まあこれに関しては、俺の勝利報酬ということで。

「さて、おぬしらには謝らんといかんの。谷の者もんが迷惑をかけたようじゃ」

「迷惑をかけたのは君だ、アラン。今回の騒動の大半は、君が引き継ぎを怠ったことに起因している」

「そんニャんわし知らんもん！　死んじゃったもんは仕方ニャいと思いますぅー」

　アランとヴァージニアのやり取りは、別れを前にした者たちとは思えないほど、軽薄で、温かなものだった。

「さて、まずはシュリ。おぬしはまだいろいろ足りん。その足りんところはミッケが補おぎニャってくれよう。ミッケの足りんところは、おぬしが補おぎニャってやれ。すまんかったニャ」

「じいちゃん……」

　短いながらも、厳格な、親としての言葉だ。

「それと若人。おぬしはもっと年長者を敬え」

「……敬うべきところは」

　少なくとも、まったく敬っていないわけでは、ない。参考にしちゃいけない部分もかなり多いように見受けられるが。

「んむ、それでよい。間違ってもわしのようなクズにはニャるんじゃニャいぞ」

「クズの自覚はあったんですね、やっぱり」

「やっぱりってニャんじゃい！」

　そして最後にアランが向き合ったのは。

「して、ヴァージニアよ」

「なにかね。私はもう君と話すようなことはなにもないと思うのだが」

　ヴァージニアは、アランと目を合わせようとはしなかった。だがそれでいいと、アランは笑顔でうなずく。

「ありがとよ」

「…………!!」

「そのひと言が伝えられんまま、ずいぶん歳を重ねてしもうた。ヴァージニア、おぬしはわしらの英雄じゃった」

　アランはヒゲを撫でながら続ける。

「じゃからのう。肩肘張っとらんで、次代の連中に任せたらええんじゃ。おぬしは英雄ではニャく、ひとりの『ヴァージニア・エル＝ポワレ』として生きりゃあええ。わしはそうした」

　ヴァージニアは、アランの方を見ずに、黙って小さくうなずいた。偏屈な大魔術師には、それが精いっぱいの受け答えだったのかもしれない。

　アランはそれでも満足そうに、ニッと笑ってみせると、俺たちみんなの顔を見回した。

「いやあ、久々に楽しかったんじゃが、名残ニャゴリ惜しいのう。ガーティーやロマネが待っとるでニャ。老いぼれはここらへんで退散じゃ」

　どこからともなく、風が吹いた。

「それじゃ、さいニャら」

「待っ……！」

　ヴァージニアがなにかを伝えようと手を伸ばす。しかしその指が、アランに触れることはなかった。アランの体は、ヴァージニアの涙と共に、光の粒となって、吹き抜ける風にとけていった。




　舞う花はな弁びらが、ヴァージニアの髪を撫でた。




　気づけば俺たちは、アランの祠の前に倒れていた。ネコたちが心配そうに俺の顔を覗き込む。俺の手には、アランの〈魔石〉が握られていた。










第七章　風ふたたび




　もとの世界に帰ってきた俺たちは、事の顛てん末まつをネコ族のみんなに伝えた。最初は半信半疑だったネコ族たちも、俺がアランの様子を包み隠すことなく正直に伝えると、思いのほかすんなりと納得していた。やっぱりあのじいさん、生前もあんな感じだったのか。

　シュリも、アランから託された言葉を、ミッケに伝えた。

「そうか、じいさんはそんニャことを」

「……おう。お互いに補おぎニャい合ってけってよ」

「言われるまでもニャい。お前を止められるのは、ワガハイしかいニャいからニャ」

「いちいちひと言ことうるせえニャあ。オマエに文句言えるのも、オレしかいねえだろ」

　いがみ合っているようにも見えるが、彼らは彼らで、見た目以上に多くのものを得た。まだ短い付き合いだが、そんなふうに思える。

　問題は、ヴァージニアだ。こちらに帰ってきてから、ずっと塞ぎ込んでいる。俺は彼女に、それとなく尋ねてみる。

「ヴァージニア、まだ気にしてるのか」

　彼女は膝を抱えたまま、少しだけ顔を上げる。

「……謝れなかった。私は、ダメだな、こういうのは、苦手なんだ。ちゃんと言わなきゃ、伝わらないのに」

　これは重症だ。ちゃんと別れを告げられなかったことを、ずっと悔やんでいるらしい。困りものだ。大迷宮にこもり始めた頃も、こんな感じだったのだろうか。だとすれば、そのときと今では、大きく違う点がひとつある。ヴァージニアはもう、孤独ではないということだ。

　俺はヴァージニアの隣に腰掛けると、今にも消えてなくなりそうなその肩を抱いた。

「そりゃあ、言わなきゃ伝わらないこともあるだろうけどさ。言わなくても伝わる関係だって、あるよ。慰めにはならないかもしれないけど、伝わってるよ、きっと」

　我ながら無責任なことを言ったかもしれない。だけど、責任なんて取りようがニャいんだから仕方ニャい。たぶんアランなら、そう言う。だが少なくとも、ヴァージニアの気持ちは、アランに伝わっていた。俺はそう確信している。

　だいたい、言いたいことを全部伝えて、満足に別れを迎えるなんて、できる方が珍しいんだ。彼女もきっと、それをわかっているはずだ。誰よりも頭がいい、偏屈な大魔術師なんだから。そんなことを考えていると。

「…………」

「アラン!?」

　俺たちはふたりして仰天した。目の前に、あの老ネコが立っているではないか。見間違うはずもない、剣神アラン本人だ。

「いや、そんなはずはない……たしかに俺たちの目の前で消えていった。それになにより、あの空間はアランの領域だったからこそ、アランは実体を保てていたわけで……」

「みゅ！」

　アランがみゅ、と鳴いた。まさか。

「エルダーリッチ、ゲンキダシテ！　ホラ、ボク、アラン！」

　思った通り、ミュウの【完全擬態】だ。まあ、見た目はたしかにアランそのものなんだけど……。ミュウも不器用なりに、ヴァージニアを励まそうとしてくれているのだろう。そう思うと、なんだかもう悲しみを通り越して笑えてくる。俺がヴァージニアの方に目をやると、彼女も同じように、笑いをこらえていた。

「ふっ、デリカシーのないやつだな君は」

「みゅ？　デリカシー？　ソレ、オイシイ？」

「いや、君には必要のないものだ。ずけずけと踏み込まれるのも、案外悪くない。どこかの誰かさんのようにね」

　そう言ってヴァージニアは俺を見る。その節は反省しております。

「じいちゃん!?」

「ニャぜここに先代族長が!?」







[image: ]







　アランに擬態したミュウを見て、ネコ族たちが騒ぎ始めた。ただただ呆然とする者、涙を流し喜ぶ者もいた。ただ大半は、

「お、おばけだーッ！　出あえ出あえーッ！」

「ついに化けて出やがったニャ、このくそジジイ！」

「さんざんシゴキ倒された恨み、今こそ晴らしちゃりゃあーっ!!」

「みゅ!?　みゅーっ!?」

　伝説の英雄、剣神とはいったものの、この谷では、やっぱり『じいちゃん』なんだな。そんなネコ族たちの様子を見て、ついにこらえきれなくなった俺たちは、ひとしきり腹を抱えて笑った。




　ヴァージニアが本調子を取り戻したところで、ようやく本来の作業に入る。〈魔石〉からのスキル抽出だ。正直、久々にやるので緊張している。しかも絶対に失敗はできない。

「本当に大丈夫ニャのか……？」

「やっぱり、ちょっと心配だニャ」

「大丈夫よ、ソラは世界最強の錬金術師なんだから。安心して見てるといいわ」

　リュカたちがフォローしてくれる。おおう、プレッシャーが増していく。俺は覚悟を決めて、アランの〈魔石〉に手をかざした。




《抽出》




『剣神アランの魔石を《抽出》しました』

『剣神アランのスキル【春風駘蕩】を取得しました』




　すごく久々に見たなこのメッセージ。さてさてスキルの方は、と。




【春風駘蕩】：風を自在に操り、心を穏やかにする。




　今まで得てきたスキルに比べると、なんだかすごく牧歌的だ。まるで戦いとはまったく無縁なスキルのように思える。逆にいえば、このスキルをあそこまで使いこなしていたアランは、やっぱり尋常な剣士ではなかったということなのだろう。

「《抽出》は成功しました」

　俺の声に、ギャラリーからおおーっと歓声があがる。あとはこれを、ヴァージニアいわく、適当な無機物に転写すればいいとのことだが。無機物か、それなら。




《融解》

《精錬》

《構築》




【錬金術】のスキルで、このスキルの母体にふさわしい石像を作る。俺のイメージで作るとどうしても禍々しい形状に仕上がってしまうところだが、今回に限ってはモデルがいるので安心だ。

「みゅ！」

　剣神アランの像。谷を見守る象徴として、これ以上のものはないだろう。

「おお、これはニャんと見事ニャ……。タヌキか？」

「シュリ、それはさすがにソラどのに対して失礼だ。これは……えっと、うん。ブタ？」

　君ら、俺がモデル見ながら造ってるとこ、見てたよね。俺の造形センスがいまひとつなのは、この際致し方ない。そこはもう目をつぶってもらおう。つぶってくれ。

「あとは、こいつにスキルを転写するだけだな」

「ああ、一週間のハードスケジュールだが、ソラならばやりきれるはずだ」

「……え？　一週間かかるの？」

　聞いてないなあ。それたぶん最初に言わなきゃいけないやつだなあ。




　さて、やることはいたって単純。水晶に魔法を封じ込めるときと同じ要領だ。かつて王国では転移水晶ひとつ作るのに二年を費やしたという。俺が【破壊光線】を応用したレーザー彫刻を用いたことで、大幅に作成期間の短縮に成功したものの。今回転写するのは魔法ではなく、スキルだ。原理はそう変わらないとはいえ、俺にとっては完全に初の試みとなる。

「ちなみにヴァージニア。聞くのが怖いんだけど」

「なにかね」

「邪龍アジ・ダハーカって、作るのにどのぐらいかかったの？」

「七年と二か月だな」

　不死者アンデッドの時間感覚やべえ。戦艦大和でもその半分以下なんだけど。そんな大力作を一瞬でぶっ壊しちゃって、いまさらながら申し訳ない。

「君のれーざー彫刻技術があれば、【春風駘蕩】と【永久機関】のスキルを石像に刻み込む作業は、一週間まで短縮できると、私は踏んでいる」

「踏んでいるったって、めちゃくちゃ神経を使う精密作業だろ。当然、毎日ちゃんと休憩は挟みながら、無理のないペースでやるんだよな……？」

「……まあ、中断できない作業もあるからな……一週間程度であれば問題ないだろう」

　その考え方はブラックを通り越して闇。深淵。アビス。

　だが、一度やると言って始めて、多くの者を巻き込みながらここまできた計画だ。いまさらしんどいからやめますなど言えるはずもない。なにより。

「オレたちの谷を、よろしく頼む、ソラ」

「ソラどの、ワレワレも全力でお支えいたします」

「ありがとニャーっ！　ソラどのはやっぱり救世主ニャんだニャーっ！」

　ネコ族たちから容赦なく浴びせられるこの期待の視線から、逃げることなどできようはずもない。決めろ、覚悟を。




　それから地獄の一週間が始まった。

　襲いくる強敵の数々――睡魔、飢え、目の疲れ、飽き。

「ソラ、ポーションよ！　これでＭＰを回復して！」

「ごめん、いま手が離せない」

「仕方ない、私が飲ませてやろう」

「おぼっ、も、もう飲めな……おごぼぼぼぼぼぶァ、ばあァ!?」

　次々と倒れていく仲間たち。（疲労で）

「お兄様、どうやらわたくしは、ここまでのようですわ……。後のことはお願いします……。ああ、あの大空を、もう一度、飛びたかっ……ガクッ」

「ソラ……わたしの最後のお願い……聞いてほしい……。『錬金術師ＶＳサメ２』……必ず、完成させて……ガクッ」

　ある者は錯乱し、ある者は狂気にのまれる。（疲労で）

「みゅ、みゅみゅ……ラメェン、タベタイ……」

「あら～、ソラずいぶん肩が凝ってるね～」

「お願いだから揉まないでね肩とれちゃうから」

「揉むね～」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]あッッッッ!!!!!!!!」

　そしてあっという間に、短いようで長い、一週間が過ぎ、あとは仕上げの工程を残すのみとなった。

「ソラ、これで最後だ」

「ヴァージニア、も、もう手が……上がらな……」

「私が支えてやる。しっかりしたまえ」

　冷たい手が、俺の手を掴む。息がかかるほどの距離で、ヴァージニアが俺の体を支える。

「そうだ、焦るな。ゆっくりでいい。私に呼吸を合わせるんだ」

「こう、か？」

「そうだ……うまいぞ、ソラ」




　パチッ




　静電気が弾けるような、小さな音と共に。一週間という時間を費やした『風のアラン像』が完成した。さっそく試運転だ。スターターとして最初の魔力を注ぎ込む。




　ヴヴン……




　像に刻み込まれたスキル【春風駘蕩】が、発動する。

　谷のよどんだ空気が、わずかに揺れたかと思うと、次の瞬間。

「風……だ……」

　剣の谷を、一陣の風が駆け抜ける。暖かく、穏やかな風が、あの花の香りを運んでくる。雲は流れ、漏れた日の光が、谷底を照らす。

「風だ風だ！」

「吹いたーッ！」

　ネコたちの歓喜の声と共に、風車たちがいっせいに回り始める。まるでこの谷そのものが、息を吹き返したかのように。

「俺たち、やったんだな……」

「ああ、成功だ。お疲れさま」

　風に乗って、アランじいちゃんの笑い声が、聞こえたような気がした。




　目を覚ますと、木板の粗末な天井が目に入った。カラカラという、風車の回る音も聞こえる。どうやらあの後、すぐに気を失って、屋敷の一室に運び込まれたらしい。まあ無理もない。一週間ほとんど不眠不休で作業を続けたのだ。いったいどれほど眠り続けていたのかさえもわからない。できることなら、もう少し寝ていたいところだが。

「おはよう、私の英雄」

「うん、おは……おはァ!?」

　粗末な藁に敷かれたシーツ。ひとり分であろうそれに、俺とヴァージニアは仲よく並んで横になっていた。慌てて起き上がろうとする俺を、ヴァージニアが制した。

「まだ寝ていたまえ。一週間ぶっ続けだったんだ。私ももう、足腰が立たない」

　それはなんだか別の意味に聞こえるが、かくいう俺もまだ疲労が色濃く残っている。ここはおとなしく横になっていることにしよう。眠れるかどうかは別として。

　ヴァージニアと並んで、ぼんやりと天井を見つめる。外からは笑い合うネコたちの声と、風の音が聞こえてくる。ふと、ヴァージニアが俺に話しかけてきた。

「さて、ここでひとつ命題を提示しよう。君はこの剣の谷に生きるネコ族と、人類の混血種に、ワーキャットなるものが存在していることは知っているかね」

　相変わらず本題までが長そうな問いかけだ。

「実物は見たことないけど、知識としては」

「よろしい。魔物の中には、ドラゴニュートやウェアウルフといった、人類との混血種が多く存在する。つまり原則的に、人魔の混血は可能なのだ」

　いったいなにが言いたいのかさっぱりわからない。

「それはまあ、よく聞く話ではあるけど」

「では人の身から魔に転じた者はどうだろうか。例えるなら、夜魔や、アンデッドだ」

　ヴァージニアの白い腕がすすっと伸びてきたかと思うと、俺の胸もとにかかったシーツをぎゅっと掴む。ちょっと待って。あの、ヴァージニアさん、服はどうされましたか？というか今気づいたけど、俺の服どこいった？

「待ってくれ、質問の意味がわからない」

「では質問を変えよう。私ことヴァージニア・エル＝ポワレは、君も知っての通り、古の大魔術師などというたいそうな肩書きをぶら下げている。だがそれは私が持つ、一側面にすぎないことを、君は教えてくれた」

　シーツがすすす、とまくられていく。

「ではほかの側面はどうだろうか。たとえば君の目から見て、私はいったい何者だろうか」

「し、師匠、です」

「ほかには？」

「仲間……かな」

　ヴァージニアの冷たい体が俺の肩に触れる。耳に、彼女の吐息を感じる。

「……ほかには？」

　ほか？　ほかってなに？　ほかにもあるってこと？　それともこれから『なる』ってこと？　もうシーツはほとんど残っていない。

「そうだな。たとえば、私から見れば、君は偉大な英雄であり……聞き分けの悪い、かわいい弟子でもあり……」

　近い近い近い近い。ヴァージニアの声は、もうほとんど、囁き声とかわらない。

「大切な仲間でもあり……そして……」

　俺の耳に、ヴァージニアがふっと、冷たい息を吹きかける。

「ひゃいいッ！」

　まるで耳たぶに氷をあてられたような冷たさに、変な声が出た。その声を聞きつけてか、

「ソラ、やっと目を覚ましたのね！」

「心配していたんだぞ、リュカが。私は信じていた」

「お兄様、よくぞご無事で！　聞いてくださいまし、わたくし、かのネコさんたちに慕われていることを活かす妙案を思いつきましてよ。彼らをエイガに出演させるのですわ。名づけて『錬金術師ＶＳネコ』!!　サメよりも恐ろしい猛獣に観客も絶叫間違いなしですわ」

「ソラ～、風が気持ちいいよ～。今日はみんな、外でご飯食べよ～」

「……アリ蜜は、疲労回復に効くらしい。……ソラのぶん、もらってきた……」

「みゅ！　ソラ、ハンショク、シテル！」

　どうやら皆さん、お揃いで。俺ですか？　半裸で、シーツ一枚で、お隣には同じような状態のヴァージニアさんがいらっしゃいますね。詰みかな。

「ちょちょちょ、ちょっとあなたたち、なんて格好してるのよ!?」

「なにって、繋殖だろう。ソラは私と先にデートした。キスもしようとした」

「ちょっとお待ちくださいましフェリスさん。でえとについては伺っておりましたが、キスについて初耳ですわ。私が大図書館で調べたところによると、人類はキスを行うことで発汗、体温の上昇に加えて、欲情を促すことで、任意に発情期へと移行することが……」

「今日は外、暖かいからね～。服も脱いじゃうよね～。私も脱ぐね～」

「……ふつうは、脱がない。待って、ホエル、私はいい……私は……あっ、あー……」

「ソラ、コドモ、イツウマレル？」

「生まれないよ？」

　相変わらず騒がしい仲間たちに、ヴァージニアも肩をすくめて笑っている。

「やれやれ、静かに寝かせてもくれないのか、君たちは」

　それはこっちの台詞だ――と言いたいところだが。そんなことを言ったが最後、皮肉が何十倍にもなって返ってくることは明白だ。なにせ彼女は古の英雄であり、俺の頼れる師匠であり、大切な仲間であり――偏屈な、大魔術師なのだから。




　ヴァージニアと俺との距離は、とても遠いようで、




　少しだけ、近い。










番外編「頑張りすぎな君へ」




　ソラリオンに戻ってからというもの、私はほとんどの時間を役場で過ごしている。

　次から次へと持ち込まれる案件や陳情は、まるで途切れることのない川のようだ。それらひとつひとつを、丁寧に対応していく。

「リュカどの、予定されている転移水晶の配備について、街道整備にあたる作業員たちが優先的に受け取りたいと申し出ておりまして。付近では怪鳥の目撃情報もあり……」

「商人組合が最優先よ。ポワレ街道の安全確保にはネコ族があたってくれるから、安心して作業を進めるよう伝えてちょうだい」

「かしこまりました、リュカどの」

　そろそろお尻から根が張りそうだけれど、私にはソラの右腕として、このソラリオンを統治している自負があった。それになにも忙しいのは私だけじゃない。ソラリオン庁舎の執務室では、職員のみんなが事務に追われている。

　なにせほんのわずかな期間に、さまざまな都市と協定を結んだのだから、当然と言えば当然だ。

　たとえばソラリオンからずっと南に位置する魔術師の町、エル＝ポワレ。そことソラリオンをつなぐ山岳部に位置するネコ族の谷、アランズバレー。ほかにもいくつかの小都市が、ソラリオンを中心とした自治領の傘下に加わった。

　協定の中核を担うソラリオンの政務は、必然的に多忙を極めているというわけだ。

「ソラリオンの衛兵として雇い入れたネコ族の雇用についてなのですが、彼らは現金ではなく食料の現物支給を希望しており、リュカどのの裁可を仰ぎたく……」

「それで構わないわ。市場価格の影響を受けないよう、定量で支給してあげて。そのかわり、受け取った食料を市場に流すときは上限を定めて」

「リュカどの。人口の急激な増加に伴い、以前より要望がありました保育園の人員確保につきまして、希望者に優先度を設けるべきかどうかご判断をお願いしたく……」

「なるべく老若男女分け隔てなく採用して。子供はなんにでも興味を示す上に、体力は底なしよ。あらゆる状況に対応できるよう万全にケアしてちょうだい」

　一気に領地を広げたことで、もともと忙しかった役場の仕事は、いまやてんてこ舞いだ。

　群れの統率だって、悪魔の森にいた頃とはわけが違う。異質なもの同士が対等の関係を築き、共存共栄を目指す上で、超えねばならない障壁は多い。

（けど、私が頑張らなきゃ……）

　私がやらなければ、あらゆる雑務がソラのもとへとなだれ込む。それでもソラならすべて引き受けてしまうのだろうが、それがソラのよくないところでもある。

　群れの王としての自覚を持ってくれているのはうれしいが、働きすぎて倒れてしまっては本末転倒だ。私としては、ソラに負担をかけたくない。だからこの程度の忙しさで、私が音を上げるわけにはいかないのだ。

「聞いてくだされリュカどの。オークに荷運びを手伝ってもらう案なのですが……」

「エル＝ポワレの魔法学校から頼まれていた分校の候補地ですが、このあたりであれば魔素量も高く……」

　この程度で、音を上げるわけには。

「新商品の〝しおらめぇん〟について筆頭補佐官どののコメントをちょうだいしたく……」

「今度のエイガでは大規模な爆発シーンを演出に盛り込みたいのですが、郊外での魔法使用の許可をいただけないでしょうか」

「おいリュカ。また盗賊が出た。とりあえず氷漬けにしておいたから融かしてくれ」

　ねを……あげ……。

「きゅううううううううううううぅぅぅぅぅぅ～～～～～～……」

　執務室の景色がぐるぐると回り、私は椅子から転げ落ちた。




　次に目を覚ましたとき、私の視界は闇に覆われていた。というか息ができない。なにか冷たいものが、私の顔をぴったりと覆っている。

「ぷはあああああァァァァァーーーーーッッッ!?」

「やっと起きたか、このまま死ぬかと思ったぞ」

「死んじゃうわよ!!」

　私は顔にかけられた〝濡れタオル〟を引っぺがすと、ベッドサイドでそしらぬ顔をしているフェリスに投げつけた。フェリスは椅子に座ったまま、それを難なくかわす。

「頭部を冷却すると回復効果が高まるらしい。冷たくて気持ちよかっただろう」

「もう少しで私が冷たくなるところだったんだけど」

　あやうく酸欠になりかけた。フェリスがどこで何を学んできたのかは知らないが、これが看病でないことだけは、はっきりとわかる。

「礼はいらない。もう少し寝ていろ」

「なに言ってんのよ、やらなきゃいけないことがたまってるんだから……」

　私はベッドから立ち上がろうと、腕に力を入れる。しかし。

「あれっ……？」

　想定とは裏腹に、私は自分の体重すら支えられずによろめいた。私の肩をフェリスが受け止める。

「仕事のしすぎだ、まだ起きるな。ここまで運ぶのも大変だったんだ」

　フェリスの言葉で、ようやく今の状況が理解できた。私は一生懸命働きすぎた結果、役場で倒れて運ばれたのだ。よりにもよって、フェリスに抱きかかえられて。

「うぅ……情けない……」

「そうだな」

　フェリスは短くそうつぶやく。別にフォローしてほしくて弱音を吐いたわけではないのだが、容赦ない追い打ちがほしかったわけでもない。

　自己嫌悪に陥りそうな私に、フェリスは続ける。

「リュカ、お前がソラのために、誰より頑張っていることは知っている」

「う……」

「だが、頑張ることと、自分を酷使することは違う。たしかに私たちの体は強きょう靭じんだが、慣れないことを繰り返せば疲れもたまる。自分を蔑ろにするのは、褒められたことじゃない」

　フェリスの言葉に、なにも言い返せない。ソラに負担をかけまいとするあまり、私は自分の体と精神に、すべての負担を押しつけていた。それで倒れてしまったのだから、情けないことこの上ないと、フェリスはそう言っているのだ。

「ごめん……」

　小さく頭を下げる私に、フェリスは無表情で応える。

「謝らなくていい。いまは休め」

「うん……」

　私が再び体を横にすると、フェリスは手を伸ばして私のおでこに触れた。氷のように冷たくて、気持ちがいい。体の疲れが吸い取られていくようだ。

「ふむ、まだ少し熱いな」

　私は迂闊にも、少し泣きそうになった。いつも顔を合わせればケンカをする仲だというのに。今度から、フェリスにどんな顔をして会えばいいのか、わからなくなる。




　べちゃっ。




　直後、私の顔に冷たい〝濡れタオル〟がかけられた。

「これでよし」

「むぐーーーッ！　むぐぅーーーーッッ!!」

「では私は行くが、安静にしているんだぞ」

「もがもががァーーーーーッッッ!!」

　去り行く足音を聞きながら、首を振ってタオルの脅威から逃れる。意識がブラックアウトする前に、なんとか現世に踏みとどまることができた。フェリスには悪いけど、今後病人の看護には専門の人材をあてがおうと、私は心に誓った。




　しばらく横になっていると、病室の外から騒がしい声が聞こえてきた。

「リュカさんがお倒れになられたと聞き及びまして、わたくし雑貨屋でポーションを百本ほど買い占めてまいりましたの。これを全部飲み干せば、瀕死のお魚さんだってピチピチ跳ね回り、滝を上ってそのまま雲を突き破ること間違いなしですわ」

　もう声を聞いただけで、誰が来たかわかる。声の主はノックもなく病室の扉を開け放った。

「こちらにいらっしゃいましたのね、リュカさん。お疲れがたまっていらしたと伺いましたので、精気がつくお見舞いの品を見繕ってまいりましたわ。まずこちらがポーション百本。それと元気草の煎薬に、マンドラゴラの根っこ。それから黒こげリザードの尻尾ですわ。ささ遠慮なく、ぐいっと一気に飲み下してくださいまし」

　フウカは両手いっぱいの怪しい薬品をベッドの上に並べながら、ぺらぺらとひとつずつ説明していく。

「黒こげリザードの尻尾は、古来より東の国で万能薬として扱われてきた由緒正しいものですの。魔術図書館で拝読した文献によると、これを飲んだある老婆が若返って、子供を三十人産んだという伝承が……」

「う、うん。ありがとう。気持ちだけもらっておくね……」

　情報の洪水に、めまいがしてくる。薬の説明を受けているだけだというのに、確実に体調が悪化していくのがわかる。

　そのフウカのうしろに、ひょっこりと角の生えた頭が見えた。

「フウカ、ストップ……」

　サレンだった。彼女は花を入れた花瓶を抱えていた。

「病室では、静かに……」

「あらそれは申し訳ありませんわ。じつはわたくし、こう見えてリュカさんの体調を大変心配しておりますの。このところエイガ鑑賞に明け暮れて、執務が滞りがちでしたので、責任の一端はわたくしにあると、強く感じていますのよ」

「大丈夫よフウカ。エイガをすすめたのは私だし……」

　フウカにはかねてより私の補佐をしてもらっていたが、最近は暇を出すことが多かった。というのも、フウカは終始しゃべりながら働くので、ほかの職員から仕事に集中できないとの苦情がたくさん寄せられていたからだ。

　とはいえ、今はそんなことを言っていられる場合じゃなかったのも確かだ。ソラに言わせれば、私が得意とする領分は『内政』であり、今回の協定に関する庶務雑務は『外交』にあたる。ほかの都市との協調を図るなら、私よりもフウカが適任だろう。この子がなによりも調和を大事にすることは、悪魔の森にいたころからよく知っている。

「ごめんリュカ……」

　サレンが申し訳なさそうに、小さな頭をぺこりと下げる。

「そんなことないわよサレン。仕事は私が好きでやってることだし……」

「でも、私なら、もっと力になれたと、思う……」

　外の世界の魔王だったサレンが、まだソラリオンの住人たちとの間に少し壁を感じていることは知っている。しかし私たちソラ直属の仲間内では、世界の情勢にもっとも通じた人材であることも確かだ。ソラがよく口にする〝適材適所〟を実現するなら、サレンとフウカを組ませて外交担当官に任命するのが正解だったのだろう。

　だけど結局、全部ひとりで抱え込んだのは私自身だ。

「サレンが謝ることじゃないわ。仕事を割り振るのも私の仕事なんだから」

「そんなこと、ない」

　自嘲気味の私の言葉を、サレンは否定する。

「私にできることで、もっとソラやリュカの、力になりたい」

　私よりもずっと若く見えるサレンだが、その表情からは強い意志を感じた。

「もちろんわたくしも今後はよりいっそう、惜しまず協力させていただきますわ。たとえリュカさんが休めとお命じになられてもバリバリビリビリ働きますので覚悟してくださいまし」

　サレンの決意に、フウカが便乗する。

　思えば、私は誰かに任せるということを、ほとんどしてこなかったように思う。それはきっと、自分がソラを支えているのだという自負心が、私をそうさせていたのだ。いや、きっとそんな高尚なものではない。

　私は自分の居場所を独占したかったのだ。群れの王と、それをもっとも近くで支える者。そんなソラと私の関係に、割って入ってこられたくなかったのだ。

　ソラのためだなんて言いながら、私は、自分のためにしか働いていなかった。仕事を独り占めすることで、ソラを独り占めした気になっていたのだ。

「やっぱり情けないな、私。結局、みんなに迷惑をかけて……」

　そう思うと、自然に涙があふれてきた。

「リュカ、泣かないで……」

「大変ですわ。やはり薬を試したほうがよろしいのではありませんか。ではこのマンドラゴラの根っこをいってみましょう。これは王国内では高値で取引されておりますの。収穫する際には悲鳴を聞かないよう長い紐をくくりつけ……」

　サレンとフウカが、私の手を取って心配そうに顔を覗き込む。私には、私を心配してくれる仲間がいるのに、どうして意地を張っていたのだろう。

「ごめんね、サレン、フウカ」

「ううん。リュカ、謝らないで。もっと私たちに、任せて」

「ええ、お任せくださいまし。わたくしこのところエル＝ポワレの魔法図書館に足しげく通いつめ、世界情勢への造詣を深めることに腐心しておりますの。大陸の東西南北のみならず、過去から現在にいたるまで、情報収集に抜かりはありませんわ」

　最近、超高速で空を飛ぶ怪鳥の目撃情報が多く寄せられているのは、フウカのせいか。

「ありがとう、ふたりとも」

　私はふたりに改めて礼を述べる。ようやく少し調子を取り戻せたような気がした。

「リュカさんは、内政に注力してくださいまし。ソラリオンを中心とした自治領同盟については、わたくしどもでしっかり舵を取ってまいりますわ。それにしても異質な群れが結託して共存共栄を目指すなんて、人間の社会は本当に難儀ですのね。魔物であれば力を誇示すれば済むところですのに、どうやって群れを納得させているのでしょうか」

　相変わらずおしゃべりなフウカは、すでにやる気まんまんだ。早くも自治領同盟のことを真剣に考え、より良い方向へ導こうとしてくれている。そんなフウカの疑問に、サレンがこたえる。

「人間の国どうしの同盟は、血を混ぜる」

「血を？　混ぜる？」

　思わず私も聞き返した。血を混ぜるというのは、どういうことだろうか。流れ出たものをどこかにためておくのだろうか。

「国の代表どうしが、つがいになる。関係を結んで……子を成すことで結束を図る」

「つ、つがいに!?」

「なるほど、そうですのね。血を混ぜるというのはつまり、種としてまぐわうことで、契約ではなく結実によって、ふたつの群れをひとつにまとめ上げるということなのですわね!!」

　体調が戻りかけていた矢先、また私の視界がぐらりと揺れる。

　人間どうし、群れの代表がつがいになる？

　ソラリオンの代表は、言わずもがなソラだ。他の人間の群れの代表といえば、エル＝ポワレならば、キーラとかいう眼鏡をかけた魔術師になるのだろうか。たしか彼女はエル＝ポワレの民から代表と呼ばれていた気がする。だとすれば同盟を結ぶということはつまり、ソラとキーラがつがいになる、ということではないか。

　私の頭の中に、ソラとキーラが仲睦まじく子育てに励む姿が映し出される。




「この鼻なんてキーラさんにそっくり」

「目もとはソラどのにそっくりですよ」

「あはは」

「うふふ」




　私は毛布を頭からかぶり、声にならない悲鳴をあげた。

　そのとき、病室の扉がノックされる。開かれた扉の先には、まさしく今しがた私の脳内で花のような笑顔を咲かせていたソラが、そこにいた。

「大丈夫かリュカ。仕事中に倒れたって聞いたけど……」

「ソラ、同盟は破棄しましょう！　今すぐに!!」

「え、なんで？」

「同盟なんてダメよ!!　そんな不ふ埒らちなの、絶対に許されないんだから!!」




　私の恥ずかしい誤解が解けたのは、それからおよそ半日後のことだった。










あとがき




　はずれん３巻を手に取っていただき、誠にありがとうございます。今井三太郎です。三人を代表して御礼申し上げます。え？マライヤ・ムーではないのかって？彼はあとがきでおしっこ漏らした話をする人ですから、そこは察していただけると幸いです。政治的判断です。

　私はマライヤのように、ふざけたあとがきなど書きません。尻。

　そう尻です。尻の話をしましょう。作家にとって尻は命です。なにせ座り仕事ですから、尻の健康がなければ始まらない。先輩方にお会いすると、みなさん口をそろえて「まず良い椅子を買え」と仰います。文筆家にとって、尻は第二の心臓なのです。

　ところで私はバイクをこよなく愛しているのですが、これがまた尻に負担をかけるシロモノでして。気分転換と称し、突然ふらりと片道３ケタキロの日帰り旅に出たりするのですが。そりゃあ壊れますよ。尻が。１０時間もバイクにまたがって走り続けてごらんなさい。それはもう、油粘土みたいになりますよ。剛の者でも悶え苦しみます。弁慶の尻どころです。

　あれは数年前、なにもかも嫌になった私が、思いつきで関東圏を縦断したときのことでした。それはそれはもう気が遠くなるほど距離を駆け抜ける強行軍でございます。帰り際、圧政に耐えかねた尻が今にもクーデターを起こそうとしておりました。このままでは尻に政権を簒さん奪だつされてしまう。尻幕府が成立してしまう。そんな矢先、見えてきたのはスーパー銭湯の看板でございました。これはしたり。湯は尻の強い味方です。温かい湯に尻を浸し、ゆっくりと揉みほぐす。ガチゴチに固まった尻の心を開く方法は、これを置いて他にございません。

　とはいえ、大きな湯船で己の尻を揉み揉みするとなると気が引けます。やはり公共の場ですから、生まれたままの醜い姿を晒しているとはいえ、お互いに配慮は欠かせません。一人用の湯船などないものかと目を配りましたところ、ございました。一つ二つ、三つ四つと並んでいるではありませんかお一人様御用達の壺湯が。さっそく湯に尻を沈めたそのときでございます。

　ビリビリビリビリビリビリビリビリビリビリビリビリッッッッッ!!!!!!!!!!

「おぎゃああああああああああああああああああああああああッッッッッ!!!!!!!!!!!!」

　たまらず飛び出し振り返りますと、電気風呂『強』の文字が目に入りました。確認って大事ですね。尻取れるかと思いました。もう電気風呂はこりごりでやんす。

　さて今巻では、これまで一歩退いたポジションにいた師匠のエルダーリッチこと、ヴァージニア・エル＝ポワレが大躍進を遂げましたね。とても素敵な物語に仕上がりました。毎度素敵なイラストを描いてくださる福きつね先生。編集校正はじめ本作が世に出るにあたりご助力くださった関係者のみなさま。そして本書を手に取ってくださった読者のみなさまに、この場をお借りして改めて深く御礼申し上げます。またお会いしましょう。

マライヤ・ムー、今いま井い三さん太た郎ろう、蒼あお乃の白はく兎と
















この物語はフィクションです。

実在の人物、団体等とは一切関係がありません。

※本書を無断で複写することは、著作権法により禁じられています。











外れスキルでＳＳＳランク魔境を生き抜いたら、世界最強の錬金術師になっていた３


～快適拠点をつくって仲間と楽しい異世界ライフ～
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